
提 供 日 2023/09/19

タイトル 【全国への切符はどの本に】第９回高等学校ビブリオ
バトルを開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

第９回静岡県高等学校ビブリオバトルの開催

　県内の本好きな高校生が一堂に会し自慢の本を紹介し合う「静岡県高等学校ビブリオバトル」を開催します。
　予選を勝ち抜き、決勝に進出した８名が熱いバトルを繰り広げます。会場にいる全員が投票者となり「いちばん読みたくなった
本」に投票し、一番得票数の多い本が「チャンプ本」となります。今年の栄冠はどの本に？

１　日時
　　令和５年９月24日（日）午後１時30分から決勝戦開始

２　訪問先
　　常葉大学静岡草薙キャンパス（静岡市駿河区弥生町６－１）
　　
３　発表者
　　決勝進出者８名（午前中に発表参加者による予選を実施）

４　その他
　　チャンプ本の発表者は静岡県代表として「全国高等学校ビブリオバトル大会」
　の出場権を得ます。

５　記者の皆様へ
　　取材いただける場合は、令和５年９月22日（金）17時までに社会教育課企画班
　まで御連絡ください。

【参考：ビブリオバトルとは】
　発表者が制限時間内に自慢の本を紹介した後、その発表に関するディスカッションを行います。そして、どの本を一番読みたく
なったかを発表者及び観戦者全員が投票し、最も票を集めた「チャンプ本」を決定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/09/19

タイトル 伊豆地域の温泉活用を考える！マッチングイベント
（ＩＣＯＩフォーラム）を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

令和５年９月26日（火）に、伊豆地域の温泉活用を考えるマッチングイベント（ＩＣＯＩフォーラム）を開催します！

静岡県では、伊豆地域の温泉に食やスポーツ等を組み合わせて新たなヘルスケア産業を創出する、伊豆ヘルスケア温泉イノベー
ションプロジェクト（通称ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組んでいます。
このたび、伊豆地域の温泉を活用して、新たな取組を検討したい方や異業種との意見交換をしてみたい方等を対象としたマッチン
グイベントを開催します。
マッチングイベントの開催は、令和５年１月の開催に続き、２回目の開催となります。今後も、伊豆の各地でマッチングイベント
を開催していく予定です。

１　開催概要
　１）日　時　令和５年９月26日（火）13時00分～15時30分

　２）場　所　コナステイ伊豆長岡（２階イベントホール）
　　　　　　（伊豆の国市古奈３０７）

　３）参加費　無料

　４）参加者　ＩＣＯＩフォーラム会員（プロジェクトに関心がある企業等）

２　次第
　１）主催者挨拶
　
　２）テーマ別発表
　　・企業が求める温泉地滞在・アクティビティ（ビッグローブ（株））
　　・温泉地の資源を活用した商品開発　　　　（バスリエ（株））
　　・小規模温泉地の課題解決のヒント　　　　（温泉利用指導員）
　　・スポーツと温泉の関係　　　　　　　　　（県内有識者）

　３）参加者による意見交換会
　　
　
《問い合わせ先》
　静岡県経済産業部 産業革新局 新産業集積課 新産業集積班
　電　話　０５４－２２１－２９８５
　メール　trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/19

タイトル 【取材依頼】植物素材がつくる未来～ふじのくにセル
ロース循環経済国際シンポジウム、展示会を開催～

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

ふじのくにセルロース循環経済国際シンポジウム・展示会を開催します！！
（取材依頼）

　県では、脱炭素や循環経済を実現する素材として注目されるＣＮＦ（セルロースナノファイバー）の社会実装に向け、ふじのくにＣＮＦプロジェ
クトを推進しています。
　この度、この取組の一環として、「植物素材」と「循環経済」をテーマとした、国際シンポジウム及び海外企業を含む過去最多108社・団体が
集結する日本最大級の国際展示会を開催します。

１　ふじのくにセルロース循環経済国際シンポジウム
区分 内　　容

日　　時 令和５年10月１日（日）13時00分～17時00分
会　　場 富士市文化会館ロゼシアター中ホール（富士市蓼原町1750）

内　　容

テーマ：植物素材がつくる未来
(1) 主催者挨拶：静岡県知事、富士市長
(2) 基調講演：Lars Berglund（スウェーデン王立工科大学 教授）
(3) 国内企業の先進取組紹介

（スズキ(株)、パナソニックHD(株)、旭化成(株)）
(4) トークセッション
　 ・モデレータ：磯貝 明　東京大学特別教授
　 ・スピーカー：国内外の研究者（５名）

２　ふじのくにセルロース循環経済国際展示会
区分 内　　容

日　　時 令和５年10月２日（月）13時00分～16時00分
　　　　　　 ３日（火） 9時00分～15時00分

会　　場 ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島189-8）

内　　容
(1) 企業・団体ブース（過去最多108社・団体）
(2) セルロース素材を活用した車両展示
(3) 企業プレゼンテーション

３　取材・報道に係るお願い【取材申込み】
・９月29日（金）午前中までに新産業集積課（054-221-2985）に御連絡ください

　　※当日、各会場受付での申込みも可能です。



提 供 日 2023/09/19

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第10報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月19日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第10報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第10報（９月15日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 沼津市 312 14 1 23 8 6 9月15日
2 小学校 沼津市 197 7 1 22 8 8 9月15日
3 小学校 静岡市葵区 270 14 1 22 5 5 9月15日 ～ 9月1
4 小学校 藤枝市 614 22 1 32 5 4 9月15日
5 中学校 焼津市 195 7 1 29 6 5 9月15日
6 中学校 焼津市 392 12 1 31 8 8 9月15日
7 高等学校 磐田市 1,069 30 1 28 7 7 9月15日 ～ 9月1

1 27 7 7 9月6日 ～ 9月
8 小学校 掛川市 559 21

1 29 10 8 9月11日 ～ 9月1
1 31 8 7 9月14日 ～ 9月1

9 小学校 湖西市 767 33
1 33 9 9 9月14日 ～ 9月1

10 高等学校 磐田市 933 23 1 41 8 5 9月14日 ～ 9月1
11 小学校 浜松市中区 188 11 1 6 2 1 9月15日
12 小学校 浜松市中区 410 12 1 34 12 12 9月15日 ～ 9月1
13 小学校 浜松市南区 989 32 1 32 11 11 9月19日

本日合計 ２高等学校、２中学校、９小学校 15 420 114 103
８４施設

本日までの累
計（実数） （ ８高等学校、　１６中学校、　５８小学校、　１幼稚園、

　０保育所、　１こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）
142 4,103 1,288 1,221

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月15日（熱海市小学校　他15施設） 　



提 供 日 2023/09/19

タイトル 令和５年度第１回静岡県社会福祉審議会児童福祉専門
分科会子ども・子育て支援部会を開催します

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2608

令和５年度第１回静岡県社会福祉審議会児童福祉専門分科会
子ども・子育て支援部会を開催します

～第２期ふじさんっこ応援プランの令和４年度評価について審議～

子ども・子育て支援法等に基づき、県における子ども・子育て支援に関する施策の推進に関し、必要な事項等を審議することを目的に、
「静岡県社会福祉審議会児童福祉専門分科会子ども・子育て支援部会」を開催します。
今回の会議では、第２期ふじさんっこ応援プランの令和４年度評価について審議します。

（概要）
１　日時
　　令和５年９月21日（木）午前10時30分から午前11時45分まで

２　場所
　　静岡県庁西館４階第一会議室Ｃ

３　議事
　　（１）ふじさんっこ応援プランの令和４年度評価について
　　（２）幼児期の教育・保育及び放課後児童クラブの需給等

４　出席者
　　委員：13名（＜参考＞委員参照）

＜参考＞　委員
　　幼稚園・保育園、地域の子育て支援、雇用者、労働者等の分野の代表者及び
　　学識経験者等　15名

委員氏名 現職
相田　芳久 一般社団法人静岡県私立幼稚園振興協会　監事（学校法人相愛学園　理事長）

稲葉　靖子 静岡県地域活動連絡協議会　監査
岩倉　睦弘 静岡県民生委員児童委員協議会　会長
内山　千穂 日本労働組合総連合会静岡県連合会　副事務局長兼ジェンダー平等・多様性推進局長

栗山　信博 伊豆市健康福祉部長（静岡県市長会推薦）

◎ 白井　千晶 静岡大学人文社会科学部　教授
鈴木　尚和 東伊豆町住民福祉課長（静岡県町村会推薦）

鈴木　良則 一般社団法人静岡県経営者協会　専務理事
竹居　昭子 静岡県児童養護施設協議会（児童養護施設川奈臨海学園　施設長）

土山　雅之 静岡県保育連合会　会長（社会福祉法人護汝会 白道保育園　園長）
溝口　玲子 静岡県PTA連絡協議会　副会長
望月　敏行 静岡県校長会（富士市立岩松北小学校　校長）

永倉　みゆき 静岡県立大学短期大学部　教授
山田　有美子 公益社団法人静岡県母子寡婦福祉連合会ひとり親支援センター長・相談員

川　慶子 静岡県保育士会　会長（社会福祉法人聖心会　理事長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（◎：部会長、50音順・敬称略）



提 供 日 2023/09/19

タイトル 「静岡県働きやすい介護事業所」の認証を行いまし
た！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2314

「静岡県働きやすい介護事業所」の認証を行いました！

「静岡県働きやすい介護事業所認証制度」は、県が次の３点に関する一定の基準をもって審査し、認証を付与するもの
です。

１　キャリアパス制度・人材育成の推進
２　サービスの質の向上
３　労働環境の改善

このたび、新たに８事業所を認証し、９事業所の認証を更新しました。

＜今回認証した事業所＞
法人名 新規 更新

遠州鉄道株式会社 １事業所 ２事業所
医療法人社団綾和会 １事業所 ―
社会福祉法人秀生会 ― ２事業所
社会福祉法人嬰育会 １事業所 ―
株式会社アクタガワ １事業所 ―
社会福祉法人吉原福祉会 １事業所 ―
社会福祉法人正生会 ― ５事業所
有限会社中島介護サービスセンター ３事業所 ―

合　　計 ８事業所 ９事業所

これにより、現在、430事業所を認証しています。
就職先選定、またはサービス利用の参考としてご活用いただけるよう、広く紹介していきます。

詳細については、下記リンクよりご参照ください。
http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040742/1002955/1023102.html

http://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040742/1002955/1023102.html


提 供 日 2023/09/19

タイトル 県内２事業所受賞！「介護職員の働きやすい職場環境
づくり厚生労働大臣表彰」受賞伝達式の開催

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

「介護職員の働きやすい職場環境づくり厚生労働大臣表彰」
   受賞伝達式の開催～県内２事業所が受賞～（取材依頼）

（要旨）

　 令和５年度に創設された「介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣及び

厚生労働大臣表彰」において、県内の２事業所が厚生労働大臣表彰奨励賞を受賞し

たので、このたび、健康福祉部長から表彰状の伝達を行います。

１　日時　令和５年９月25日（月）　午前10時から10時30分まで

２　場所　静岡県庁西館３階　健康福祉部長室

３  受賞事業所と特徴的な取組内容

受賞事業所 所在市町 特徴的な取組内容等

 株式会社サンリッチ三島
 有料老人ホームサンリッチ三島 三島市

・資格取得援助制度（上限12万円）などに
　よる人材育成
・限界就労支援制度による、働ける年齢まで
　働くことができる環境づくり
・自社製作器具おむつごみ箱「おむこ」の
　開発、見守りセンサー等ＩＣＴや介護
　ロボット導入
・上記取組などにより、夜勤業務の負担減、
　令和４年度は離職０を達成

 社会福祉法人ほなみ会　
 特別養護老人ホーム南風 浜松市南区

・プリセプター制度（新人職員に対する
　マンツーマン研修制度）の充実
・理学療法士や介護サポーター等の雇用に
　よる介護職員の専門分野の明確化
・上記取組などにより、過去５年の平均
　離職率はわずか2.8％　

４　内容　伝達式、記念撮影、歓談

＜介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣及び厚生労働大臣表彰＞

　介護職員の待遇改善、人材育成及び介護現場の生産性向上への取組が優れた介護事

業所を表彰し、その功績をたたえ、広く紹介することを通じ、もって、介護職員の働く環境

改善を推進することを目的として令和５年度に新設された表彰制度



発 表 日 2023/09/19

タイトル 令和５年８月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課、富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港 の 令和5 年 ８ 月 の 搭乗者数 は53,618 人 。

 令和 ３ 年11 月 から22 か 月連続 で 前年同月 を 上回 った 。

１　富士山静岡空港の令和５年８月の搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 20,232 16,481 81.5 
　新千歳線 15,416 12,083 78.4 
    うちANA 10,292 7,409 72.0 
    うちFDA 5,124 4,674 91.2 
　丘珠線 4,816 4,398 91.3 
出雲線 4,424 3,422 77.4 
福岡線 19,240 14,571 75.7 
熊本線 4,872 3,505 71.9 
鹿児島線 4,688 3,932 83.9 
沖縄線 8,632 6,852 79.4 
チャーター便 840 586 69.8 

国内線計 62,928 49,349 78.4 
ソウル線 4,914 4,269 86.9 
チャーター便 - - - 

国際線計 4,914 4,269 86.9 
合計 67,842 53,618 79.0 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和５年８月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 692 26  718 
就航便数（便）　　　b 649 26  675 
就 航 率（％）   (b/a) 93.8 100.0 94.0 

３　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～８月)の累計搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 73,454 52,168 71.0 
　新千歳線 49,250 33,294 67.6 
　　うちANA 23,738 13,648 57.5 
    うちFDA 25,512 19,646 77.0 
　丘珠線 24,204 18,874 78.0 
出雲線 23,060 17,114 74.2 
福岡線 99,776 65,078 65.2 
熊本線 25,016 14,679 58.7 
鹿児島線 24,916 17,600 70.6 
沖縄線 22,078 13,991 63.4 
チャーター便 2,268 1,455 64.2 

国内線計 270,568 182,085 67.3 
ソウル線 38,934 31,874 81.9 
チャーター便 206 193 93.7 

国際線計 39,140 32,067 81.9 
合計 309,708 214,152 69.1 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～８月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a  3,072 207  3,279 
就航便数（便）　　　b  3,011 207  3,218 
就 航 率（％）   (b/a) 98.0 100.0 98.1 



発 表 日 2023/09/19

タイトル 今夏の富士登山の状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流継承班　袖山・杉山

TEL 054-221-3746

今夏の富士登山の状況を公表します。
登山者数は84,086人となり、コロナ禍であった昨年の1.3倍でした。富士山保全協力金の金額・協力率はいずれも過去最高となりました。

１　登山者数＊１の推移（環境省発表）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　人）
区　分 2019年 2022年 2023年

静岡県 85,677 66,183 84,086
富士宮ルート 53,232 41,549 49,545
御殿場ルート 12,230 12,013 15,479
須走ルート 20,215 12,621 19,062

＊1　登山者数は各登山道８合目付近の赤外線カウンターによる計測

２　富士山保全協力金受入の状況
2022年 2023年

受付方法／箇所
協力人数（人） 金額（円） 協力人数（人） 金額（円）

五合目 10,970 10,880,981 25,361 25,294,404
水ヶ塚駐車

場 11,702 11,630,625 11,325 11,281,023

富
士
宮
口

小計 22,672 22,511,606 36,686 36,575,427

御殿場口 5,463 5,149,346 7,725 7,648,156
須走口 8,385 8,207,510 15,972 15,981,871

現
地
受
付

小　計 36,520 35,868,462 60,383 60,205,454
コンビニ受付 32 32,000 210 210,000

県庁受付 1,260 1,076,000 1,036 717,000
インターネット受付 102 102,000 174 174,000

合計 37,914 37,078,462 61,803 61,306,454

３　富士山保全協力金協力率の推移
年度 2019年 2022年 2023年

協力者数（A） 57,738人 37,914人 61,803人

登山者数（B） 85,677人 66,183人 84,086人

協力率（A/B） 67.4％ 57.3％ 73.5％



提 供 日 2023/09/19

タイトル 第９回静岡国際オペラコンクール出場者が決定！（県
内出場者２名）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局

TEL 054-457-6446

TEL 文化政策課 054-221-3109

第９回静岡国際オペラコンクール出場者が決定︕
（県内出場者２名）

（要旨）
　10月28日（土）から開催される第９回静岡国際オペラコンクールの出場者が決定しました。世界33の国と地域から271名の応募
があり、予備審査で参加を承認された応募者76名のうち、参加手続きを完了した60名を出場者として決定しました。

（概要）
１ コンクール出場者数
　　60名（11か国から参加。うち日本人は20名。）

２　国別コンクール出場者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

国 出場者数 国 出場者数

日本 ２０ イスラエル １

韓国 １９ ウクライナ １

中国 １０ クロアチア １

モンゴル ３ フィリピン １

ロシア ２ リトアニア １

イギリス １ 合計 ６０

３　県内出身出場者

氏名 伊藤　尚人
(いとうなおと)

氏名 濵野　杜輝
(はまの とうき)

年齢 26歳 年齢 29歳

出身地 富士市 出身地 伊東市

声種 バリトン 声種 バリトン

４　問合せ先
　　〒430-8533　浜松市中区中央2-1-1　静岡文化芸術大学内

　静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局
　TEL:053-457-6446　EMAIL:opera@suac.ac.jp　担当　小長井、飯塚

（参考）
　静岡国際オペラコンクールは、国際音楽コンクール世界連盟に声楽分野で加盟してい
る日本で唯一のコンクールです。1996年から３年ごとに浜松で開催されており、本年は
アクトシティ浜松大ホールにて10月28日(土)から11月５日(日)の日程で開催します。

 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　文化でつなぐ東アジアの輪　」

mailto:opera@suac.ac.jp


提 供 日 2023/09/19

タイトル ふじのくに芸術祭2023水石展を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

東アジア文化都市2023静岡県・県主催事業

ふじのくに芸術祭2023(第63回静岡県芸術祭)

水石展を開催します！

～自然石を風景などに見立てた水石作品５２点を展示～

　ふじのくに芸術祭2023（第63回静岡県芸術祭）展覧会の先陣となる「水石展」を下記により開催します。

１　日時

　　令和５年９月22日（金）13:00～16:00

　　　　　　　　23日（土）9:00～16:00

　　　　　　　　24日（日）9:00～15:00

２　会場

    菊川文化会館アエル（菊川市本所2488-2）小ホール、茶室、和室

３　内容

静岡県水石連盟会員の作品52点を展示。なお、開催は2019年以来４年ぶり。

※水石とは、室内で石を鑑賞する日本の生活文化であり、自然石からさまざまな自然美を連想し、水盤や台座に配置して一つ

の世界を創造します。

４　その他

　　入場無料

５　問い合わせ先

　　〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6

　　静岡県文化政策課文化振興班　担当：鈴木

　　TEL:054-221-3109 FAX:054-221-2827

　　ホームページ「ふじのくに芸術祭2023」と検索

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1053512/1056702.html

「世界に認められた　日本の文化」

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1053512/1056702.html


提 供 日 2023/09/19

タイトル 東アジア文化都市2023静岡県記念シンポジウム
「文化の首都静岡県から武道を世界へ」の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局

連 絡 先 スポーツコミッション担当

TEL 054-221-3191

東アジア文化都市2023静岡県記念シンポジウム
「文化の首都静岡県から武道を世界へ」を開催します！

※パネリストの変更がありました。詳しくは11月8日の提供資料「【登壇者変更】東アジア文化都市2023静岡県記念シンポジウ
ム「文化の首都静岡県から武道を世界へ」の一般観覧者募集」をご覧下さい。（１１月８日14時）

１　要旨

東アジア文化都市2023静岡県及び富士山世界遺産登録10周年の機会に、“文化の首都”となった静岡県の富士山の麓から、武道にお

ける心と体のメカニズム、人材育成、地域活性化、ツーリズムの活用など、武道の有する様々な効用を国内外に向けて発信するシンポジウ

ムを開催する。

２　シンポジウム開催概要

名　称　
東アジア文化都市2023静岡県記念シンポジウム

「文化の首都静岡県から武道を世界へ」

主　催 静岡県

日　程 令和５年11月22日（水）午後1時～4時30分

会　場 富士スピードウェイホテル(バンケットルーム）：小山町大御神645

対　象 スポーツ関係者、文化関係者、教育関係者、一般　　200名程度

テーマ “文化の首都静岡県”の富士の麓から、武道の精神を世界へ発信する

プログラム

　○来賓挨拶　　　

○講　　演　　　笠谷和比古氏（（仮）武士道の精神について）

○パネルディスカッション

その他 　ライブ配信、録画配信を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○来賓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
区　分 氏　　名 プロフィール等

むろふし　こうじ 
室伏　広治
（ビデオメッ
セージ）

スポーツ庁長官
アテネ五輪陸上競技ハンマー投げ金メダル

こうむら　まさひこ
高村　正彦

(公財)日本武道館会長、日本武道協議会会長、
日本古武道協会会長、前横綱審議委員会委員長、
少林寺拳法5段

来賓

ほんぽ　よしあき
本保　芳明  

初代観光庁長官
国連世界観光機関駐日事務所代表
東武鉄道(株)顧問

　

　○パネルディスカッションパネリスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略

区　分 氏　　名 プロフィール等

パネルディスカッ
ション
モデレーター

 　やの　ひろのり
　矢野　弘典

(一社)ふじのくにづくり支援センター理事長
(公財)産業雇用安定センター会長　
元横綱審議委員会委員長、柔道５段

武
士
道

　　かさや　かずひこ
　笠谷　和比古

国際日本文化研究センター名誉教授
歴史学者

柔
道

 　やました　やすひろ
　山下　泰裕

日本オリンピック委員会会長
東海大学副学長・理事
ロス五輪柔道競技金メダル

剣
道
等

　アレキサンダー・
　ベネット

関西大学教授、武道学者（ニュージーランド出身）
剣道教士７段・なぎなた５段・居合道錬士６段・
銃剣道錬士６段・短剣道錬士６段

相
撲

　はるまふじ　　　こうへい 

　日馬富士　公平
第70代横綱（モンゴル出身）
新モンゴル日馬富士学園理事長

空
手

　せと　けんすけ 
　瀬戸　謙介

日本空手協会東京都本部会長
武士道精神を学べる空手塾「瀬戸塾」塾長
日本空手協会8段

パネリスト

合
気
道

 　うえしば　みつてる
　植芝　充央

(公財)合気会専務理事
合気道本部道場道場長



３　参加方法、申込手続
　　会場参加、ライブ配信視聴及び録画配信視聴の方法・手続については、11月上旬を目途に、静岡県スポーツ局ホームページ等でお知

らせします。

４　当日の連絡先
　　スポーツ局公用携帯　080-1580-8162



提 供 日 2023/09/19

タイトル 無許可で盛土を行った者に対する措置命令の発出

担　　当 くらし・環境部 環境局盛土対策課

連 絡 先 盛土対策課

TEL 054-221-2918

１　要　旨

令和４年８月から同年11月までの間に、菊川市西方において静岡県盛土等の規制に関する条例第９条の許可を得ずに盛土を行った者に

対し、令和５年９月19日に同条例第27条第２項の規定に基づき措置命令を発出した。

２　措置命令の概要
区　分 内　容

命令を受ける者

(1)　施工主
住　居　菊川市西方721番地の１
氏　名　杉山　秀幸

(2)　工事請負業者
所在地　掛川市弥生町215番地の３
商　号　株式会社飛鳥工建

(代表取締役　髙橋　竜)

命令の内容

(1)　菊川市西方に造成した盛土について原状回復を行うこと。
(2)　(1)の実施に当たっては、あらかじめ、具体的な工事内容、工程を
　記載した計画書（施工図面を含む。）を作成し、静岡県知事あて提出
　した上で承認を受けること。

命令日 令和５年９月19日

履行期限
（計画書提出期限）　令和５年10月３日
（着手期限）　令和５年11月３日
（完了期限）　令和６年１月12日

根拠条文 静岡県盛土等の規制に関する条例第27条第２項

３　その他
○静岡県盛土等の規制に関する条例に基づく措置命令は３例目

○令和４年７月１日以降に造成された盛土について、静岡県盛土等の規制に関する条例に基づく措置命令が単独（※）で発出される初めての
事例

　　※これまでの事例においては、他法令に基づく措置命令が発出されていた



提 供 日 2023/09/19

タイトル 産業廃棄物処理業許可の取り消し

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 産業廃棄物班

TEL 054-221-2423

産業廃棄物処理業者に対し産業廃棄物収集運搬許可の取消処分を行いました。

１　処分を受けた者
所在地　静岡県沼津市旭町103番地
名　称　有限会社藤久

２　処分内容
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第14条の３の２第
　１項第４号に基づき、産業廃棄物収集運搬業許可を取り消す。

３　処分年月日
　　令和５年９月14日

４　処分理由
　　有限会社藤久は、令和５年９月１日に静岡地方裁判所沼津支部において破産手続の開始決定を受けた。
　　これにより、１に掲げる者は、法第14条第５項第２号イに規定する欠格要件に該当するため。



提 供 日 2023/09/19

タイトル 消防職員初任教育初任科（第94期）修了式

担　　当 危機管理部 消防学校教務課

連 絡 先 山田

TEL 054-369-1190

             消防職員初任教育初任科（第94期）修了式
               　　　～消防学校からの巣立ち～

　今年度県内15消防本部（局）に採用された新人消防職員が、消防に関する知識及び技術の習得、体力気力の錬成のため、４月から９月まで
の約６か月間、静岡県消防学校の教育訓練を受けています。
　記録的な猛暑にも負けず全力で教育訓練に挑んできた初任科学生にも、修了の日が近づいてきました。修了日には下記のとおり修了式を行
います。
　なお、今期初任科修了予定者は114名です。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日時　令和５年９月26日（火）午前10時から（予備日なし）

２　場所　静岡市清水区谷津町一丁目577－１　静岡県消防学校　北寮大教室

３　内容
（１）開式の辞
（２）国旗に対する敬礼
（３）国歌奏楽
（４）消防殉職者に対する黙祷
（５）修了生氏名発表
（６）修了証書授与
（７）各賞表彰（危機管理監賞、消防長会会長賞等）
（８）学校長式辞
（９）静岡県危機管理監祝辞
（10）静岡県消防長会会長祝辞
（11）修了生代表答辞
（12）閉式の辞
　
４　取材について
　取材を希望される場合は、９月22日（金）までに報道社名と担当者名を本校に御連絡願います。
　当日は、消防学校正面玄関の受付にお越しください。
　　
　　　
（連絡先）静岡県消防学校教務課
　　　　　電話　054-369-1190　　
　　　　　メールアドレス　fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp

＜参考写真＞

mailto:fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/19

タイトル 川根本町で「やさしい日本語」教室を開催します（取
材案内）

担　　当 知事直轄組織 地域外交局

連 絡 先 地域外交課地域外交戦略班・多文化共生課多文化共生

班

TEL 054-221-2309

外国人住民と地域住民の交流を後押し！川根本町で「やさしい日本語」教室を開催し

ます
～「外国人材の第二の故郷」となる地域づくりの取組～（取材案内）

県では、少子高齢社会・人口減少により、今後、深刻化が懸念される経済規模の縮小や労働力不足などの課題に対応するため、県内で働

く外国人材の活力を取り込み、地域住民との共生、地域活性化に寄与する「外国人材のための第二の故郷」づくりを進めています。

９月～12月にかけて、県と川根本町、地元企業等が協働して、様々な外国人材と地域住民との交流イベントを実施予定です。

交流イベントの実施に先立ち、地域住民等を対象とした「やさしい日本語」教室を開催しますので、ぜひ取材をお願いします！

１　「やさしい日本語」教室　概要

日　時 ９月23日（土・祝）　13時30分～16時00分

場　所 川根本町山村開発センター　２階大会議室（榛原郡川根本町上長尾627）

対象者 川根本町住民、役場職員　20名程度

講　師 サステナブルタウン　萩元直樹氏

内　容 「やさしい日本語」使用のポイント、翻訳アプリの活用体験　など

２　交流イベントの今後の予定（参考）

区分 時期等 内容
伝統文化

体験
９月25日（月）19時00分～ ・地元の和太鼓チームの練習会に、外国人

住民が参加。
スポーツ

交流
10月【練習】平日夜４回
11月【試合】土日１回

・地域住民を対象に、インド人住民がインドで
大人気のスポーツ「クリケット」講習を実施。

料理交流
10月【イタリア料理】
11月【インドネシア料理】
12月【川根本町郷土料理】

・外国人住民が母国料理を、地域住民が川
根本町の郷土料理を教え、相互理解を図
る。

３　問合せ先

　取材いただける場合は、下記担当まで御連絡ください。

　地域外交課　太田（平日：054-221-2309）



提 供 日 2023/09/20

タイトル スマホルールアドバイザー養成講座を開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3115

　　スマホルールアドバイザー養成講座を
　　　　　県内３会場で開催します！

県内中学生の75%以上が所有しているスマートフォン。
ＳＮＳ等を通じた犯罪に巻き込まれる子供は、年々増加しています。
スマートフォン等によるインターネット利用で起きるトラブルや被害から子供たちを守る
ため、インターネットや情報機器の「安全な使い方」「家庭での具体的なルールづくり」
について、保護者等へ伝えていただくアドバイザー（ボランティア）養成講座を開催します。

１．開催概要

中部会場 西部会場 東部会場

開催日・
時間

９月27日（水）
午前10時～午後４時

10月２日（月）
午前10時～午後４時

10月12日（木）
午前10時～午後４時

会　場
静岡県男女共同参画

センター
（静岡市駿河区馬渕1-17-1）

静岡県総合教育
センター

（掛川市富部456）

三島市民文化会館
（三島市一番町20-5）

講　師
ＮＰＯ法人イーランチ

理事長　松田　直子 氏

ＮＰＯ法人
浜松子どもと

メディアリテラシー研究所

理事長 長澤　弘子 氏

三島スマホ安心
アドバイザー

代表　石井　幸子　氏

内　容
講義（スマホルールについて）、
警察講話（最新のトラブル事例）、

グループワーク・情報交換など

（午前の部）※アドバイザー養成講座（はじめて受講する方が対象）

（９:45　新規受講者　受付開始）

10:00～10:05
【５分】  開会・挨拶

10:05～10:25
【20分】  事業説明

（静岡県教育委員会社会教育課）
・県事業の概要
・スマホルールアドバイザーについて

10:35～11:55
【80分】  講義

（各会場の講師より）
・アイスブレイク
・インターネットや情報機器の現状（基礎知識）
・スマホルールについて　など

12:00～13:00  昼休み

（午後の部）※フォローアップ講座（はじめて受講する方と昨年度以前に受講した方が対象）

（12:45　継続受講者　受付開始）

13:00～13:10
【10分】  開会・事業説明

13:10～13:40
【30分】  警察講話

（静岡県警察本部人身安全少年課より）
・ネットに起因する犯罪被害等に関する最新データ
・県内で発生したトラブル・事犯の具体例
・警察の取組紹介　など

13:45～14:00
【15分】  事例発表

（現在アドバイザーとして活動されている方より）
・活動紹介
・活動する際に気をつけている点
・活動の際に使用している資料の紹介　など

14:10～15:50
【100分】

 講義、
 グループ
 ワーク

（各会場の講師より）
・保護者や子供への伝え方
・子供たちのネット利用について感じていることなど

～16:00  閉会

２．講師紹介

○ＮＰＯ法人イーランチ　理事長　松田　直子　氏

ＮＰＯ法人イーランチは、「地域のＩＴ化支援と女性の社会参加の応援」を活動目的として、2003年４月に設立された。
ネット安全安心講座、学校ネットパトロールなどの活動のほか、内閣府による青少年の保護者向け普及啓発リーフレット「ネット・スマホの
ある時代の子育て（乳幼児編）」の監修も行う。



○ＮＰＯ法人浜松子どもとメディアリテラシー研究所　理事長　長澤　弘子　氏

ＮＰＯ法人浜松子どもとメディアリテラシー研究所は、「子どもたちのよりよいメディア環境をつくっていくために、メディア環境に関する
子どもや大人の学びを支援するとともに、
学びを通じて市民の智恵を集め、研究、提言していくこと」を活動目的として2004年に設立し、2007年に法人化された。
児童生徒・保護者・教職員・地域住民などを対象に、地域の子どもたちを取り巻くメディアリテラシーの向上と属性に応じた講座企画や運営
などの研究調査を行っている。

○三島スマホ安心アドバイザー　代表　石井　幸子　氏

三島スマホ安心アドバイザーは、学校評議員から三島市への相談をきっかけに、「常に新しい情報の提供や相談場所の受け皿となる体制作り
をすること」を目的に平成28年度に設立された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会 



提 供 日 2023/09/20

タイトル 東京パラリンピックブラインドサッカー日本代表の田
中章仁氏が学校を訪問

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班　榎本

TEL 054-221-3174

　 一流アスリートとの交流をとおして、児童・生徒の体力向上へとつなげる
　【静岡県オリンピック・パラリンピックレガシー教育推進事業】
～東京2020パラリンピック大会 ブラインドサッカー日本代表の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中章仁氏が学校を訪問します～

１　概　　要
　　静岡県教育委員会では、昨年度より東京2020オリンピック・パラリンピック競
　技大会の無形のレガシーとして、子供たちが運動やスポーツの大切さを体験でき
　る取組を継続し、心身の健やかな成長につなげるための「オリンピック・パラリ
　ンピックレガシー教育推進事業」を実施しています。
　　この事業では、オリンピアン、パラリンピアン、プロスポーツ選手等の一流ア
　スリートを静岡県教育委員会指定の「オリンピック・パラリンピックレガシー教
　育推進校」に派遣し、様々な取組をとおして、スポーツへの興味関心を高め、進
　んでスポーツ・運動に親しむ態度を育むとともに、児童、生徒の体力向上へとつ
　なげていきます。

２　日　　時
　　令和５年９月21日（木）　午後１時25分から午後３時まで

３　場　　所
　　焼津市立焼津東小学校（焼津市栄町5-14-1）

４　対　　象
　　５，６年生児童　101名

５　実施内容
　　静岡県出身である、東京2020パラリンピックブラインドサッカー日本代表の田
　中章仁氏が焼津市立焼津東小学校を訪問し、児童のスポーツに対する興味関心を
　高めるための講演会及びブラインドサッカー体験会を実施します。

６　そ の 他
　　(1) 推進校への取材を希望する場合は、当日、開始時刻までに健康体育課学校
　　　体育班(054-221-3174)に御連絡ください。
　  (2) 静岡県教育委員会では、県内の公立小中学校（政令市を除く）84校を「オ
　　  リンピック・パラリンピックレガシー教育推進校」として指定しています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/09/20

タイトル ＜Ｃｈａー１（チャワン）グランプリ＞
小・中学生による、お茶の競技大会の参加者を募集し
ます！

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興課　山本

TEL 054-221-3297

＜Ｃｈａー１（チャワン）グランプリ＞
⼩・中学⽣による、お茶の競技⼤会の参加者を募集します︕

　⼩・中学⽣にお茶の知識や技能を楽しんで習得してもらい、より⾃発的に静岡茶を愛飲してもらうことを⽬的として、お茶の知識や技能を競い合う
「Ｃｈａ－１グランプリ」を実施します。
　４回⽬を迎える本年度は、ふじのくに茶の都ミュージアムで開催します。

○⼤会の概要
大 会 名 Ｃｈａ－１グランプリ
主　 　催 静岡県
⽇　　 程 令和５年11⽉11⽇（⼟）

予選︓午前９時45分から正午まで
本戦︓午後１時から４時まで（予選成績上位８名程度が本戦に出場）

会　　場 ふじのくに茶の都ミュージアム（島⽥市⾦⾕富⼠⾒町3053-2）
競技種⽬ 予選︓お茶クイズ

本戦︓１.お茶クイズ　２.外観による茶種当て　３.闘茶(飲⽤による茶種当て)
対 象 者 静岡県在住の⼩・中学⽣
募集⼈数 先着80名（予選成績上位８名程度が本戦に出場）

○募集締切
令和５年10⽉13⽇（⾦）

○参加条件
 静岡県内在住の⼩・中学⽣で、お茶が好きでお茶に興味のある⽅

○応募方法
　募集チラシに記載の二次元コードよりアクセスし、Googleフォームよりお申込みください。

＜チラシＰＤＦ＞
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/043/492/r5cha1chirashi.pdf
＜お茶振興課HP＞
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/chanomiyako/1047008/1043492.html

○その他
　令和２年度に⼩学⽣向けの全県版闘茶大会を県内で初めて開催した。
　令和３年度は対象を中学⽣まで拡大して実施した。
　令和４年度は３年に⼀度開催している「世界お茶まつり」に合わせ、参加者を全国に拡大して実施した。

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/043/492/r5cha1chirashi.pdf
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/chanomiyako/1047008/1043492.html


提 供 日 2023/09/20

タイトル 今年もやります！「バイ・ふじのくに」静岡物産市
in道の駅富士川～９月27日（水）まで出展者募集中～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

今年もやります！「バイ・ふじのくに」静岡物産市in道の駅富士川！
～９月27日（水）まで出展者募集中～

（要　旨）

○静岡県は、富士山を共有する山梨県と連携して、両県民がお互いに財やサービスを積極的に購入することにより支え合う「バイ・ふじのくに」

の取組を進めています。

○昨年度に続き、「バイ・ふじのくに」静岡物産市が山梨県の道の駅富士川で開催されますので、出展希望者を下記のとおり募集します。

１　物産市の概要

催事名 「バイ・ふじのくに」静岡物産市in道の駅富士川

日　時 令和５年11月25日（土）、26日（日）午前10時から午後４時（予定）

場　所 「道の駅　富士川」芝生広場（山梨県南巨摩郡富士川町青柳町1655-3）

主　催 山梨県（協力：静岡県）　

備　考 令和４年９月開催時の来場者数　約7,500人

２　出展者募集の概要

対　象 静岡県内で産出された農林水産物及びその加工食品の生産、製造、加工事業者・販売業者

出展形態
テントブース20棟、生食用魚介類販売ブース２棟、キッチンカー５台

※出展者数は、申込み状況等により変動します。

出展料

テントブース　22,000円程度

生食用魚介類販売ブース　380,000円程度

キッチンカー　無料

出展経費

負担

主催者が設置する資機材以外の装飾・資機材、交通費・宿泊費等は出展者が負担

申込方法 「出展申込書」を県マーケティング課メール宛て提出　

※応募いただいたものの中から、品目のバランスを考慮した上で出展者を選定。
募集の詳細

申込書の

入手方法

県マーケティング課ホームページからダウンロード。

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1056750 .html

申込締切 令和５年９月27日(水)午後５時まで（必着）

３　問合せ先・申込先

　　静岡県マーケティング課マーケティング企画班　花本

　　〒420－8601　静岡市葵区追手町９番６号　県庁東館９階

　　電　話：054-221-3713

　　E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1056750.html
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/20

タイトル （取材依頼）調味料製造メーカーが県と協働して、県
民の野菜摂取増を応援！

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康政策課

TEL 054-221-2404

（要　旨）
　本県の健康課題として「脳血管疾患による死亡の多さ」があり、脳血管疾患の要因の一つである高血圧対策が重要である。その対策の一つ
として、血圧上昇に関与するナトリウムの尿中への排泄を促すカリウムを多く含む野菜の摂取量増加を目指し、産学官連携により、自然と野
菜を摂ることのできる環境づくりに取り組んでいる。
　この環境づくりに賛同した、味の素株式会社から、野菜をたっぷり摂れるホットサラダの提案を県と協働して取り組む旨の提案があったため、
次のとおり展開していく。

（内　容）
１　【味の素株式会社】「ＨＯＴ ＳＡＬＡＤ ＦＡＲＭ」プレオープン取材会

項　
目 内　容

日時 令和５年９月28日（木）午前11時～12時（報道受付：午前10時30分～）
場所 菊川市半済８８５－８「ななしょうてんファーム」内

出席
者

味の素(株)調味料事業部「生オリーブオイルソース」＜瀬戸内レモン＞開発リー
ダー　田中　宏樹氏
菊川市農家　㐂商店　代表　早川　ナナ氏
静岡県健康福祉部　健康局長　石川　哲史

内容

・味の素(株)から、「HOT SALAD FARM」の概要と「生オリーブオイルソース」＜瀬
戸内レモン＞の紹介 
・県から、野菜マシマシプロジェクトの紹介
・早川氏から「ＨＯＴ ＳＡＬＡＤ　ＦＡＲＭ」メニュー説明
・写真撮影
・（希望する報道関係者の方のみ）「レタス類の種まきと定植体験」取材
・試食

２　【味の素株式会社】「ＨＯＴ ＳＡＬＡＤ　ＦＡＲＭ」オープン
項　
目 内　容

日時 令和５年9月30日(土)～10月22日(日)の金土日祝日（計12日間）
場所 菊川市半済８８５−８「ななしょうてんファーム」内

内容
・野菜をたっぷりとれる「ホットサラダ」専門店
・メニュー開発は、菊川市の農家で㐂商店代表　早川ナナ氏
・提供メニューは、チキンホットサラダ　他

３　県庁東館食堂での提供
項　目 内　容

日時
令和５年10月２日（月）～６日（金）、10日（火）～13日（金）（計９日間）
各日午前11時30分～午後１時30分　売切れ次第終了

場　所 静岡県庁東館16階食堂（静岡市葵区追手町９－６）（協力：レストラン駿河）
内容 チキンホットサラダ　他２種類を提供予定。（形式等は調整中）

※「ホットサラダ」
　加熱した野菜と肉や魚等のたんぱく質源を組み合わせたおかずになるサラダのこと。



提 供 日 2023/09/20

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第11報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月20日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第11報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第11報（９月19日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 33 13 13 9月19日 ～ 9月2
1 31 17 17 9月19日 ～ 9月2
1 21 7 7 9月19日 ～ 9月2

1 高等学校 駿東郡長泉町 864 32

1 21 12 12 9月19日 ～ 9月2
2 小学校 沼津市 266 12 1 35 13 13 9月20日 ～ 9月2
3 小学校 沼津市 312 14 1 26 9 9 9月20日 ～ 9月2
4 小学校 沼津市 339 13 1 25 10 10 9月20日 ～ 9月2
5 小学校 沼津市 495 21 1 28 11 11 9月20日 ～ 9月2
6 中学校 裾野市 481 17 1 29 8 8 9月20日 ～ 9月2
7 小学校 富士市 622 22 1 29 8 8 9月20日 ～ 9月2
8 小学校 藤枝市 739 27 1 27 5 5 9月15日
9 中学校 焼津市 655 24 1 33 13 12 9月20日

1 34 9 9 9月19日 ～ 9月2
10 小学校 藤枝市 458 18

1 27 15 9 9月20日 ～ 9月2
2 41 8 8 9月20日 ～ 9月2

11 小学校 藤枝市 360 15
3 57 21 20 9月20日 ～ 9月2

12 中学校 藤枝市 804 28 1 31 8 8 9月20日
13 小学校 藤枝市 614 22 1 32 5 5 9月19日
14 中学校 磐田市 785 27 1 33 8 8 9月20日 ～ 9月2

1 32 9 9 9月20日 ～ 9月2
15 小学校 菊川市 443 19

1 34 18 16 9月20日 ～ 9月2
16 高等学校 浜松市西区 777 21 1 39 14 14 9月19日 ～ 9月2
17 中学校 浜松市中区 393 16 1 27 17 17 9月20日 ～ 9月2
18 中学校 浜松市中区 702 25 1 32 12 12 9月19日 ～ 9月2
19 中学校 浜松市中区 507 18 1 35 13 13 9月20日 ～ 9月2

1 29 10 10 9月20日 ～ 9月2
20 中学校 浜松市西区 441 17

1 30 7 7 9月20日 ～ 9月2
1 24 6 6 9月20日 ～ 9月2

21 小学校 浜松市中区 329 15
2 52 21 20 9月20日 ～ 9月2
1 29 9 9 9月20日 ～ 9月2
1 29 8 8 9月20日 ～ 9月222 小学校 浜松市中区 724 28
1 28 13 13 9月20日 ～ 9月2

23 小学校 浜松市東区 488 23 1 26 6 6 9月20日
1 33 10 10 9月20日 ～ 9月2

24 小学校 浜松市東区 656 26
1 33 14 9 9月20日 ～ 9月2

25 小学校 浜松市東区 450 20 1 37 12 12 9月20日 ～ 9月2
26 小学校 浜松市西区 816 31 1 30 16 12 9月20日

1 29 26 26 9月20日 ～ 9月2
27 小学校 浜松市北区 185 7

1 31 14 14 9月20日 ～ 9月2
本日合計 ２高等学校、８中学校、１７小学校 43 1,232 455 435

１００施設
本日までの累

計（実数） （ １０高等学校、　２２中学校、　６６小学校、　１幼稚園、
　０保育所、　１こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）

185 5,335 1,743 1,656

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月19日（沼津市小学校　他12施設） 　



提 供 日 2023/09/20

タイトル 第３回静岡県ピア交流会を開催します！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2920

　精神障害のある方同士で、お互いの活動や、悩み、不安等を共有し、相互のネットワークを広げるとともに、ピアサポート活動
に対する理解を深めるために、第３回静岡県ピア交流会を実施します。
　※ピアサポート活動：同じような体験や経験をしている仲間の支え合いのこと。静岡県においては、「仲間活動」、「社会活
動」、「役割活動」という３つの枠組みで捉えています。

（１）日時
　　令和５年10月１日（日）午後１時15分から４時まで

（２）場所
　　もくせい会館「富士ホール」（静岡市葵区鷹匠３－６－１）

（３）参加者
　・県内在住の精神障害のある方
　・県内で精神障害のある方のピアサポート活動に関心のある医療機関、行政機関
　　相談支援事業所の職員等　

（４）参加人数
　　約60名（募集期間は終了しています）

（５）内容
　　参加者同士でのグループワーク　等

（６）運営
　　なないろの会・ほっこりピアのきずな（当事者団体）、社会福祉法人こころ、
　　ピアサポート連絡会（当事者団体）、サポートセンターなかせ
　※精神障害のある当事者が主体となって運営をします。　

（７）主催
　　静岡県自立支援協議会地域移行部会（事務局：静岡県障害福祉課）

（８）取材について
　・取材希望の方は、令和５年９月29日（金）正午までに御連絡ください。
　　連絡先：精神保健福祉班（TEL 054-221-2920）
　※当日の取材にあたっては、参加者の顔を写さないなど、個人が特定されない
　　よう配慮をお願いします。

（９）その他
　・静岡県では、毎年10月第１日曜日を静岡県ピアの日、ピア交流会の日として
　　います。
　・静岡県では、精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分らしく
　　暮らすことができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加(就労)、
　　地域の助け合い、教育などが包括的に確保されたシステム「精神障害にも対応
　　した地域包括ケアシステム」の構築に取り組んでいます。



提 供 日 2023/09/20

タイトル 富士山静岡空港を学ぼう
～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 観光政策課

TEL 054-221-3638

  　　　　　　富士山静岡空港を学ぼう

　　　　　　　～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～
　
　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、「めざせ！
ふじのくに子ども観光大使」事業として、県内各地域で認定講座を開催しています。
　今年度第５回目となる今回の講座では、富士山静岡空港の青島弘昌様を講師に迎え、空港内の施設や実際の業務に
ついて見学しながら、富士山静岡空港について学びます。

日　　時 令和５年９月23日(土) 13時00分～15時30分
（受付開始:12時30分）

会　　場 富士山静岡空港（牧之原市坂口3336－4）　

対　　象 県内在住の小・中学生
参加人数 20名程度予定
講座内容 富士山静岡空港についての説明、富士山静岡空港内の施設・業務内容見学

※報道に関しまして、取材可能部分は、冒頭30分間の座学部分となります。

[主　 催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来　

　　

　

地域や世界とつながる「ふじのくに」



提 供 日 2023/09/20

タイトル ～日本の誇りが、世界の誇りとなって10年。これから
の10年に向けて～「富士山ごみ減量大作戦」の参加者
募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

～日本の誇りが、世界の誇りとなって10年。これからの10年に向けて～
「富士山ごみ減量大作戦」の参加者募集！

今年は富士山世界文化遺産登録10周年を迎えます。いつまでも美しい富士山の景観を維持するために、富士山麓周辺の道路沿いでボランティアによ
る清掃活動「富士山ごみ減量大作戦」を開催し、世界に誇る日本のシンボルとして、富士山を後世に引き継いでいきます。

１　内容
(1)主　　催　　静岡県、裾野市、静岡第一テレビ24時間テレビチャリティー委員会、ふじさんネットワーク
(2)日　　時　　令和５年10月21日(土)午前９時30分～11時30分（少雨決行、荒天中止）
　　　　　　　　　※中止の判断は、前日午後３時までに電話で行います。
(3)活動場所　裾野市須山（国道469号沿い等）
(4)集合場所  裾野市立富士山資料館グランド（第２駐車場の向かい側）(裾野市須山2255-39)
(5)集合方法　自家用車又は無料送迎バス（ＪＲ三島駅北口８時30分発車）

２　参加者募集
(1)応募方法
　　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、無料送迎バス利用の有無を御記入のうえ、郵便、ファクシミリ、又は電子メールよりお申し込みください。
(2)応募先
　　【住　　所】　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　　　　静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課 富士山・南アルプス保全班
　　【電話番号】　054-221-3498　　【FAX番号】　054-221-3278
　　【Eメール】　　shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
(3)応募資格

　　　 　　　　ボランティアとして御参加いただける方で、小学生以上の方ならどなたでも結構です（小学生は保護者同伴で御参加願います）。
　　　　　(4)募集定員　40名（先着順）

(5)募集期限　令和５年10月６日（金）まで
(6)その他
　　※自家用車における交通費は各自で御負担願います。
　　※参加者の傷害保険は主催者側で加入します。

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/20

タイトル 森林環境教育プログラムを体験！森林環境教育指導者
養成講座「体験コース」の受講生を募集します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 緑化班

TEL 054-221-2849

森林環境教育プログラムを体験！
森林環境教育指導者養成講座「体験コース」の

受講生を募集します！
　森林環境教育に関心のある方を対象にした「森林環境教育指導者養成講座　体験コース」の受講生を募集します。
　本講座では、講師と一緒に様々な自然や生き物を楽しみながら森を歩き、森林環境教育ではどんなことをしているのか？指導者になるには
どうしたらよいのか？を学びます。
　森林環境教育に興味がある方、これから指導者への一歩を踏み出したい方など、是非御参加ください。

１　日時
令和５年11月26日（日）午前10時～午後４時

２　場所
富士市立少年自然の家・丸火自然公園（富士市大淵10847番地の１）

３　対象
・県内在住又は在勤、活動見込みの18歳以上の方　

　　・森林環境教育に興味があり、将来指導者養成コースの受講を検討している方

４　受講料
　　無料（交通費、昼食費等は自己負担）

５　申込方法　
チラシ掲載のＱＲコード又は、静岡県ホームページからお申込みください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/kankyokyoiku/1002602/1017537.html

６　申込期間　
令和５年10月１日（日）から（定員20人になり次第締切）

７　問合せ先　
    ＮＰＯ法人ホールアース自然学校　電話：0544－66－0152

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/kankyokyoiku/1002602/1017537.html


提 供 日 2023/09/20

タイトル ～めざせ！交通事故ゼロのまち～イオンタウン富士南
において、交通安全啓発活動を実施します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～めざせ！交通事故ゼロのまち～
イオンタウン富士南において、

交通安全啓発活動を実施します。
　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、秋の全国交通安全運動（９月２１日（木）～９月３０日（土））に合わせ、行
政・警察・関係団体と連携した交通安全啓発活動を下記のとおり実施します。

１　実施日時
　　令和５年９月２７日（水）午後２時から　おおむね１時間

２　実施場所
　　富士市鮫島１１８番地１０
　　イオンタウン富士南　１階出入口付近

３　参加者（予定）
　・静岡県くらし交通安全課
　・静岡県警察本部交通企画課
　・富士警察署
　・富士市役所
　・（一社）日本自動車連盟静岡支部
　・（一社）静岡県自動車整備振興会　　　合計約１５人

４　活動内容
　・秋の全国交通安全運動に伴う広報
　・啓発品（反射材等）、チラシの配布
　・マスコットキャラクターによるグリーティング

５　その他
　　荒天（大雨警報等）の場合は中止とします。



提 供 日 2023/09/20

タイトル 全国瞬時警報システム（Jアラート）全国一斉情報伝達
試験の結果

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施しました

１　要旨
　本日（９月20日）、全国的に延期となっていた全国瞬時警報システム（Jアラート）の全国一斉情報伝達試験を実施しまし

た。
　試験では、県及び県内全35市町が試験情報を受信し、市町は防災行政無線の屋外のスピーカー等により住民への情報伝達を完

了しました。

２　実施日時
    令和５年９月20日（水）午前11時00分

３　結果
　　以下のとおり受信確認及び住民への情報伝達を行った。
　(1) 県及び市町における受信確認
　　　県及び市町において、内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報を正常に受信したことを確認した。
　　　 
　(2) 住民への情報伝達
　　　市町において、試験情報をJアラートと連動する防災行政無線の屋外スピーカーで情報伝達を完了した。
　　　そのほかにも、下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達を行ったが、藤枝市において不具合が生じた。

　○不具合発生市町：藤枝市
　（ア）事象

　防災行政無線による情報伝達は正常に行われたが、Jアラートと連携をしている登録制メール及びLINE等にて配信されな
い不具合が生じた。

　（イ）対応
　  現在、原因については調査中

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又はそのほかの無線

(屋外スピーカー、戸別受信機等)
県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム（屋内受信機） 熱海市、伊東市
ケーブルテレビ網を活用した情報伝達システム

（屋内受信機）
伊東市

登録制メール配信

三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、掛川市、御殿場市、袋井
市、
下田市、湖西市、伊豆の国市、南伊豆町、
西伊豆町、函南町、清水町、小山町、吉田町

LINE 三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、袋井市、湖西市、伊豆の
国市、東伊豆町、西伊豆町、函南町、清水町、吉田町

Facebook、X(旧Twitter） 伊東市、湖西市

テレビ・プッシュシステムによる
情報伝達

伊東市

防災アプリの活用 清水町

館内放送 三島市、伊豆の国市、牧之原市、南伊豆町、函南町
ホームページ 伊東市、掛川市、下田市、湖西市、南伊豆町



提 供 日 2023/09/20

タイトル 静岡県推計人口　前月比1,295人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2023/09/21

タイトル 県議会議員と大学生との意見交換会の開催(取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 議会事務局政策調査課

TEL 054-221-2388

県議会議員と大学生との意見交換会を開催します（取材案内）

　若者の政治への関心を高めるとともに、県議会を身近に感じてもらうため、県議会議員が大学生と意見交換を行います。
　大学生は、意見交換会の前に本会議を傍聴します。

概要

出席者等
日　時 会　場

大　学・テーマ 議　員

常葉大学（吉﨑ゼミ）　１４人９月28日（木）

議会散会後

午後４時10分

～５時20分

（予定）

401会議室
少子化・子育て支援

望月香世子議員（自改）

伊藤　和子議員（ふ県）

静岡県立大学（大久保ゼミ）５人
第１委員会室

観光と地域活性化

中田　次城議員（自改）

沢田　智文議員（ふ県）

静岡県立大学（松岡ゼミ）８人

401会議室 若者の地域定着と雇用創出
静岡県のＤＸ/シビックテック
買い物弱者支援

坪内　秀樹議員（自改）

木内　満議員（自改）

静岡英和学院大学(梓川ゼミ)９人

９月29日（金）

議会散会後

午後３時30分

～４時40分

（予定）
特別会議室

貧困といじめ

藤曲　敬宏議員（自改）

牧野　正史議員（公明）

（県庁本館４階）

 ※ 当日 、 取材 を 希望 される 場合 は 、 詳細 をお 知 らせしますので 、 前日 までに 議会事務局政策調査課 まで 御連絡 をお 願 いします 。



提 供 日 2023/09/21

タイトル 静岡市葵区杉尾地区の不適切盛土における戒告書交付

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理課

TEL 054-221-3028

１　要旨
　　　令和５年４月３日に、静岡市葵区杉尾・日向の不適切盛土について
　　静岡県砂防指定地管理条例第３条第１項の規定に基づき、監督処分
　　（原状回復命令）を発出した。
　　　事業者に対して「原状回復」を求めているが、命令に従わなかった
　　ため、行政代執行の事前手続き・義務の履行の督促として杉尾地区
　　について、本日、戒告書を交付した。
　　　なお、日向地区については、土壌汚染対策法の手続きの目途が付き
　　次第戒告する。

　２　戒告書の概要
　（１）戒告を受ける者
　　　　有限会社富田建材　代表取締役　富田生一
　（２）戒告の内容
　　　ア　令和５年１０月１６日までに、杉尾地区の砂防指定地内で行っ
　　　　た違反行為に対する原状回復の実施に当たっての計画書を県知事
　　　　宛てに提出し、承認を受けた上で原状回復の措置を講ずること。
　　　イ　上記期限までに計画書の提出がなされないときは、代執行を行
　　　　い、これに要した費用を徴収する。
　（３）戒告日
　　　　令和５年９月２１日
　（４）根拠条文
　　　　行政代執行法第３条

　３　今後の予定
　　　・撤去工事に関する入札手続き
　　　・代執行令書の交付（行政代執行法第３条第２項）
　　　・撤去工事の着手



【知事コメント】

これが最後の督促になります。
事業者が戒告を履行しない場合は、行政代執行工事に着手し、周辺地域の安全確保に取り組んでまいります。



提 供 日 2023/09/21

タイトル フジイチ（富士山１周サイクリングルート）ロゴマー
ク募集

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3014

フジイチ（富士山１周サイクリングルート）ロゴマーク募集

1. 趣　旨

山梨県及び静岡県のサイクリング関係者で構成する「ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会」では、両県共通の地域資

源である富士山の周辺地域において、サイクリングを活用した地域の魅力づくりに取り組んでいます。

今回、フジイチ（富士山１周サイクリングルート）の魅力発信やブランド力の向上に向け、ルートを象徴するロゴマークを募

集します。

2. 募集内容

（1）募集期限

令和５年11月17日（金）まで

（2）応募方法

応募用紙に必要事項を記入のうえ、応募作品のデータを事務局宛てに提出

3. 副　賞

最優秀賞 ５万円（１点）　※フジイチのロゴマークとして採用

優秀賞　 １万円（２点）

　4．ロゴマークの使用

　　　サイクリングルートの道路案内標識やグッズ等に使用します。

5．応募先・問い合わせ先

　　ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会　事務局

      静岡県交通基盤部道路局道路企画課　

　　　TEL：054-221-3014　E-mail：douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

6. その他

　　募集内容の詳細や応募用紙のダウンロードは、以下のサイトを御覧ください。

　　URL　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/1003525/1056803.html

　　QRコード 

mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/1003525/1056803.html


提 供 日 2023/09/21

タイトル 産官学が連携：早生樹の試験研究・技術開発のための
協定締結式の開催

担　　当 経済産業部 農林技術研究所森林・林業研究センター

連 絡 先 企画指導スタッフ

TEL 053-583-3168

早生樹の試験研究・技術開発の推進のため、中日本合板工業組合、静岡大学農学部、静岡県農林技術研究所森林・林業研究センターの３
者で、連携・協力に関する協定を締結するにあたり、以下のとおり締結式を行います。

１ 日 時　
令和５年９月28日（木）15時から15時20分

２ 場 所
静岡県庁東館２階しずおか情報ステージ（県民サービスセンター内）

３ 出席者　
中日本合板工業組合　理事長（林ベニア産業株式会社　代表取締役社長）内藤和行
静岡大学　農学部長　鳥山優
静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター長　荒生安彦

４ 協定概要
（１）目的
早生樹の試験研究・技術開発の推進により、森林・林業・木材産業の成長発展を図るとともに、2050年カーボンニュートラルに寄
与する「グリーン成長」を実現する。

（２）連携・協力する事項
 ○早生樹の育種・育林方法に関すること
 ○早生樹製品（合板、集成材、製材等）の性能評価に関すること
 ○その他目的を達成するために必要な事項に関すること

５　進行　
（１）協定書署名
（２）記念撮影
（３）協定締結者挨拶

※早生樹・・・「早く」「成長」する樹種の総称。近年は成長の早い経済樹種として全国的に注目されている。（別紙資料参照）



提 供 日 2023/09/21

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第12報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月21日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第12報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第12報（９月20日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 26 8 8 9月20日 ～ 9月2
1 26 8 8 9月21日 ～ 9月21 小学校 駿東郡清水町 528 21
1 27 7 7 9月20日 ～ 9月2

2 中学校 裾野市 240 6 2 79 12 12 9月20日 ～ 9月2
3 中学校 駿東郡清水町 284 10 1 33 9 8 9月20日

2 33 10 10 9月20日 ～ 9月2
4 幼稚園 沼津市 117 10

2 28 8 8 9月20日 ～ 9月2
5 小学校 富士市 561 20 1 32 12 12 9月20日 ～ 9月2
6 小学校 静岡市清水区 709 25 4 136 48 48 9月20日
7 小学校 静岡市清水区 237 12 1 31 7 7 9月19日 ～ 9月2
8 小学校 焼津市 353 14 1 23 11 6 9月21日 ～ 9月2
9 中学校 藤枝市 520 19 1 30 9 5 9月20日

1 27 7 7 9月20日 ～ 9月2
1 28 15 15 9月20日 ～ 9月210 小学校 藤枝市 739 27
1 28 9 9 9月20日 ～ 9月2

11 小学校 島田市 295 12 2 50 19 19 9月20日
12 高等学校 浜松市中区 1,082 27 1 40 16 14 9月20日 ～ 9月2

1 17 6 6 9月15日
13 幼稚園 浜松市中区 43 3

3 43 19 19 9月20日 ～ 9月2
本日合計 １高等学校、３中学校、７小学校、２幼稚園 28 737 240 228

１１２施設
本日までの累

計（実数） （ １１高等学校、　２５中学校、　７２小学校、　３幼稚園、
　０保育所、　１こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）

213 6,072 1,983 1,884

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月20日（駿東郡長泉町高等学校　他26施設） 　



提 供 日 2023/09/21

タイトル 令和５年度第１回静岡県アルコール等健康障害対策連
絡協議会の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

（要旨）
　　静岡県では、本県におけるアルコール健康障害対策を推進するため、
　平成31年度から静岡県アルコール健康障害対策連絡協議会を設置しており、
　本年度は以下のとおり開催します。

１　日時
　　令和５年９月27日（水曜日）午後１時から午後２時30分まで
　　※令和５年度第１回静岡県ギャンブル等依存症対策連絡協議会と同日開催

２　会場
　　静岡市民文化会館第１会議室（静岡市葵区駿府町2－90）

３　内容
　　静岡県アルコール健康障害対策推進計画の改訂について

４　参加者
　　当協議会委員、陪席者及び事務局

５　会議の公開
（１）傍聴定員　５名
（２）傍聴手続
　　傍聴を希望される場合は、上記開催時刻までに受付で氏名、住所を記載し、
　事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の受付は、当日午後０時
　45分から先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。

６　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　電話番号：054－221－2435
　　E-mail:seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/21

タイトル 令和５年度第１回静岡県ギャンブル等依存症対策連絡
協議会の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

（要旨）
　　静岡県では、本県におけるギャンブル等の依存症対策を総合的に推進するため
　令和２年度から静岡県ギャンブル等依存症対策連絡協議会を設置しており、
　本年度は以下のとおり開催します。

１　日時
　　令和５年９月27日（水曜日）午後３時から午後４時30分まで
　　※令和５年度第１回静岡県アルコール等健康障害対策連絡協議会と同日開催

２　会場
　　静岡市民文化会館第１会議室（静岡市葵区駿府町2－90）

３　内容
　　静岡県ギャンブル等依存症対策推進基本計画の改訂について

４　参加者
　　当協議会委員、陪席者及び事務局

５　会議の公開
（１）傍聴定員　５名
（２）傍聴手続
　　傍聴を希望される場合は、上記開催時刻までに受付で氏名、住所を記載し、
　事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の受付は、当日午後２時
　45分から先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。

６　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　電話番号：054－221－2435
　　E-mail:seisin@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:seisin@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/21

タイトル 富士山静岡空港乗合タクシーの運賃改定

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港乗合タクシーの運賃改定

令和５年９月25日からの静岡地区タクシーの運賃改定に伴い、空港乗合タクシー（浜松市内⇔富士山静岡空港、ＪＲ掛川駅⇔富士山静岡
空港）の運賃を改定します。

空港乗合タクシーの運賃改定時期は、利用者への周知期間を十分確保するため、冬ダイヤの開始日である10月29日からとします。

１　空港乗合タクシーの運賃改定の内容

区分 静岡空港リムジンタクシー 静岡空港シャトルタクシー

経路 静岡空港⇔浜松東区役所⇔浜松市内（中・東・南区） 静岡空港⇔ＪＲ掛川駅

運賃    （改定前）2,000円／人
⇒ （改訂後）2,600円／人

   （改定前）1,200円 ／人
⇒ （改訂後）1,500円／人

２　新運賃の実施日　
令和５年10月29日(日） ※冬ダイヤ開始日

３　運賃改定の考え方
通常のタクシー利用より低廉な価格水準を維持しつつ、国の運賃改定に伴う運行経費増加分を値上げする。

＜参考＞運賃改定の経緯

時期 内容

令和５年８月25日
国土交通省中部運輸局が、静岡地区タクシーの新運賃及び新運賃実
施日等を公示（主に運転者の処遇改善のため）

９月25日 静岡地区タクシー新運賃適用開始

10月29日 空港乗合タクシー新運賃適用開始

　　　
「東アジアと都市も文化もつながる“ふじのくにの空の玄関口”」



提 供 日 2023/09/21

タイトル チェジュ航空による静岡－ソウル線のデイリー運航！

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 大澤、曽根田

TEL 054-221-3166

チェジュ航空による静岡－ソウル線
令和５年冬ダイヤからデイリー運航になります!!

１　要旨
チェジュ航空は、静岡－ソウル（仁川）線について、令和５年冬ダイヤより、現在の週３往復から週７往復に増便し、デイリー

運航となる。
チェジュ航空の定期便によるデイリー運航は、就航以来初めてとなる。

２　静岡－ソウル線の冬ダイヤの概要

　(1) 運航便数　　週７往復

　(2) 運航期間　　令和５年10月29日（日）～令和６年３月30日（土）

　(3) 運航計画

　(4) 使用機材　B737-800(189席）

　　 　　　
　「東アジアと都市も文化もつながる“ふじのくにの空の玄関口”」



提 供 日 2023/09/21

タイトル 【取材依頼】静岡県×おてつたび　東伊豆町ホテルで
の「おてつたび」実施（9/28～10/1）

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

　県では、深刻な人手不足に悩む県内宿泊事業者を支援するため、民間マッチングサイト「おてつたび」と連携し、宿泊事業者の繁忙期にお
ける人材確保に向けた取組を実施しています。
　このたび、以下のとおり「おてつたび」を実施しますので、ぜひ取材をお願いします。

＊おてつたびとは＊
　「お手伝い」と「旅」を掛け合わせた造語であり、人材不足に悩む事業者とお手伝い（仕事）をしながら旅をしたい旅行者をマッチングさせるサ
イト（https://otetsutabi.com）

１　事業概要

内　　　容

民間マッチングサイト「おてつたび」と連携した繁忙期人材確保支援事業
　 ・県主催の説明会での県内宿泊事業者向け事例紹介
　 ・おてつたびHP内に静岡県旅館・ホテル特集ページを開設
　 ・おてつたびHPに掲載する事業者紹介ページ、おてつたび募集ページの
　　 作成サポート

対　　　象
県内宿泊事業者（旅館業法第３条第１項に規定する許可を受けている事業者）
※風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律第２条第６項に規定
　 する店舗型性風俗特殊営業に係る施設を除く

事業期間 令和５年７月～令和６年３月

２　今回のおてつたび実施内容

期　　　間
令和５年９月28日(木) ～令和５年10月１日(日) 
 取材日 ・ 取材時間 は 要調整 となります 。 お 申 し 込 みの 際 に 御希望 の 取材日 をお 伝 えください 。

受入施設 熱川プリンスホテル　（賀茂郡東伊豆町奈良本1248-3）
※本事業をきっかけに新たに「おてつたび」に登録した施設です。

内　　　容

食事処での準備・配膳、施設内BARでの配膳・接客　等
※当日は、参加者が業務に従事する様子の撮影や、施設担当者及び参加者
　 へのインタビューが可能です。
　（受入施設の業務の都合によっては、インタビューをお断りさせていただく場合もございますのであらかじめ御了承くださ
い。）

参　加　者 県外在住者１名

３　取材について
　　取材は各社１日のみとさせていただき、複数日間にわたる密着取材等はＮＧとさせて
　いただきます。
　　多くの取材申込をいただいた場合は 先着 での 受付とさせていただきます。
　　また、取材時は、報道機関名のわかる腕章などを着用してください。　
　　
４　問合せ先
　　[取材申込]　（委託事業者）株式会社おてつたび　広報担当：園田（080-6798-1151）
　　[事業内容に関すること]　静岡県スポーツ・文化観光部観光交流局観光政策課
　　（054-221-3638）

https://otetsutabi.com


提 供 日 2023/09/21

タイトル 【障害者文化芸術】今年は演劇『銀河鉄道の夜』に挑
戦します！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

【障害者文化芸術】今年は演劇『銀河鉄道の夜』に挑戦します！

静岡県障害者文化芸術活動支援センター「みらーと」では、障害のある人の発表機会の創出とともに、新たに舞台芸術にチャレ
ンジする人を増やすことを目的に、毎年、舞台芸術関連のイベントを開催しています。

今年は、演劇『銀河鉄道の夜』（原作：宮沢賢治）を上演します！！これまでの歌やダンスからさらに一歩踏み出し、「演劇」
の稽古に一生懸命取り組んだ成果を、ぜひご鑑賞ください。

 １ 　 イベント 名称
みらーとパフォーミングアーツ2023『Look@me!（るっくあっとみー）』

 ２ 　 日時
令和５年９月24日（日）
開場：13時00分
開演：13時30分から（上演約１時間）

 ３ 　 場所
MIRAIE リアン コミュニティーホール七間町（静岡市葵区七間町12-4）

 ４ 　 出演団体
　以下の団体が演劇を行います
　・ハルモニア（藤枝市）
　　…ダンスと音楽で、障害のある人の表現の可能性を大きく広げます。
　・シズニー（静岡市）
　　…ダンスが大好きなメンバーたちによるチームです。

 ５ 　 問合先
静岡県障害者文化芸術活動支援センターみらーと　担当：田代
（受託者：認定ＮＰＯ法人オールしずおかベストコミュニティ）
〒420-0031　静岡市葵区呉服町２-１-５ ５風来館４階
電　話：054-251-3520　ＦＡＸ：054-251-3516　メール：mirart@findart.jp

　 　
「世界に認められた日本の文化」

mailto:mirart@findart.jp


提 供 日 2023/09/21

タイトル 東アジア文化都市2023静岡県・文学の祭典
「伊豆文学祭」を開催します！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

 　

〈参加者募集中〉文学の祭典
～「伊豆文学祭」を開催します！！～

　要旨
川端康成『伊豆の踊子』や井上靖『しろばんば』など、多くの文豪が訪れ、数多くの作品の舞台となってきた伊豆地域。
このたび、東アジア文化都市2023静岡県の伊豆地域の主要イベントとして、文学の地として名高い地域の特性を活かし、伊豆文

学の魅力を伝えるフォーラムやシンポジウムなど、文学の祭典を開催します。

　概要
 (1)イベント名　東アジア文化都市2023静岡県・県主催事業「伊豆文学祭」

　(2)日時　令和５年10月14日（土）13:30～15:30、15日（日）10:00～17:00
　(3)場所　アクシスかつらぎ（伊豆の国市古奈255番地）
　(4)対象　どなたでも参加いただけます。（要事前申込・入場無料）　
　(5)内容

各イベント 日　　時 内　　容
伊豆文学フォー
ラム

14日(土)
13：30～15：30

・文学の魅力をSPAC総監督宮城聰氏と女優中江有里氏
が語ります。
・「伊豆の踊子」の朗読や「金色夜叉」の講談

全国文学サミッ
トin伊豆

15日(日)
10：00～11：30

・「文学によるまちづくり」を進める自治体関係者に
よるサミット
・花巻市、前橋市、小諸市、伊豆市の首長など

ふるさとと文学
2023～異郷とし
ての日本～

15日(日)
13：00～17：00 

・日本ペンクラブが企画する文学イベント
・映像ライブや朗読劇、作家によるシンポジウムなど
・桐野夏生（作家）、中村敦夫氏（俳優）、松平定知
氏（元ＮＨＫアナウンサー）、など出演者多数

ブックマルシェ
伊豆

15日(日)
10：00～16：00

・「森島おはぎ」「出口の黒玉」など伊豆銘菓が出店
・長倉書店など伊豆の書店が厳選した伊豆にまつわる
書籍を出品
・伊豆の国市立中央図書館による絵本体験スタンプラ
リーなど

イベント内容や申込方法の詳細は、下記ホームページで御確認ください。
公式ＨＰ
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1041162/1044467/1056377.html
問合せ先：伊豆のふるさとと文学2023実行委員会事務局
TEL:0558-72-0520 

　 　「世界に認められた　日本の文化」　

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1041162/1044467/1056377.html


提 供 日 2023/09/21

タイトル パラスポーツで繋がろう！
～静岡県パラスポーツ運動会参加者を募集します！～

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

【ふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアム認証事業】
パラスポーツで繋がろう！～静岡県パラスポーツ運動会参加者を募集します！～

１　要旨
　パラスポーツの体験を通して、パラスポーツの魅力を広く県民の皆様に周知・普及するため、静岡県パラスポーツ運動会を開催
します。
　県では、運動会の様子やチームのパラスポーツ運動会に向けた取組などをSNS等で広く情報発信していただける出場チームを募
集します。

２　静岡県パラスポーツ運動会概要
（１）日　　 　時：令和5年10月22日（日）12時45分～16時00分（予定）
（２）場　　 　所：静岡県草薙総合運動場「このはなアリーナ」
                  （静岡市駿河区栗原19－1）
（３）主　　　 催：静岡県
　　　共　　　 催：公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会
　　　後       援：ふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアム
　　　運　　　 営：株式会社静岡新聞社
　 プログラム提供：公益財団法人日本財団パラスポーツサポートセンター
（４）実 施 種 目：ボッチャ、車いすポートボール、車いすリレー

※参加チームは、全種目に参加いただきます。種目毎リーグ戦等を行い勝ち点を
　付与（車いすリレーのみ順位に対し得点）、総得点を競います。

３　募集内容
（１）募集チーム　10チーム程度
（２）参加要件　　１チーム8名以上（全員小学生以上、女性１名以上含むこと）
　　　　　　　　　※障がいの有無やパラスポーツの経験は問いません
（３）申込方法　　県ホームページからお申し込みください（下記QRコード参照）
（４）募集期限　　令和5年10月6日（金）17:00
　　　　　　　　　（応募者多数の場合は、抽選により決定します。）

※詳細は、別添募集チラシ参照

４　その他
　観覧を希望する方は、事前申込みなしで、観覧可能です。
　 ※競技フロアへの立ち入りは御遠慮ください。

＜申込先QRコード＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



提 供 日 2023/09/21

タイトル 業務研究発表会を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境衛生科学研究所総務企画課

連 絡 先 054-625-9121

TEL 054-625-9121

静岡県環境衛生科学研究所の研究成果を発表します。

静岡県環境衛生科学研究所では、大気、水質、食品、医薬品、微生物等各分野の研究成果を県民の皆様に知っていただくため、本年も発表会を開
催します。

〇　開催日時　令和５年１０月１７日（火）午後１時から午後４時４０分まで

〇　場　　所　静岡県環境衛生科学研究所４階会議室（Ｗｅｂ配信も行います。）
　　　　　　　藤枝市谷稲葉２３２―１

〇　プログラム〔入場無料、現地聴講の定員２０名、Ｗｅｂでの聴講３００名〕
　　＜一般発表＞　
　　１　藤枝にも出現？！外来不快害虫ヤンバルトサカヤスデ

 ２　大井川流域の地下水熱利用について
　　３　静岡県内の公共用水域の水質保全に向けた取り組みについて
　　４　人工知能を用いた光化学オキシダントの濃度予測
　　<小休止>パネル掲示（会場のみ）、 各部業務紹介ビデオの配信、
　　５　新型コロナが収まったと思ったら～県内の感染症事情～
　　６　気をつけて欲しい、魚を原因とする食中毒
　　７　静岡発の抗がん剤への挑戦～低分子化合物は、抗体の代用となれるのか？～
　　８　多種の植物性自然毒を一斉に測定したい！　　　　　　　　　　　　

〇　申込方法
　　静岡県オフィシャルサイトふじのくに電子申請サービスからお申込みいただくかファクシミリ、電話又はＥメールにより氏名、連絡先（電話番号、Ｅメール

アドレス、勤務先、希望する聴講方法）をお伝えの上、お申し込みください。

〇　申込先及び問合せ先
　〒４２６－００８３　藤枝市谷稲葉２３２－１　静岡県環境衛生科学研究所　総務企画課
　電話：０５４－６２５－９１２１
　ファクシミリ:０５４－６２５－９１４２
　Ｅメール：ｋａｎｋｉ＠ｐｒｅｆ．ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｌｇ．jp

〇　取材への対応
　　各部毎の発表終了後に個別取材をお受けします。希望される報道機関の方は、直接会場にお越しください。



提 供 日 2023/09/21

タイトル 本県及び県内市町の健全化判断比率等の状況

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 財政課企画班、市町行財政課財政班

TEL 054-221-2038(財政課)､2055(市町行財政課)

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、本県及び県内市町（指定都市分を除く）の健全化判断比率及び資金不足
比率は、次のとおり。

１　県分
（１）令和４年度決算に基づく本県数値　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）

指    標 Ｒ４決算 Ｒ３決算 早期健全化基準 財政再生基準

 実質赤字比率 ― ― ３．７５ ５．００

 連結実質赤字比率 ― ― ８．７５ １５．００

 実質公債費比率 １３．０ １３．１ ２５．０　 ３５．０　

 将来負担比率 ２４０．０ ２３０．９ ４００．０　 ―

 資金不足比率 ― ― ２０．０　 ―

（２）健全化判断比率の状況

指    標 状　　況

 実質赤字比率  実質収支が黒字であるため、実質赤字額はない

 連結実質赤字比率  連結実質収支が黒字であるため、連結実質赤字額はない

 実質公債費比率  早期健全化基準25.0％を下回っており、健全な状況

 将来負担比率  早期健全化基準400.0％を下回っており、健全な状況

（３）資金不足比率の状況
　　　本県の６つの公営企業会計は、いずれも資金不足額がないため、資金不足比率はない。

２　市町分（指定都市を除く）
（１）健全化判断比率

指    標 状　　況

 実質赤字比率  いずれの市町も
 実質収支が黒字であるため、実質赤字額はない

 連結実質赤字比率  いずれの市町も
 連結実質収支が黒字であるため、連結実質赤字額はない

 実質公債費比率  いずれの市町も
 早期健全化基準25.0％を下回っており、健全な状況

 将来負担比率  いずれの市町も
 早期健全化基準350.0％を下回っており、健全な状況

（２）資金不足比率
　　　いずれの地方公営企業会計も資金不足額がないため、資金不足比率はない。



提 供 日 2023/09/22

タイトル 静岡県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　内田さち子

TEL 054-221-3146

第71回 静岡県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会
～県立高等学校の定時制・通信制の生徒が自らの体験を伝えます～

本大会では、定時制及び通信制高等学校に通う生徒が、学校生活をとおして学んだことや日頃抱いている思いを、自らの体験を交えて発
表します。
　
１　日時　　
　　令和５年10月１日（日）　午後０時30分から午後４時40分まで
　 （予備日：令和５年10月７日（土）  午後０時30分から午後４時40分まで)
　　
２　会場　　
　  静岡市葵生涯学習センター（アイセル21）　（静岡市葵区東草深町３番18号）
　 （予備日：静岡県立科学技術高等学校　静岡市葵区長沼500番地の１）

３　内容　　
    12:30　開会式
　　12:50　発表（前半）
　　14:00　休憩
　　14:15　発表（後半）
　　15:30　審査会議
　　16:10  成績発表・表彰・講評
　　16:40　閉会式（記念撮影）

４　発表者
　　静岡県東部・中部・西部の各地区大会での上位入賞者計15人
　※最優秀賞（静岡県教育委員会教育長賞）を受賞した生徒は11月19日（日）に
　　六本木ヒルズ「ハリウッドプラザ」で行われる全国大会に出場します。
　※昨年度は、本県代表生徒が文部科学大臣賞を受賞しました。

５　主催
　　静岡県定時制通信制高等学校長会
　　静岡県高等学校定時制通信制教育振興会

６　共催
　　静岡県教育委員会

７　後援
　　読売新聞静岡支局
　　ＮＨＫ静岡放送局
　　静岡県高等学校定時制通信制教育研究会

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2023/09/22

タイトル 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

「静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会」の開催

　浜松市の行政区再編に伴う静岡県議会議員の選挙区及び配当定数について調査検討するため、下記のとおり第２回委員会を開催
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　■　日　時　令和５年９月２８日(木)　本会議散会後を予定
　　　　　　　※なお、本会議の審議の状況により変更する場合があります。

　■　場　所　第５委員会室(静岡県庁本館４階)

　■　構成員　１１人

　
　
　 委 員 長

　
　良　知　淳　行　　（自民改革会議）

副委員長
　木　内　　　満　　（自民改革会議)

　四　本　康　久　　（ふじのくに県民クラブ)

委　　員

　
　藤　曲　敬　宏　　（自民改革会議)

　宮　沢　正　美　　（自民改革会議)

　相　坂　摂　治　　（自民改革会議)

　鈴　木　啓　嗣　　（自民改革会議）

　市　川　秀　之　　（自民改革会議)

　小長井　由　雄　　（ふじのくに県民クラブ)

　田　口　　　章　　（ふじのくに県民クラブ）  

　早　川　育　子　　（公明党静岡県議団）



提 供 日 2023/09/22

タイトル 令和５年度　静岡県企業局優良建設工事等表彰式

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 有田

TEL 054-221-2166

令和５年度　静岡県企業局優良建設工事等表彰式

企業局が発注した工事のうち技術等に優れた工事を表彰します

１　趣旨
　建設業における技術力の向上や適正な施工を促進することを目的に、企業局が発注し令和４年度に完成した建設工事において、
卓越した技術等を発揮し、優れた成績を修めた工事又は技術者を企業局長表彰します。

２　概要
 日　時 令和５年10月20日(金）午後３時00分から午後４時00分（予定）
 会　場 県庁別館９階　特別第二会議室
 式次第 ・企業局長表彰の紹介

・表彰状授与　　企業局長表彰３件
・企業局長挨拶
・受賞者代表挨拶（優良工事部門）　
・受賞者代表工事報告（優良工事部門）
・記念撮影

 受賞者 ◇優良工事部門
【受賞者名】静鉄建設株式会社
【工事名】　令和３年度［第33-Ｐ5330-02号］
　　　　　　東駿河湾工業用水道事業　静清庵配水管路　
　　　　　　寺尾橋橋梁架替工事に伴う配水管路移設工事
◇優良技術者部門
【受賞者名】有限会社　タカミ建工　杉山博康氏
【工事名】　令和３年度［第33-Ｐ5401-02号］　
　　　　　　静清工業用水道事業 三保線（一）・（二）
　　　　　　配水管布設替工事（村松原接続工）
◇地域貢献部門
【受賞者名】木内建設株式会社
【工事名】　令和２年度［第32-P2220-02号］
　　　　　　富士大淵工業団地　地域振興整備事業（工事費）造成工事　

３　その他
　事務所長表彰については、令和５年11月７日に東部事務所で、令和５年11月１日に西部事務所で行う予定です。（東部事務所１
件、西部事務所５件）



提 供 日 2023/09/22

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（9/15～9/21）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第508報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（9/15～9/21）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の109頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、12,081頭（死亡375頭、捕獲11,706頭）の検査を実施し、553頭の陽性（死亡164頭、捕獲389頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/09/22

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第13報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月22日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第13報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第13報（９月21日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 28 21 21 9月20日 ～ 9月2
1 小学校 静岡市清水区 544 21

1 35 8 8 9月20日
2 小学校 袋井市 951 40 1 30 12 12 9月20日 ～ 9月2

1 38 12 11 9月20日 ～ 9月2
3 高等学校 浜松市中区 1,082 27

1 39 11 11 9月20日 ～ 9月2
1 41 11 7 9月20日 ～ 9月2

4 高等学校 浜松市中区 743 21
1 39 10 7 9月20日 ～ 9月2

5 中学校 浜松市南区 526 19 1 35 9 9 9月22日
本日合計 ２高等学校、１中学校、２小学校 8 285 94 86

１１６施設
本日までの累

計（実数） （ １２高等学校、　２６中学校、　７４小学校、　３幼稚園、
　０保育所、　１こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）

221 6,357 2,077 1,970

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月21日（駿東郡清水町小学校　他12施設） 　



提 供 日 2023/09/22

タイトル 第７回小・中学校のための国際ロボット競技会におい
て準優勝した加藤学園暁秀初等学校による部長表敬訪
問

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 私学振興課　深澤

TEL 054-221-2937

第７回小・中学校のための国際ロボット競技会において
準優勝した加藤学園暁秀初等学校による部長表敬訪問

１　日　時　　　令和５年９月25日（月）　午後４時45分から５時15分まで

２　会　場　　　県庁東館11階　スポーツ・文化観光部長室

３　県側出席者　村松　毅彦　スポーツ・文化観光部長
　　　　　　　　都築　直哉　スポーツ・文化観光部長代理

４　訪問者　　　加藤学園暁秀初等学校　佐藤　誠一　校長代行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中原　悟 　 ＩＣＴクラブ顧問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＣＴクラブ準優勝チーム５名

５　次　第　　　（１）県出席者紹介
　　　　　　　　（２）訪問者紹介
　　　　　　　　（３）校長代行あいさつ
　　　　　　　　（４）準優勝報告（顧問）
　　　　　　　　（５）プレゼンテーション
　　　　　　　　（６）部長お祝いの言葉
　　　　　　　　（７）記念写真撮影

６　大会概要　　実施日：令和５年８月26日(土)
　　　　　　　　開催地：大阪工業大学
　　　　　　　　参加数：６か国11チーム（日本２チーム）
                目  的：世界中の子供たちがロボットの製作・プログラミング技術を競い合うことにより、ロボティクス技術へ

の興味・関心の向上を図る。
　　　　　　　　内　容：ブロックを所定の位置から移動させる自動運搬ロボットを製作し、ブロックを高く積み上げる競技。

地域を「学び」、世界と「つながる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2023/09/22

タイトル 第２回キャリア教育検討会議の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3557

第２回キャリア教育検討会議の開催

～若者の県内定着の促進に向け、主に大学生低学年次のキャリア教育の在り方を検討します～

１　要　旨
　　　　　本県は、大学進学時における県外流出率が約７割と、若年層の人口減少が大きな
　　　課題となっています。
　　　このため、産学官の連携により大学生の県内定着を考える機会の創出を図り、大
　　　学生の県内企業への就職及び県内定着を促進するため、キャリア教育検討会議
　　（以下「検討会議」という。）を開催します。

２　検討事項
  ・主に大学生低学年次のキャリア教育に係る現状や課題を共有し、今後の在り方
　　を検討する。
  ・大学生低学年次からの職業観の涵養と企業理解を促進するため、就業体験を含
　　むキャリア教育プログラムを構築する。

３　第２回検討会議の概要

日　時 令和５年９月28日（木）15時30分から17時00分まで
会　場 静岡県庁別館７階第四会議室Ｃ（オンライン併用）
議　題 キャリア教育プログラムの実施について

飯尾　祐次（コーケン工業（株）代表取締役社長）
小野　大輝（しずおか焼津信用金庫お客様サポート部副考査役）経済

分野
近藤　優衣（ELFIE　GREEN（株）代表取締役）【オンライン出席】
池ヶ谷　雅一（静岡産業大学キャリア支援課統括課長）
宇賀田　栄次（静岡大学学生支援センターキャリアサポート部門教授）座長
松浦　一博（静岡文化芸術大学キャリア支援室長）

教育
分野

望月　敏弘（常葉大学全学キャリアサポートセンター次長）
中山　雄二（県教育委員会事務局高校教育課長）
本橋　夏生（県スポーツ・文化観光部総合教育局大学課長）

出席者

行政
分野

八木　貴美（県経済産業部就業支援局労働雇用政策課長）

　※五十音順、敬称略
　※会議の事務局は（公社）ふじのくに地域・大学コンソーシアム（当事業の受託団体）

４　当検討会議以外の令和５年度の取組

区　分 内　容

県内産業の理解促進

本県の産業・企業を知るための企業体験型授業の開講
　・対象：県内大学生20人×３地域（１～２年生を優先）
　・実施方法：座学及び県内３地域（東部、中部、西部）に
　　　　　　　分かれた企業見学
　・開講大学：静岡産業大学
　・授業名：静岡県の産業イノベーション
　・実施日時：令和５年８月22日（火）～25日（金）

県内大学による取組強化

県内大学等が行う学生の県内定着促進に向けた取組への支援
　・助成内容：県内企業ガイダンス、キャリア教育講座等
　・助成件数：４大学６件
　※二次募集：令和５年９月29日（金）まで

５　問い合わせ先
　　スポーツ・文化観光部総合教育局大学課　大学・学術班　054-221-3557　



提 供 日 2023/09/22

タイトル フジパン（株）「本仕込30周年キャンペーン」から世
界遺産富士山の環境保全活動に寄附

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

フジパン株式会社から「本仕込30周年キャンペーン」を通じ、世界遺産
富士山の環境保全活動のため、寄附をいただきます！

富士山の環境保全活動を支援するため、フジパン株式会社から、「本仕込30周年キャンペーン」により、県に寄附をいただきま
す。このたび、同社からの寄附目録、及び、スポーツ・文化観光部長から感謝状の贈呈式を下記により行います。

記

１　日時・次第　令和５年９月25日(月)午後１時30分から午後１時50分まで
・寄附金目録の贈呈　・部長感謝状の贈呈　・歓談

２　場所　スポーツ・文化観光部長室（静岡県庁東館11階）

３　贈呈者　取締役マーケティング本部長兼営業部部長兼広報部長兼商品開発
　　　　　　　　部長　　　　坂田賢治（さかたけんじ）　　　　　　　　　　　　　　　 他２名

４　寄附金額　475,735 円

５　寄附の内容　
フジパン株式会社を代表するブランド「本仕込」は今年で30周年を迎え、「本仕込30周年キャンペーン」を令和５年３月１日から

６月30日まで実施しました。
本キャンペーン中の応募１口につき、１円が富士山の環境保全活動のために静岡県へ寄附されます。

６　フジパン株式会社について
製パン業で山崎製パンに次ぐ国内２位の大手製パン企業、フジパングループ本社株式会社の子会社。資本金は４億円。
2006（平成18）年７月１日より、フジパングループ本社に社名変更し、製造及び販売部門をフジパン株式会社に会社分割。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　



提 供 日 2023/09/22

タイトル リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識
者会議）に対する意見書の発出について

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

本日、国土交通省に対し「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保
全有識者会議）に対する意見について」の文書を発出しました。

１　概要
　　令和５年８月30日に開催された第25回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議
　（第12回環境保全有識者会議）における議論について、留意点や課題点等を整
　理し、現段階で伝えるべき意見として、本日、国土交通省へ文書を発出した。
　　今後のリニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識者会議）におい
　て、具体的な議論を進めるに当たり、意見が十分に反映されるとともに、ＪＲ
　東海に対し、必要な指導を行うことを求める。

２　発出文書
　　別添のとおり



提 供 日 2023/09/22

タイトル 「外来植物撲滅大作戦１～富士山を外来植物から守ろ
う！～」を実施します

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

＜参加者を募集します＞
「外来植物撲滅大作戦１～富士山を外来植物から守ろう！」

　富士山麓の道路沿いでは、多数の外来植物が確認されています。外来植物は繁殖力が強いことが多く、富士山の希少な植物の生
育地を奪うなど、自然環境へ悪影響を及ぼすおそれがあります。このため、ボランティア及び市町と協力して「セイヨウタンポ
ポ」などの外来植物の除去作業を行う「外来植物撲滅大作戦１～富士山を外来植物から守ろう！」を実施することとし、ボラン
ティア参加者を募集します。

１　内容
　(1)主　　催  静岡県、ふじさんネットワーク　（共催）
　(2)日　　時  令和５年10月９日(月・祝)　午前９時50分　～　正午
　　　　　　　（少雨決行、荒天中止）
　　　　　　　　※中止の判断は、10月６日（金）15時頃までに行います。
　(3)活動内容　外来植物の除去
　(4)活動場所　須走口五合目周辺（小山町須走）※現地集合
　(5)当日日程　９：30～　受付開始
　　　　　　　 ９：50～　開会式
　　　　　　　 10：00～　除去作業
　　　　　　　 12：00　　閉会式
　(6)参加人数　公募ボランティア、ふじさんネットワーク会員の団体・企業等
　　　　　　　 ２０名程度（先着順）
　(7)参 加 費　無料
　(8)申込方法　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、郵送、
　　　　　　　 FAXまたはEメールで申し込み。※10月２日（月）必着　
　(9)問合せ先　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６
　　　　　　 　ふじさんネットワーク事務局
　　　　　　  （静岡県くらし・環境部環境局自然保護課内）
　　　　　　 　電　話：054-221-3498　ＦＡＸ：054-221-3278
　　　　　　 　メール：shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp
　　※過去の活動状況

　　　   
　

２　取材について
　取材いただける場合は、直接会場にお越しください。
天候不順が疑われる場合は、６日(金)の15時頃に延期・中止の判断を行いますので、自然保護課にお問い合わせください。

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/22

タイトル 南アルプスを未来につなぐ会運営会議の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

南アルプスが輝く未来デザイン（案）の検討を行います

～令和５年度第１回南アルプスを未来につなぐ会運営会議の開催～

　ユネスコエコパークに登録され、貴重な自然環境を有する「世界共有の財産」で
ある南アルプスが、これまでにもたらしてきた数多くの恩恵を再認識し、ここから
生まれ出る魅力を通じて、静岡県域の南アルプスがより良い形で次代に引き継がれ
ていく姿と道筋、そのための取組等を提案する『南アルプスが輝く未来デザイン』
を南アルプスを未来につなぐ会が策定します。

１　開催日時
　　令和５年９月２８日（木）　午後３時３０分～５時１５分（予定）

２　開催場所
　　都道府県会館４階４１０会議室（東京都千代田区平河町２－６－３）

３　議事概要　
（１）開　会
（２）会長挨拶（山極壽一 氏　総合地球環境科学研究所所長）
（３）議事事項
　　・「南アルプスが輝く未来デザイン（案）」について
　　・「南アルプスを未来につなぐ会」シンポジウムの開催について
（４）報告事項等
　　・南アルプス学会　研究助成について

４　その他
　・当日の知事の出席はありません。
　・会場には駐車場がありませんので、公共交通機関でお越しください。
　・取材を御希望の方は、事前に自然保護課まで御連絡ください。



提 供 日 2023/09/22

タイトル 第２６回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第１
３回環境保全有識者会議）の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

第２６回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第１３回環境保全有識者会議）
が開催されます。

なお、本県の参加者は、調整中です。

１　日　時

　　令和５年９月２６日（火）９：３０～１２：３０

２　場　所

　　合同庁舎２号館地下２階　講堂(ＷＥＢで同時開催)【東京会場】

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２－１－２

　※　会議は、県庁別館２階第３会議室Ｂで視聴できます。【静岡会場】

　　　【報道関係者のみ。一般の方の視聴はできません。】

　※　 会議終了後 の 記者 ブリーフィングの ＷＥＢ 配信 はありませんので 、 記者 ブ

　　　 リーフィングへの 参加及 び 取材 を 希望 される 方 は 、 東京会場 への 参加 をお

　　　 願 いします 。

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員９名（本県の地質構造・水資源専門部会委員１名、生物多様性専門部会

　　委員２名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、農林

　　水産省（林野庁）、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　現地取材等

（１）静岡会場

　　・会議は、県庁別館２階第３会議室Ｂで視聴できます。（申込不要）

　　　但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 、 冒頭 のみ 可 とします 。

　　　 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　・報道関係者で、県庁で有識者会議を視聴される方は、県庁別館２階第３会議

　　　室Ｂまでお越しください。資料は配付しませんので、下記のアドレス

　　　（国土交通省HP）より、 資料 を 入手 のうえ、お越しください。

  　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000011.html

　　・会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません。

　　　記者ブリーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加

　　　をお願いします。

（２）東京会場

　　・会議は傍聴可能です。但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 冒頭 のみ

　　　 可 とします 。（ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　　 何卒 、 御理解 と 御協力 の 程 、 よろしくお 願 いいたします 。

　　・会議終了後、事務局より記者ブリーフィングが行われます（会議終了後１５

　　　分を目途に開始予定）。

　　・記者ブリーフィングから参加を希望される場合は、会場入口前に１２時３０

　　　分までにお集まりください。

　　・記者ブリーフィングにおけるカメラ撮影は不可です。

　＜東京会場における取材申込＞

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000011.html


　　・取材を希望される方は、９月２５日（月）１２時までに、国土交通省まで、

　　　以下のとおりメールにて御連絡ください。（連絡が無いと入館できないこと

　　　がありますので、御注意ください。）

　　　件名　：　【取材希望】リニア中央新幹線静岡工区有識者会議

　　　本文　：　氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電話番号、メールアドレス）

　　　　　　　　１　会　議　の　傍　聴：会議室 or 希望しない

　　　　　　　　２　ブリーフィング参加：会議室 or 希望しない

　　　送付先　：　hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp

６　その他

　　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も

　　　可能です。

　　　　配信ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/JmdJrubUQuc?feature=share＞

mailto:hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp
https://youtube.com/live/JmdJrubUQuc?feature=share


提 供 日 2023/09/22

タイトル 「伊豆・富士山歴史絵巻Webスタンプラリー with大河
ドラマ館」を実施します

担　　当 経営管理部 東部地域局地域課

連 絡 先 駒谷

TEL 055-920-2139

「伊豆・富士山歴史絵巻Webスタンプラリー with大河ドラマ館」を実施します

１　要旨
　静岡県では、大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の放送を契機として、「ぶしのくに静岡県」を基本コンセプトに、歴史・文化資源を
活用した誘客・広域周遊促進に取り組んでいます。
　伊豆・富士山地域には、源頼朝・北条氏から江戸時代・幕末に至る、武家社会の成立から終焉までに関する歴史・文化資源が多
く存在します。スタンプラリーでは、これらの歴史・文化資源に加え、この地域の観光施設、JAふじ伊豆ファーマーズマーケッ
ト、「どうする家康 静岡 大河ドラマ館」、「どうする家康 浜松 大河ドラマ館」など、全68か所をチェックポイントとしていま
す。
　スタンプ５個取得から、静岡県の特産品が当たる抽選に応募することができます。この機会にぜひ、「ぶしのくに静岡県」を巡
る旅を楽しんでください。

２　事業概要
項目 内容
時期 令和５年９月29日（金）～11月30日（木）

エリア 静岡県伊豆・富士山地域（20市町）、静岡市、浜松市
スタンプ取得方法 静岡県公式観光アプリ「TIPS」を活用したGPS取得方式

賞 スタンプ獲得数に応じて抽選で270人に賞品（静岡県特産品）を贈呈
主催 ・静岡県

・ぶしのくに静岡県　伊豆・富士山周遊促進連絡協議会

３　ＰＲイベント
　　日時：令和５年９月29日（金）13：00～17：00
　　会場：道の駅 伊豆ゲートウェイ函南（田方郡函南町塚本）
　　内容：チラシ、ノベルティの配布
　　　　　施設内ラジオブース「i-studio」から、生放送ラジオによる告知
　　　　　（『K-MIX LIFE! LIFE! LIFE!』14：08～16：55）

　　　　　
　　スタンプラリー詳細ページURL：https://bushinokuni-shizuoka.jp/rally/

スタンプラリー詳細ページQRコード

【静岡県公式観光アプリ「TIPS」(Tourism Information Platform of Shizuoka)】
静岡県の観光に役立つ限定記事やイベント情報、おすすめ体験など、王道からコアな情報まで幅広く掲載している無料スマート

フォンアプリです。
　本スタンプラリー参加者へ「TIPS」を通して県内観光情報を提供すると共に、参加者の年代や居住地、移動経路などのデータを
収集し分析することで、今後の観光戦略への活用を目指します。

https://bushinokuni-shizuoka.jp/rally/


提 供 日 2023/09/25

タイトル 地域の大人と高校生が交流する「トークフォークダン
ス」を開催します！

担　　当 教育委員会 裾野高等学校

連 絡 先 副校長　櫻井

TEL 055-992-1125

地域の大人と高校生が交流する
「トークフォークダンス」を開催します！

　裾野高校では、１年生を対象に、多くの方との語り合いをとおして、地域の方とつながり、見守られていることを実感しながら
高校生活を過ごしてもらいたい思いから、平成30年度から「トークフォークダンス」を実施しています（令和２・３年度は校内の
みで実施）。
　「トークフォークダンス」は、お題を設定し、次々と相手を変えながら１対１の対話を繰り返します。
　今年度は、参加人数の兼ね合いで地域の大人65人と生徒130人が１対２で語り合います。

１　開催日
　　令和５年９月29日（金）午後１時25分から３時15分まで

２　会　場
　　静岡県立裾野高等学校　体育館、保育実習室、会議室
　　（裾野市佐野900－１）

３　内　容
　　13時25分　挨拶　　キャリア教育推進室長　内野　裕佐、
　　　　　　　　　　　校長　田代　直彦（代理　副校長　櫻井　教文）　
　　13時35分　トークフォークダンス（進行　２年生　岡野さん）
　　14時15分　休憩
　　15時00分　アンケート記入・インタビュー
　　15時15分　エンディング

４　参加者
　　裾野高校１年生　130人
　　地域の大人　　　 65人

５　問い合わせ先
　　静岡県立裾野高等学校
　　電　話：055-992-1125
　　担　当：副校長　櫻井

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/09/25

タイトル 10月は「個別労働紛争処理制度」周知月間です

担　　当 労働委員会事務局 調整審査課

連 絡 先

TEL 054-221-2280

【10月は「個別労働紛争処理制度」周知月間です。】

～全国の労働委員会が足並みをそろえてPR活動を強化します～

　　10月の「個別労働紛争処理制度」周知月間の取組

項　　目 内　　容
電車の中吊り広告 遠州鉄道の電車内に中吊り広告を掲示

デジタル掲示板(サイネージ) イオンモール浜松市野のデジタル掲示板に掲載
立看板 県庁本館前に制度周知の看板を設置

チラシの配架 各市町担当部署及びコンビニエンスストアへチラシを配架

広報誌等 県・市町の広報誌、労働者団体・使用者団体の情報誌、フリーマガジンへの記事掲載

～県労働委員会では、労働者個人と使用者（会社等）間の職場トラブル解決を支援しています～

　　労働委員会による「個別労働紛争処理制度（あっせん）」とは？
　あっせん員３名（公益、労働者、使用者の各代表）が、専門知識や豊富な経験を基に、トラブル解決のための歩み寄りを促す制度です。

　　・　労働者個人と使用者との間に生じたトラブルについて利用できます。

　　・　労働者、使用者のどちらからも申請できます。

　　・　当事者双方から丁寧に話を伺い、中立・公正な立場で合意点を探ります。

　　・　御希望により、県庁、東部又は西部の県民生活センターで行います。　

　　 ☆トラブルの例
   　　（労働者）突然解雇された、労働条件が引き下げられた 等

   　　（使用者）配置転換命令に従ってくれない、部下にパワハラといわれた 等

～まずは県の労働相談窓口へ（相談無料）～

　経験豊富な相談員（社会保険労務士）が、職場のトラブル全般の相談に応じ、あっせん制度等を御紹介しています。また、弁護士による無

料労働相談会も開催しています（事前にお電話でお申し込みください）。

相談窓口 電話番号
東部県民生活センター ０５５－９５１－９１４４
中部県民生活センター ０５４－２８６－３２０８
西部県民生活センター ０５３－４５２－０１４４

フリーアクセス　０１２０－９－３９６１０（固定電話のみ）

(受付時間) 月～金曜日(休日、年末年始を除く。)午前９時～12時、午後１時～４時



提 供 日 2023/09/25

タイトル 首都圏のスーパーマーケットで「秋の静岡・山梨フェ
ア」を初開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

　首都圏のスーパーマーケットで「秋の静岡・山梨フェア」を初開催

（要　旨）
静岡県と山梨県は、首都圏でクイーンズ伊勢丹を運営する株式会社エムアイフードスタイルと連携し、９月28日（木）から10月１
日（日）までの４日間、両県の県産農林水産品・加工品等を販売する「秋の静岡・山梨フェア」を初開催します。

１　フェアの概要

区　分 内　容

開催日 令和５年９月28日（木）～10月１日（日）４日間

開催場所 食品スーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」13店舗

内容

○静岡県産品の販売

・釜揚げシラスや桜エビ、かつおのたたき等の農林水産品

・富士宮やきそば、浜松餃子等のご当地商品やお菓子等

○山梨県産品の販売

・旬のシャインマスカット等の青果物

・ワインやお菓子等

参考（株式会社エムアイフードスタイル）

設立 内　容

本社所在地 東京都新宿区西落合2-18-20

事業内容 食品全般、日用雑貨、酒類等の販売



提 供 日 2023/09/25

タイトル 海洋技術開発促進事業の採択結果

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

ＭａＯＩプロジェクトにおける
海洋技術開発促進事業を採択

（趣旨）
　静岡県が取り組む「ＭａＯＩプロジェクト」において、マリンバイオテクノロ
ジーを活用した「食品」、「水産」、「創薬」及び「環境・エネルギー等」の分野
の産業振興の基盤となる工学系・情報系の海洋技術開発（海洋や養殖向けの高精度
センサーデバイス、海洋データを収集する無人海洋探査機など）の取組を公募し、
審査の結果、１件を採択しました。
　本事業を通じて、海洋分野におけるオープンイノベーションの促進と、新たな産
業の創出につなげてまいります。

□採択事業の概要

事業計画の名称 申請者名 協力機関

海洋微生物を利用した新規なメタン発酵による環境貢献型廃棄物処

理システムの開発

磐田化学工業株式会社 国立大学法人広島大
学
株式会社バイオット

□補助金の概要

項目 内容

名称 海洋技術開発促進事業費補助金

補助対象者 大学等と連携して技術開発を実施する県内企業

補助対象事業 マリンバイオテクノロジーを活用した「食品」、「水産」、「創薬」及び「環境・エネルギー等」の分
野の産業振興の基盤となる工学系・情報系の技術開発（海洋や養殖向けの高精度センサーデバイス、海
洋データを収集する無人海洋探査機　など）

補助対象経費 事業化のための取組に要する経費（原材料費、機械装置購入等経費、外注加工費、技術コンサルタント
料等）※対象経費に人件費は含まない。

補助率 ２／３以内

補助事業期間及び限度
額

２年以内
2,000万円　ただし、単年度の限度額は1,000万円

（参考）
○ＭａＯＩプロジェクト（マリンオープンイノベーションプロジェクト）とは
　駿河湾等の特徴ある環境や、そこに生息する多様な海洋生物など魅力ある海洋資源を活用し、マリンバイオテクノロジーを核と
したイノベーションを促進することにより、静岡県における多彩な産業の振興と創出を図るプロジェクト



提 供 日 2023/09/25

タイトル 令和６年度以降の新型コロナワクチン接種に関する要
望活動を行いました

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策推進課

連 絡 先

TEL 054-221-3641

令和６ 年度以降の新型コ ロナワク チン接種に関する要望活動を行いまし た

１ 　 要旨

　　令和６年度以降の新型コロナワクチン接種については、国から具体的な接種プログラム（誰が、いつ、どのワクチンを接種す

るかといった方針）は示されず、引き続き議論を行っていくこととされました（厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防

接種基本方針部会（R5.9.8））。

　　自治体が、ワクチン接種を円滑に実施するためには、国からの接種プログラム等の早期提示が不可欠であることから、「令和

６年度以降の新型コロナワクチン接種に関する緊急要望書」を手交しました。

　　なお、令和６年３月までは、現在行われている「令和５年秋開始接種」（特例臨時接種）が継続されます。

２ 　 要望書の内容

(1) 要望者

　　　　静岡県、静岡県市長会、静岡県町村会

(2) 主旨

・接種プログラムの早期提示

・安定的な接種実施のための財政支援

・エビデンスに基づいた国民へのわかりやすい説明

３ 　 要望書の手交

(1) 日時

令和５年９月25日（月）午後１時30分

(2) 場所

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部（東京都千代田区霞が関1-2-2）

(3) 手交者

後藤雄介　静岡県感染症対策担当部長

(4) 提出先

佐々木昌弘　厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部長



提 供 日 2023/09/25

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第14報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月25日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第14報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第14報（９月22日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 静岡市清水区 845 30 1 33 9 9 9月22日
2 小学校 焼津市 353 14 1 30 13 8 9月22日
3 小学校 焼津市 540 19 1 33 13 8 9月22日 ～ 9月2
4 小学校 焼津市 839 27 1 30 11 11 9月25日 ～ 9月2
5 こども園 袋井市 77 5 1 14 3 3 9月20日 ～ 9月2
6 高等学校 浜松市中区 1,082 27 1 38 14 13 9月21日 ～ 9月2
7 高等学校 浜松市中区 743 21 7 247 32 20 9月21日 ～ 9月2

本日合計 ２高等学校、４小学校、１こども園 13 425 95 72
１１９施設

本日までの累
計（実数） （ １２高等学校、　２６中学校、　７６小学校、　３幼稚園、

　０保育所、　２こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）
234 6,782 2,172 2,042

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月22日（静岡市清水区小学校　他４施設） 　



提 供 日 2023/09/25

タイトル グリーンライトアップを実施します！

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-3773

10月「臓器移植普及推進月間」
県内14か所でグリーンライトアップを実施します！

　公益財団法人静岡県腎臓バンクでは、県民の皆様に移植医療への理解を深め、臓器提供の意思表示について考えていただくこと
を目的として、啓発キャンペーンを行います。

＜富士川サービスエリア大観覧車＞

１　グリーンライトアップについて
　　グリーンは、「成長と新しいいのち」を意味しており、移植医療のシンボルカラーです。
　　これにちなみ、日本で1997年に臓器移植法が施行された10月16日を中心に、毎年全国各地でライトアップが行われています。

２　期間
　　令和５年10月１日（日）から10月31日（火）まで
　　※日没から点灯します。また、施設により実施期間は異なります。

３　実施施設
　【東部】
　・富士宮市役所（市役所庁舎玄関）（住所：富士宮市弓沢町150）
　・富士山世界遺産センター（センター全面）（住所：富士宮市宮町5-12）
　・富士川サービスエリア大観覧車（※）（住所：富士市岩淵字北吉野1500）
　　※ピンクリボン活動（10月乳がん啓発「ピンクリボン月間」）と共同で実施。
　　　15分ごとにグリーンとピンクが交互にライトアップされます。
　【中部】
　・駿府城（坤櫓）（住所：静岡市葵区駿府城公園1-1）
　・静岡市役所（静岡庁舎本館「あおい塔」）（住所：静岡市葵区追手町5-1）
　・焼津市立総合病院（屋上病院看板）（住所：焼津市道原1000）
　・静岡徳洲会病院（正面出入口看板、西側出入口看板）（住所：静岡市駿河区下川原南11-1）
　【西部】
　・掛川城（天守閣）（住所：掛川市掛川1138-24）
　・浜松城（天守閣）（住所：浜松市中区元城町100-2）
　・ホテルコンコルド浜松（ホテル東側壁面）（住所：浜松市中区元城町109-18）
　・聖隷浜松病院（正面玄関前）（住所：浜松市中区住吉2-12-12）
　・浜松ろうさい病院（正面玄関側壁面、正面通路両側）（住所：浜松市東区将監町25）
　・ＪＡ静岡厚生連遠州病院（病院正面玄関）（住所：浜松市中区中央1-1-1）
　・磐田市立総合病院（正面玄関前ロータリー病院看板）（住所：磐田市大久保 512-3）

４　臓器提供の意思表示方法
　・健康保険証、運転免許証、マイナンバーカードの意思表示欄への記入
　・意思表示カードへの記入
　・インターネットによる意思登録

５　問合せ先
　　公益財団法人静岡県腎臓バンク　電話番号：053-435-3175（平日9:00～17:00）



提 供 日 2023/09/25

タイトル 静岡県統計グラフコンクール優秀作品が決定！！

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

静岡県統計グラフコンクールの優秀作品が決定！！
～704点の応募がありました～

　小中学生などが夏休みの自由研究として自分で調べたこと等を統計グラフで表現する「第71回静岡県統計グラフコンクール」
（主催：静岡県、静岡県統計協会、静岡県教育研究会）の審査会を９月14日に静岡県教育会館で行い、県知事賞をはじめ、県教育
委員会教育長賞など、各賞の優秀作品を決定しました。
　優秀作品のうち、県知事賞など21点を「第71回統計グラフ全国コンクール」に出品します。
　なお、優秀作品の表彰は、静岡県統計功労者表彰式（令和５年11月24日（金）「しずぎんホール　ユーフォニア」）で行いま
す。

１　優秀作品

　（特別賞）
　　県知事賞、県教育委員会教育長賞、県統計協会会長賞、県教育研究会会長賞、
　　出版文化会理事長賞、教育会館理事長賞

　（報道機関賞）
　　静岡第一テレビ賞、静岡新聞社・静岡放送賞、テレビ静岡賞、
　　中日賞、静岡朝日テレビ賞

２　県知事賞受賞者

部門 タイトル 学校 氏名

第１部
（小学校１、２年生）

 夏のたねしらべ 富士市内
小学校２年生

望月さん

第２部
（小学校３、４年生）

 どこでたべる？
 ソフトクリーム大調査

富士市内
小学校４年生 楠坂さん

第３部
（小学校５、６年生）

 ６年生に聞きました！！
 ネット端末本当はどう使いたい？

御殿場市内
小学校６年生 麻畑さん

第４部（中学生）  食い止めろ！！
 中学生の体力低下は大問題

静岡市内
中学校１年生

大江さん

パソコン
統計グラフの部

 しっかり「睡眠」取れている？
 中学生の睡眠実態

藤枝市内
中学校２年生 工藤さん

※第５部（高校生以上の生徒、学生及び一般）は、受賞作品なし。

３　応募状況
　　令和５年度は、704点の応募がありました。
　　　　　　第１部　　　　　　　 98点
　　　　　　第２部　　　　　　　242点
　　　　　　第３部　　　　　　　223点
　　　　　　第４部　　　　　　　 33点
　　　　　　第５部　　　　　　　 １点
　　　パソコン統計グラフの部    107点

４　全国コンクールへの出品
　　優秀作品のうち県知事賞など21点を「第71回統計グラフ全国コンクール」
　（主催：公益財団法人統計情報研究開発センター）に出品します。

５　表彰
　　令和５年11月24日（金）　「しずぎんホール　ユーフォニア」
　　　　　　　　　　　　　　（静岡市葵区追手町1-13アゴラ静岡ビル８階）

６　優秀作品展
　　しずぎんホール　ユーフォニア　　令和５年11月24日（金）
　　静岡県庁別館展望ロビー　　　　　令和５年12月８日（金）～15日（金）



提 供 日 2023/09/26

タイトル 富士特別支援学校　近藤薬局ギャラリー展を開催しま
す！

担　　当 教育委員会 富士特別支援学校

連 絡 先 教頭　村上

TEL 0545-36-2345

富士特別支援学校
近藤薬局ギャラリー展を開催します！

　今年度初めて、吉原商店街にある近藤薬局様のギャラリーにて、富士特別支援学校の児童生徒の図画工作・美術作品を展示させ
ていただくこととなりました。
　富士特別支援学校本校と富士東分校との合同開催となります。ぜひ、児童生徒の力作をご覧ください。

１　開催日
　　令和５年９月28日（木）～10月15日（日）
　　午前９時～午後９時（土日祝祭日：午前９時～午後６時）

２　会　場
　　近藤薬局ギャラリー(富士市吉原二丁目８－21－２)

３　内　容
　・学校紹介パネルの展示
　・本校の小・中・高各学部の児童生徒と富士東分校の生徒が学習活動で制作した
　　図工作品、美術作品の展示

４　その他
　・会場への入場は無料です。
　・駐車場は近隣のコインパーキングをご利用ください。

５　問い合わせ先
　　静岡県立富士特別支援学校
　　電　話：0545-36-2345
　　担　当：教頭　村上　智美

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/09/26

タイトル 『輝け、きみの未来！』第３回浜松地区公立高校合同
フェアを開催します

担　　当 教育委員会 浜松南高等学校

連 絡 先 校長　井口（広報担当）

TEL 053-441-1486

『輝け、きみの未来！』
第３回浜松地区公立高校合同フェアを開催します

　県立高等学校合同説明会開催支援事業（県教育委員会高校教育課）の支援を受け、今年で３回目となる浜松（湖西）地区の公立
高校の中学生を対象とした合同説明会を、２日に分けて開催します。
　浜松（湖西）地区の公立高校の特色と魅力を発信し、中学生や保護者に公立高校に対する理解を深めてもらうためのフェアで
す。
　私立高校が様々な方法で生徒募集をする中、公立高校も地域の生徒を地域で育てることをモットーに、それぞれの高校の魅力を
個別相談を通してアピールします。

１　開催日
１日目 令和５年９月30日（土） 午前９時30分～午後０時30分
２日目 令和５年10月７日（土） 午前９時30分～午後０時30分

２　会　場
　　クリエート浜松　２階ホール
　　（浜松市中区早馬町2-1）

３　内　容
　　各校の説明及び個別相談（各校でブースを設置し、説明・相談を行います。）

９月30日（土） 浜松西、浜松南、浜松湖南、浜松江之島、浜松大平台、
浜松工業、浜松城北工業、新居、湖西（９校）

10月７日（土） 浜松湖東、浜松東、浜松商業、浜名、浜北西、浜松湖北、
浜松市立（７校）

４　参加者
　　中学生及びその保護者、中学校教員、参加校職員

５　台風等、緊急時の対応及び確認方法
　・台風直撃の可能性がある場合、その他やむを得ず中止せざるを得ない場合は、
　　９月30日(土)の開催については前日29日(金)午前10時までに、10月７日(土)に
　　ついては前日６日(金)午前10時までに判断します。
　・中止連絡については、浜松江之島高校及び参加予定高校全校のホームページに
　　掲載します。

【浜松江之島高校ホームページ】
　http://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsuenoshima -h/home.nsf/IndexFormView ?OpenView

６　問い合わせ先
　　静岡県立浜松南高等学校
　　電　話：053-441-1486
　　担　当：校長　井口辰夫（広報担当）

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会  

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsuenoshima-h/home.nsf/IndexFormView?OpenView


提 供 日 2023/09/26

タイトル 地域防災コミュニティプロジェクト学習の中間報告会
を開催します～多様な価値観で、まちの未来創造を地
域とともに～

担　　当 教育委員会 駿河総合高等学校

連 絡 先 教諭　遠藤

TEL 054-260-6688

地域防災コミュニティプロジェクト学習　
～多様な価値観で、まちの未来創造を地域とともに～

　駿河総合高校では、２年次生が静岡県・静岡市・静岡大学・各施設と協働し「静岡の防減災」をテーマに年間授業（総合的な探
究の時間）を実施して主体性を育み、地域貢献を実践しています。
　今回は、生徒が見つけた課題に対する調査の報告会を開催します。

１　開催日
　　令和５年10月２日（月）午後３時20分～午後４時10分

２　会　場
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　（静岡市駿河区有東3-4-17）

３　内　容
　　探究活動の中間報告会で、市内13協働施設が来校し、高校生と減災・防災に
　ついて語り合います。
　　
４　参加者
　　駿河総合高校　２年次生　243名
　　静岡県・静岡市・静岡大学など　市内13協働施設

５　問い合わせ先
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　電　話：054-260-6688
　　担　当：教諭　遠藤　健

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/09/26

タイトル 東京都庁で県産品・観光情報をＰＲ

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ブランド戦略班

TEL 054-221-3713

　　　　東京都庁で県産品の販売・観光情報ＰＲを実施

１　要旨

静岡県産品の認知度向上と販売拡大に繋げるため、東京都庁において「ふじのくに静岡マルシェ」を開催します。

あわせて、都庁を訪れる観光客等に「東アジア文化都市」や「浜名湖花博2024」等、県内観光情報の発信を行い、本県への来訪につな

げます。

２　概　要

　(1)日　時　令和５年10月４日（水）～10日（火）午前９時30分～午後６時30分

　　　　　　　　 ※４日（水）及び８日（日）は午前11時開始
　　　　　　　 　※６日（金）及び７日（土）は午後３時終了
　　　　　　　 　※10日（火）は午後２時終了

　　

(2)場　所　東京都庁第一本庁舎１階南側　全国観光ＰＲコーナー

(3)内　容

項　目 内　　容

県産品の販売
・４日～６日及び８日～10日

・新商品セレクション受賞商品等計153品目(別紙)の販売

「東アジア文化都市2023」の
ＰＲ

・秋版ガイド配布による開催事業ＰＲ

・静岡県の魅力を伝えるＰＲ映像放映

「浜名湖花博2024」のＰＲ
・浜名湖花博2024の見どころを紹介

・浜名湖花博2024のＰＲ映像の放映

観光ＰＲ
・静岡県内各地の観光の見どころを紹介

・観光映像の放映

※ 取材 を 希望 される 場合 は 、 東京都庁 に 報告 が 必要 なため 、 ９ 月27 日 （ 水 ） までに 、

 県 マーケティング 課担当 ・ 仲里 まで 御連絡 ください 。



提 供 日 2023/09/26

タイトル 公衆浴場入浴料金統制額の改定

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 生活衛生班

TEL 054-221-2448

公衆浴場(物価統制令対象のいわゆる「銭湯」)の
入浴料金統制額を令和５年10月１日から改定します。

＊令和５年９月26日静岡県公報で告示

１　改定内容

区分 現行 改定後 備考
大人

(12歳以上)
450円 490円 40円引上げ

中人
(６歳以上12歳未満) 180円 200円 20円引上げ

小人
(６歳未満)

90円 100円 10円引上げ

２　概要

(1)公衆浴場入浴料金統制額

　公衆浴場のうち、地域住民の日常生活において保健衛生上必要なものとして利用される施設(いわゆる「銭湯」。「スーパー銭
湯」等は対象外)の入浴料金は、物価統制令に基づく価格統制の対象となっており、県が統制額(上限金額)を指定することとされ
ています。

(2)改定の背景

　前回の改定(令和元年10月)から約４年が経過する中で、社会経済状況が変化しており、事業者を対象に実施した公衆浴場経営実
態調査結果や、さらには近年全国的に料金改定の動きがあること等を踏まえ、統制額の改定について静岡県公衆浴場入浴料金協議
会に諮問し、令和５年９月１日に出された答申を基に、改定額を決定しました。

３　参考

(1) 物価統制令で価格統制の対象となっているものは現在公衆浴場入浴料金のみ。
(2) 入浴料金の上限額を改定するものであり、料金設定については各経営者の判断
　　に委ねられている。
(3) 静岡県内の銭湯は、次の10施設（９月26日現在）。

下田市：昭和湯 焼津市：なかむら館
熱海市：山田湯 湖西市：みどり湯
沼津市：吉田温泉 静岡市：天神湯、桜湯
富士市：玉の湯、富士見湯 浜松市：みよし湯



提 供 日 2023/09/26

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第15報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月26日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第15報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第15報（９月25日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 熱海市 183 8 1 28 13 12 9月26日 ～ 9月2
2 中学校 三島市 263 9 1 30 11 11 9月25日 ～ 9月2
3 中学校 三島市 359 12 1 28 12 11 9月26日 ～ 9月2
4 小学校 裾野市 441 19 1 33 7 7 9月26日 ～ 9月2
5 中学校 裾野市 481 17 1 29 7 7 9月26日
6 高等学校 沼津市 719 29 1 19 8 3 9月25日 ～ 9月2
7 高等学校 静岡市葵区 1,278 43 1 33 17 15 9月22日 ～ 9月2
8 中学校 島田市 321 9 1 36 11 11 9月25日
9 小学校 磐田市 423 18 1 24 7 7 9月26日 ～ 9月2
10 幼稚園 湖西市 189 12 1 18 5 5 9月23日 ～ 9月2
11 高等学校 浜松市中区 1,082 27 1 41 11 10 9月25日 ～ 9月2
12 小学校 浜松市中区 504 20 1 28 13 13 9月26日 ～ 9月2

29 16 15 9月26日 ～ 9月2
13 小学校 浜松市中区 329 15 1

27 8 8 9月26日 ～ 9月2
14 小学校 浜松市東区 450 20 1 34 16 16 9月26日 ～ 9月2
15 小学校 浜松市東区 600 22 1 30 9 9 9月26日 ～ 9月2
16 小学校 浜松市西区 707 27 1 35 10 10 9月26日 ～ 9月2
17 小学校 浜松市南区 990 32 1 31 14 14 9月26日 ～ 9月2
18 小学校 浜松市南区 352 12 1 30 8 8 9月26日 ～ 9月2
19 小学校 浜松市北区 757 30 1 35 6 6 9月26日 ～ 9月2
20 小学校 浜松市北区 288 13 2 54 20 13 9月26日 ～ 9月2
21 小学校 浜松市浜北区 1,245 46 1 31 18 17 9月26日 ～ 9月2

本日合計 ３高等学校、５中学校、１２小学校、１幼稚園 22 683 247 228
１３３施設

本日までの累
計（実数） （ １３高等学校、　３０中学校、　８４小学校、　４幼稚園、

　０保育所、　２こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）
256 7,465 2,419 2,270

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月25日（静岡市清水区小学校　他６施設） 　



提 供 日 2023/09/26

タイトル 10月１日から赤い羽根共同募金運動が始まります。

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 企画総務班

TEL 054-221-2844

　　　10月から県内各地で実施する「赤い羽根共同募金運動」の開始に併せて
　　　　　10月１日に静岡市内にて街頭募金キャンペーンを行います！

１ 趣旨
　社会福祉に対する県民の理解の下に、広く県民の善意を結集し、民間福祉活動を推進するため、「じぶんの町を良くするしく
み。」をテーマに赤い羽根共同募金運動を展開する。
　運動初日、10月1日には、新静岡セノバけやき通り口にて赤い羽根共同募金街頭キャンペーンを実施し、活動のＰＲを行う。

２ 赤い羽根共同募金街頭キャンペーン
（１）場　所　：　新静岡セノバ　けやき通り口（静岡市葵区鷹匠１丁目１－１）
（２）日　時　：　令和５年10月１日（日）
　　　　　　　　　午前11時00分から午前11時30分頃まで（開始式:午前10時45分）
（３）主　催　：　社会福祉法人静岡県共同募金会・静岡市共同募金委員会
（４）参加者　：　静岡県副知事　森 貴志
　　　　　　　　　静岡市長　難波 喬司
　　　　　　　　　静岡県共同募金会会長　柴田 久　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　静岡市共同募金委員会会長　清野 文雄　　　　　
　　　　　　　　　静岡県健康福祉部長　八木 敏裕
　　　　　　　　　静岡市保健福祉長寿局長　吉永 幸生　
　　　　　　　　　清水エスパルス　マスコットキャラクター　パルちゃん
　　　　　　　　　学生ボランティア（静岡英和女学院高等学校生徒会）
　　　　　　　　　園児ボランティア（静岡豊田幼稚園児）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
３ 令和５年度赤い羽根共同募金運動の概要
（１）実施期間　　　：令和５年10月１日～令和６年３月31日（６か月間）
（２）メインテーマ　：「じぶんの町を良くするしくみ。」
（３）募金目標額　　：５億4,500万円　（令和４年度実績：５億700万円余）
（４）募金活動内容　：・一般募金　　　　　　　　 10月１日～12月31日
　　　　　　　　　　　・地域歳末たすけあい募金   12月１日～12月31日
　　　　　　　　　　　・ＮＨＫ歳末たすけあい     12月１日～12月25日
　　　　　　　　　　　・課題解決プロジェクト募金 １月１日～３月31日

　４ 問い合せ先　
　　社会福祉法人静岡県共同募金会(電話番号　０５４－２５４－５２１２）

　５　その他
　　活動終了後、柴田静岡県共同募金会会長、清野静岡市共同募金会会長、
　英和女学院生徒会、豊田幼稚園児が取材に応じます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2023/09/26

タイトル 【４年ぶり】浙江省からの短期留学生がスポーツ・文
化観光部長を訪問します

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

浙江省からの短期留学生が

スポーツ・文化観光部長を訪問します

　９月27日（水）に来日する浙江省からの短期留学生がスポーツ・文化観光部長を
訪問し、本県での留学の抱負について発表します。
　短期留学生は、浙江省との短期留学生相互交流事業として受け入れており、
12月15日（金）までの約３か月間、静岡県立大学又は静岡大学で学びます。
　なお、浙江省からの短期留学生の受入れは、令和元年度以来、４年ぶりとなりま
す。
　
　※　短期留学生相互交流事業
　　　浙江省との友好提携25周年を契機に、平成20年度から開始

【概要】
　日時：令和５年10月３日（火）17時から30分程度
　場所：スポーツ・文化観光部長室（県庁東館11階）
　出席者：
　（静岡県）スポーツ・文化観光部長、スポーツ・文化観光部部長代理、
　　　　　　総合教育局長、大学課長
　（浙江省短期留学生）10名

受入れ大学 人数 所属大学
静岡県立大学 ２名 浙江万里学院２名

静岡大学 ８名 浙江万里学院３名、浙江理工大学１名、浙江工商大学４名
　
　内容：自己紹介、留学に対する抱負の発表、懇談等

【受入れ実績】延べ133名

平成20年度 10名 平成23年度 7名 平成26年度 12名 平成29年度 12名
平成21年度 9名 平成24年度 7名 平成27年度 12名 平成30年度 12名
平成22年度 9名 平成25年度 10名 平成28年度 12名 令和元年度 11名

　 　 　 　 　 　 令和５年度 10名

【問い合わせ先】
　スポーツ・文化観光部総合教育局大学課　大学・学術班　054-221-3749　

　  『地域を「学び」、世界と「つながる」』



提 供 日 2023/09/26

タイトル 【その森林、どう活用する？】森林空間活用スタート
アップセミナーを開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい課自然ふれあい班

TEL 054-221-2848

～森林空間活用スタートアップセミナーを開催します！～

１　概要
　近年、森林セラピーやマウンテンバイク、森のようちえんなど、森林空間を活用した「森林サービス産業」の取組が広がってい
ます。
　県では、「森林サービス産業」の取組を促進するため、森林空間を活用する取組に関心のある事業者や森林所有者の方を対象
に、森林空間の活用事例や県が実施するマッチング支援の取組を紹介するセミナーを開催します。
　このセミナーを皮切りに、今後、森林説明会や森林所有者と事業者の個別協議の場の設定など、森林空間を活用した事業の実施
に向けた支援を進めます。

２　内容
日時令和５年９月29日（金）午後１時から４時まで

場所ＣＳＡ貸会議室（静岡市葵区御幸町11－８　レイアップ御幸町ビル５階５－Ｃ）

基調講演
「森林空間を利用する意義と活用状況について」

パネルトーク
第１部「森林を有効に活用している事例を知ろう」
第２部「森林を使ってもらいたい側と使ってみたい側をマッチングするポイントは？」

内容

県が実施する事業者と森林所有者のマッチング支援の取組紹介

対象所有する森林を活用してもらいたいと考えている方、森林を活用した取組に関心のある方
など

※講師・登壇者など、セミナーの詳細はこちら
https://npowholeearth.wixsite.com/shinrinkukan-katsuyo

※森林サービス産業について
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002382/1002546/1056819 /index.html

https://npowholeearth.wixsite.com/shinrinkukan-katsuyo
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002382/1002546/1056819/index.html


提 供 日 2023/09/26

タイトル 家康と食の伝承を紹介するパネル展示を、浜松大河ド
ラマ館で開催中

担　　当 経営管理部 中部地域局地域課

連 絡 先 地域班

TEL 054-644-9124

 家康 と 食 の 伝承 を 紹介 するパネル 展示会 を 、 浜松大河 ドラマ 館 で 開催中

静岡県中部地域局が集めた、「家康と食にまつわる伝承」について紹介するパネル展示「「武士のめし」-未来へつなぐ家康ゆか
りの食材・食文化-」を、浜松大河ドラマ館にて開催中です。
会場では、「武士のめし」のすべての伝承を掲載したパンフレットと、「武士のめし」を提供する店舗を紹介したチラシを無料配
布しています。

１　開催期間
　令和５年９月２５日（月）から１０月２５日（水）まで
　開館時間　１０時から１８時（最終入場１７時３０分）
　休館日　なし

２　開催場所
　どうする家康　浜松大河ドラマ館石垣展示棟（無料スペース）
　浜松市中区元城町１０２－１（浜松城東）

「武士のめし」公式インスタグラム⇒

展示の様子



提 供 日 2023/09/26

タイトル 地方職員共済組合負担金の誤徴収について

担　　当 経営管理部 行政経営局福利厚生課

連 絡 先 課長　平山　課長代理　天野

TEL 054-221-2020､2091

１　概要
　　地方職員共済組合静岡県支部（以下、「共済組合」という。）が県から徴収していた
　事業主負担金が平成30年度から令和４年度までの５年分について、29,623,890円過大と
　なっていることが判明したため、令和５年９月26日に返還した。

２　返還した負担金額
　

年度 金額（円）

Ｈ30 4,918,362

Ｒ元 3,474,482

Ｒ２ 6,484,532

Ｒ３ 5,481,024

Ｒ４ 9,265,490

合計 29,623,890

　　　３　原因
　　事業主負担金は、システム処理により県へ請求しているが、職員の休業時における掛金
　の免除に伴う事業主負担金の還付等、一部システム上で計算できない遡及計算処理を
　行っていなかったため。

　　　４　対応
　　令和５年９月26日に、共済組合から県へ過大となっている事業主負担金29,623,890円を
　返還した。

５　再発防止策
　　事務引継書及び事務処理マニュアルを改訂し、適正な事務処理を徹底していく。

＜参考：地方職員共済組合及び事業主負担金の概要＞
　・地方職員共済組合は、地方公務員が加入する社会保険事業を行う団体
　・財源として、組合員（職員）から掛金、県から事業主負担金を徴収
　・掛金・事業主負担金は、組合員の給与等に基づく標準報酬月額と標準賞与額を基礎と
　　して算定した額を徴収



提 供 日 2023/09/26

タイトル 静岡県が、台湾新北市で初開催の「台日土砂災害技術
シンポジウム」に参加。
唯一の日本側地方自治体として事例発表

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県が、台湾新北市で初開催の「台日土砂災害技術シンポジウム」に参加

唯一の日本側地方自治体として事例発表

令和５年９月14日（木）、台湾北部にある新北市で開催された「新北市政府2023年度　台日土砂災害技術シンポジウム」に、静岡県交通基

盤部河川砂防局砂防課の大野正敏（おおのまさとし）課長代理と静岡県台湾事務所の市川美奈子（いちかわみなこ）所長が出席しました。同

シンポジウムは、昨年10月に新北市と台湾の国立成功大学が締結した「土砂災害の防止に向けた協力に関する覚書」に基づき、初めて開催

されたものです。

シンポジウムでは、大野課長代理が「静岡県の土砂災害対策」をテーマに発表し、日台の関係者と意見交換を行いました。質疑応答では

静岡県の砂防行政及び防災行政について台湾側の関係者が積極的に質問するなど、活発な意見交換が行われました。

静岡県は、新北市を含む８つの台湾の自治体と防災に関わる相互応援協定を締結し、職員の相互派遣など、防災分野での交流を進めて

います。静岡県が防災先進県であることや、台湾とのこれまでの交流実績が評価されたこと、また、静岡県と新北市の地質・気候条件等が似

ており相互の経験を参考にできることなどから、日本の地方自治体として唯一、静岡県が同シンポジウムに招待されました。

静岡県では今後も、防災を含む様々な分野で、台湾各地においての交流事業に取り組んでまいります。

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2023/09/26

タイトル データを活用して地域課題を解決しよう　～オープン
データ出前講座 in 伊豆総合高校～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

データを活用して地域課題を解決しよう
〜オープンデータ出前講座 in 伊⾖総合⾼校〜

 県データ活用推進課では、オープンデータの基礎情報や活用方法、重要性の普及・啓発を図るため、職員が学校等へ出向きオー
プンデータ出前講座を実施しています。
 今回、以下のとおり伊豆総合高校でオープンデータ出前講座を実施します。
１ 開催概要

⽇  時 令和５年９⽉29⽇（⾦） 10時45分〜12時35分

場  所 伊豆総合高校（伊豆市牧之郷892）

参加⼈数 高校３年⽣ ７⼈

講座内容
地域課題や伊豆総合高校の⽣徒にとって⾝近な悩み等をグループを作っ
て出し合い、データを活用してその問題を解決するためのアイデアを考
えます。

２ オープンデータ出前講座について
 ⼩学⽣から大学⽣、企業・団体、市町を対象に、データ活用推進課職員が学校等へ出向き、オープンデータの普及・啓発を図る
とともに、オープンデータのニーズ把握やさらなる利活用を推進します。
 申込方法は、静岡県⽣涯学習情報発信システム「まなぼっと」から御覧ください。
 URL:https://www.manabi.pref.shizuoka.jp/info/24000

３ その他
 取材をされる際には、事前に御連絡をお願いいたします。

https://www.manabi.pref.shizuoka.jp/info/24000


提 供 日 2023/09/27

タイトル 県議会令和６年２月定例会の日程

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

 ９月27日の議会運営委員会において、令和６年２月定例会の日程が次のとおり内
定されたので、お知らせします。
　なお、諸事情により日程等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承
願います。

月　　　日 会　　　議

　２月１３日（火） 　議会運営委員会

　２月２０日（火） 　開会

　２月２７日（火） 　本会議（質問）

　２月２８日（水） 　本会議（質問）

　２月２９日（木） 　本会議（質問）

　３月　１日（金） 　本会議（質問）

　３月　４日（月） 　本会議（質問）

　３月　５日（火） 　本会議（質問）

　３月　７日（木） 　常任委員会

　３月　８日（金） 　常任委員会

　３月１１日（月） 　常任委員会

　３月１２日（火） 　常任委員会

　３月１５日（金） 　議会運営委員会

　３月１８日（月） 　閉会

　       　　　　　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　　　 会期　２８日間



提 供 日 2023/09/27

タイトル 静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

　
　議会運営等の改善について、調査検討するため、下記のとおり第１回委員会を開催します。

記

■日　時　　令和５年10月２日（月）本会議散会後

■場　所　　第５委員会室（静岡県庁本館４階）

■構成員　　11人

会 派 名 氏　 　名

自民改革会議

中　田　次　城

伊　丹　雅　治

望　月　香世子

西　原　明　美

落　合　愼　悟

小　沼　秀　朗

江　間　治　人

ふじのくに県民クラブ

佐　野　愛　子

良　知　駿　一

田　内　浩　之

公明党静岡県議団 牧　野　正　史



提 供 日 2023/09/27

タイトル 【広報依頼】 電子機器の電磁ノイズ対策を紹介するセ
ミナーを開催します

担　　当 経済産業部 工業技術研究所浜松工業技術支援センター

機械電子科

連 絡 先 機械電子科

TEL 053-428-4155

「効率的な電磁ノイズ対策手法紹介セミナー」の開催

　IoT、DX、EV化等で扱う機会が増えている電子機器は、様々な電磁ノイズにより誤動作の危険にさらされており、ノイズ対策が
必要不可欠となっています。
　今回のセミナーでは、電磁ノイズの基礎及び対策手法並びに当センターで行う電磁ノイズ試験（EMC試験）の取組を紹介しま
す。さらに、車載機器用試験室でのノイズ測定及びノイズ対策手法の実演、民生機器の試験設備を見学していただきます。これか
ら電子機器を担当する初心者の方から電子機器のノイズ対策を担当されている方にも参考になる内容となっておりますので、是
非、御参加ください。

１　セミナー概要

日　時 令和５年10月４日（水）　午後１時30分から４時
場　所 浜松工業技術支援センター（浜松市北区新都田一丁目３番３号）
対　象 県内中小企業（定員：40人）
参加費 無料

内　容

・講演１
　ノイズの基礎及び効率的なノイズ対策手法の紹介
　　～真のノイズを短時間で見つけます～
　星和電機株式会社　コンポーネントシステム事業部　技術開発部　技術課
　　葛川大毅氏

・講演２
　浜松工業技術支援センターでのEMC試験の取組
　浜松工業技術支援センター　機械電子科　上席研究員　山田浩文、上野貴康
・実演及び設備見学
　２班に分かれていただき、下記の（１）、（２）を交互に御覧いただきます。
　（１）車載EMCテストサイトにおけるノイズ測定及びノイズ対策手法の実演
　（２）民生機器EMC試験室の見学及び実施している試験の紹介

申込方法

メール（hk-kd@pref.shizuoka.lg.jp) またはFAX(053-428-4160) にて
　(1)会社名、　(2)所属・氏名、　(3)メールアドレス、　(4)電話番号
をお知らせください。
※先着順にて受け付け、定員に達し次第、締め切らせていただきます。
（定員を超過した場合にのみ御連絡いたします）

申込期限 令和５年９月29日（金）

２　セミナーに関する問い合わせ先

浜松工業技術支援センター　機械電子科
　住所：〒431-2103　浜松市北区新都田一丁目３番３号　
　TEL：053-428-4155　FAX：053-428-4160
　E-mail:hk-kd@pref.shizuoka.lg.jp

annai.pdfannai.pdf

mailto:hk-kd@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:hk-kd@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/27

タイトル みんなでサツマイモを収穫しよう！
岩松幼稚園・岩松保育園の園児がサツマイモ掘りを行
います

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村整備課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【美農里プロジェクト】【美しく品格のある邑】

みんなでサツマイモを収穫しよう！
岩松幼稚園・岩松保育園の園児がサツマイモ掘りを行います

１　要旨
　県が推進する「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」に取り組む「岩本山とかりがね堤を
守る会」の協力のもと、岩松幼稚園・岩松保育園の園児35人がサツマイモ掘りを行います。
　この活動は、遊休農地の活用と園児への食育活動場所の提供を目的に今年から行われており、
今回は５月に園児らが定植したサツマイモを自ら収穫し、食の大切さを学びます！

２　概要

日　時 令和５年10月３日(火)午前９時30分～午前10時15分

場　所 富士市岩松1963番地　　対象面積：297ｍ²

主催者 岩本山とかりがね堤を守る会

参加者 岩松幼稚園の園児20人、岩松保育園の園児15人

３　取材について
　取材の許可は得られております。取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金に基づいた活動の愛称です。静岡県では平
成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美しい景観や、多様な
生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動を支
援しています。令和５年３月末時点で237の組織が活動しています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財
産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美
しく品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。
令和５年３月末時点で153の地域が認定されています。

■岩本山とかりがね堤を守る会
　「岩本山とかりがね堤を守る会」は、平成24年に「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組
織として設立され、同時に、活動地域一帯が「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されまし
た。同団体は、農地や農道の草刈り、農業用施設の点検や補修のほか、ヒマワリやソバなどの景
観植物の植栽等によって、遊休農地の活用や農業用施設の保全を行い、良好な地域環境・農村環
境の形成に尽力しています。



提 供 日 2023/09/27

タイトル 寺谷用水の「世界かんがい施設遺産登録記念碑の除幕
式」並びに「開祖平野重定公400年祭」を開催します

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 事業調整班

TEL 054-221-2715

【世界かんがい施設遺産】

寺谷用水の「世界かんがい施設遺産登録記念碑の除幕式」並びに

「開祖平野重定公400年祭」を開催します

１　要　旨
　2022年に世界かんがい施設遺産に登録された寺谷用水は、徳川家康の命の下、家臣の伊奈忠次が企画し、代官の平野重定が1590年に
完成させたもので、現在も天竜川下流左岸地域の水田約1,500ヘクタールを潤す重要な社会インフラです。
　このたび、用水を管理する寺谷用水土地改良区が、世界かんがい施設遺産への登録記念碑の除幕式を行います。また、本年が平野重定
の没後400年に当たることから、その功績をたたえるため、「寺谷用水開祖平野重定公400年祭」を開催します。

２　概　要

（１）日 　時
令和５年10月６日（金）　
　　　12：20-12：40　「世界かんがい施設遺産登録記念碑除幕式」
　　　13：00-14：30　「寺谷用水開祖平野重定公400年祭」

（２）会　 場
[１]記念碑除幕式：寺谷用水土地改良区事務所敷地内（磐田市加茂1）
[２]平野重定公400年祭：大円寺（磐田市加茂123）

（３）参加者

[１]除幕式：理事長・副理事長・磐田市長・中遠農林事務所長の４名で除幕
　　　　　　　その他（総代・理事・監事）約５０名が参加
[２]４００年祭：除幕式参加者に、近隣土地改良区、水利組合長、関係団体等の
　　　　　　　　約５０名が加わり、総勢１００名程度の参加人数となる。

（４）問合せ 寺谷用水土地改良区　　担当：事務長　青木　　電話：0538-32-4655

＜参考＞
【 世界かんがい施設遺産】
　国際かんがい排水委員会(ICID：本部はインド)が歴史的・技術的・社会的価値のあるかんがい施設を登録・表彰する制度であり、世界で
17か国142施設（うち国内は47施設）が登録されている。静岡県内は深良用水・源兵衛川・寺谷用水・香貫用水の４施設が登録されている。

【寺谷用水土地改良区】
　磐田市内の約1,500haの農地に必要な農業用水を供給するため、用水量の調整や施設の維持管理を行っている。
　天竜川の水を守るために、浜松市天竜区水窪町において昭和３１年から「水源涵養林」を育成管理しており、永年の功績が認められ、令和
４年４月に内閣総理大臣表彰を受けている。



提 供 日 2023/09/27

タイトル 経営革新計画の承認（令和５年８月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和５年８月の経営革新計画を16件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部５件、中部７件、西部４件となっており、市町別で
は静岡市が最多の５件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で９件となっています。

１　令和５年８月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 5件 7件 4件 16件 126件

　

２　市町別内訳
　　 東部

区分 富士市 富士宮市 伊東市 河津町
件数 ２件 １件 １件 １件

　　 中部
区分 静岡市 牧之原市 川根本町
件数 ５件 １件 １件

　　　　西部
区分 浜松市 磐田市 袋井市
件数 ２件 １件 １件

３　　業種別内訳
区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 ９件 ０件 ０件 ０件 ２件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習法支援 サービス業 その他
　件数 ２件 ０件 ０件 ２件 １件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ４版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf

http://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r4jireishu.pdf


提 供 日 2023/09/27

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第16報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月27日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第16報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第16報（９月26日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 沼津市 408 13 1 34 9 8 9月27日 ～ 9月2
2 中学校 沼津市 386 14 1 31 12 12 9月25日 ～ 9月2
3 中学校 三島市 263 9 3 91 50 50 9月26日 ～ 9月2
4 中学校 伊豆の国市 486 17 1 31 12 10 9月26日 ～ 9月2
5 小学校 駿東郡清水町 677 26 1 29 8 6 9月26日 ～ 9月2

1 29 9 9 9月27日 ～ 9月2
6 小学校 駿東郡長泉町 735 28

1 29 9 9 9月26日 ～ 9月2
7 こども園 駿東郡小山町 113 9 1 13 5 5 9月26日 ～ 9月2
8 中学校 富士宮市 619 21 1 34 11 11 9月25日 ～ 9月2
9 小学校 富士宮市 758 25 1 28 13 13 9月26日 ～ 9月2
10 小学校 富士宮市 560 1 1 30 9 9 9月27日 ～ 9月2
11 小学校 富士市 687 1 1 35 7 7 9月27日 ～ 9月2
12 小学校 富士市 498 1 1 28 10 9 9月27日 ～ 9月2
13 高等学校 静岡市駿河区 626 22 1 31 15 15 9月25日 ～ 9月2
14 中学校 静岡市駿河区 611 22 1 32 16 16 9月26日 ～ 9月2
15 中学校 静岡市清水区 192 7 1 26 8 8 9月26日 ～ 9月2
16 小学校 静岡市清水区 514 20 1 35 12 12 9月26日 ～ 9月2
17 小学校 静岡市清水区 409 16 1 35 23 14 9月26日 ～ 9月2
18 中学校 焼津市 655 24 1 32 12 11 9月26日
19 中学校 島田市 321 9 3 107 24 24 9月26日
20 中学校 焼津市 310 13 1 31 14 14 9月26日 ～ 9月2

1 34 6 6 9月26日 ～ 9月2
1 31 6 6 9月26日 ～ 9月2
1 31 5 5 9月26日 ～ 9月2
1 35 13 13 9月26日 ～ 9月2

21 中学校 焼津市 546 19

1 35 6 6 9月26日 ～ 9月2
1 27 8 8 9月26日 ～ 9月2

22 小学校 焼津市 353 14
1 27 12 12 9月22日 ～ 9月2

23 小学校 焼津市 1,015 35 1 35 8 8 9月26日 ～ 9月2
24 高等学校 掛川市 983 24 1 41 6 6 9月25日 ～ 9月2
25 小学校 磐田市 566 22 1 30 10 10 9月27日 ～ 9月2
26 小学校 菊川市 443 19 1 31 7 7 9月27日 ～ 9月2
27 高等学校 浜松市中区 946 24 1 41 14 8 9月26日 ～ 9月2
28 中学校 浜松市中区 632 23 1 36 12 12 9月27日 ～ 9月2
29 小学校 浜松市東区 808 29 1 33 11 9 9月27日 ～ 9月2
30 小学校 浜松市西区 362 14 1 28 7 7 9月27日 ～ 9月2
31 幼稚園 浜松市西区 222 10 1 20 6 6 9月25日 ～ 9月2

本日合計 ３高等学校、１２中学校、１４小学校、１幼稚園、１こども園 41 1,286 425 401
１５７施設

本日までの累
計（実数） （ １６高等学校、　３８中学校、　９５小学校、　５幼稚園、

　０保育所、　３こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）
297 8,751 2,844 2,671

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月26日（21施設） 　



提 供 日 2023/09/27

タイトル 舞台芸術公園で演劇体験と劇場探検！
ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催いたしま
す。

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 観光政策課

TEL 054-221-3638

  　　　

　　　　　舞台芸術公園で演劇体験と劇場探検！

　　　　　　　～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～
　
　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、「めざせ！
ふじのくに子ども観光大使」事業として、県内各地域で認定講座を開催しています。
　今年度第６回目となる今回の講座では、静岡県舞台芸術センター(劇団ＳＰＡＣ)の永井健二様、仲村悠希様を講師に
迎え、静岡が誇る劇団の演劇を自ら体験し、その魅力を発見します。

日　　時 令和５年10月１日(日) ９時30分～12時00分
（受付開始:9時00分）

会　　場 静岡県舞台芸術公園（静岡市駿河区平沢100-1）　

対　　象 県内在住の小・中学生
参加人数 15名程度予定
講座内容 演劇ワークショップ、野外劇場「有度」見学

[主　 催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来　

　　

　

地域や世界とつながる「ふじのくに」



提 供 日 2023/09/27

タイトル 【東アジア文化都市】文化財関連イベント満載「ふじ
のくに文化財オータムフェア2023」イベントガイドを
作成！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-3159

【東アジア文化都市2023静岡県】
文化財関連イベント満載「ふじのくに文化財オータムフェア2023」

イベントガイドを作成！

　静岡県には、日本一の高低差と東西交流が生み出した魅力ある文化財が数多く残り、地域特有の歴史ストーリーや文化の伝統を
辿ることができます。

　県では、毎年文化の秋である10月から11月に、「ふじのくに文化財オータムフェア」を開催しています。市町や文化財所有者な
どと協力して、県民が文化財と地域の魅力に触れて楽しむことができるイベントを、県内各地で展開しています。

　このたび、今年の秋に開催される文化財関連イベントのうち、76件を掲載したイベントガイドを作成しました。東アジア文化都
市2023の今年は、例年以上に多くの県下全域の文化財関連イベントが満載です。
　このガイドは、ウェブサイトにも掲載しています。
　

１　イベントガイド
(１)名称 「ふじのくに文化財オータムフェア」イベントガイド2023
(２)仕様 Ａ４版、中綴じ12ページ
(３)部数 8,000部
(４)配布先 県機関、市町、観光協会、日本平夢テラス　ほか
(５)ホームページ 県文化財課ホームページにも掲載（QRコードは左下）

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1054974.html

２　ウェブサイト
(１)概要 ＠エス［アットエス］

「ふじのくに文化財オータムフェア」特集（QRコード中央）
(２)ＵＲＬ https://www.at-s.com/event/featured/fujinokuni-autumnfair/index.html/

３　問合せ先　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　電話　054-221-3159

　　 　　
～東アジア文化の源流は昔（いにしえ）からの交流にあり～

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1054974.html
https://www.at-s.com/event/featured/fujinokuni-autumnfair/index.html/


提 供 日 2023/09/27

タイトル JR浜松駅で東アジア文化都市2023静岡県秋版ガイドを
配布します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 東アジア文化都市推進班

TEL 054-221-3271

JR浜松駅で東アジア文化都市2023静岡県秋版ガイドを配布します！

東アジア文化都市2023静岡県実行委員会は、県民の皆様への「東アジア文化都市2023静岡県」PRのため、９月から１１月の「コア
期間」の事業410件のうち118件を掲載した「東アジア文化都市2023静岡県」秋版ガイドをJR浜松駅で配布します。

１　日時
　　令和５年９月28日（木）7:45～8:45 

２　場所
　　JR浜松駅改札口前コンコース（浜松市中区砂山町6－2）

３　実施内容
「東アジア文化都市2023静岡県」スタンドバナー、幟を設置し、秋版ガイドを配布します。
当日はふじっぴーの他、広報アンバサダーである劇団SPACより宮城嶋遥加さんが参加します。

４ 取材について
　取材を希望する方は、前日の16:00までに県文化政策課及びJR東海静岡広報室へご連絡をお願いします。
・静岡県文化政策課　　　電話：054-221-3271（担当：佐野）
・JR東海静岡広報室　　　

　　　　　　「世界に認められた　日本の文化」



提 供 日 2023/09/27

タイトル 週に１度はスポーツをしよう！10月は「ふじのくにス
ポーツ推進月間」

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

週に１度はスポーツをしよう！
10月は「ふじのくにスポーツ推進月間」

１　「ふじのくにスポーツ推進月間」について
　県では、毎年10月を「ふじのくにスポーツ推進月間」とし、県民の誰もが気軽に楽しむことができる様々なスポーツイベントを
県内各地で開催します。
　この機会に是非いろいろなスポーツを体験してください。

２　開催イベント
　10月～11月に開催予定のイベントは次表のとおりです。

イベント名 日時 場所 概要
10月９日（月・祝）
10:00～15:05

三島市民体育館ニュースポーツ
ふれあいフェスタ

11月23日（木・祝）
10:00～15:05

御殿場市体育館

気軽にできるニュー
スポーツの体験イベント
（午前、午後の入替制、
事前申込制（先着順））

ふじのくに
スポレクフェス2023

10月22日（日）
10:00～15:00

静岡市民文化会館体験（ニュースポーツ、マ
インドスポーツ、レク式体
力チェック）
講座（ヨガ、親子で運動あ
そび、ココロとカラダの元
気づくり）
（講座は事前申込制（先着
順））

県民スポーツ
レクリエーション祭
種目別大会

10月～11月 県内各地 ４月から12月まで、
ニュースポーツの種目別
大会を県内各地で実施

しずおかスポーツ
フェスティバル

10月～11月 県内各地 ５月から12月まで、
スポーツの種目別大会を
県内各地で実施

※詳しい内容は県スポーツ振興課のホームページを御覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/sports/shogaisports/1049755.html
 「ふじのくにスポーツ推進月間」で検索

「スポーツを感じるまち」

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/sports/shogaisports/1049755.html


提 供 日 2023/09/27

タイトル 女子バレーボール元日本代表の大林素子GMが率いるブ
レス浜松が知事を表敬訪問！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 杉山

TEL 054-221-2504

バレーボール元⽇本代表の⼤林素⼦GMが率いるブレス浜松が知事を訪問︕
 
⼥子バレーボールのプロスポーツチームであるブレス浜松が、Vリーグ開幕前に知事を表敬訪問し、10⽉28⽇に開幕する次期シーズンに向けた意気
込みなどを語ります︕

１　⽇　時　令和５年10⽉５⽇（⽊）　14時30分 から 15時00分 まで（30分間）

２　場　所　知事室（県庁東館５階）

３　訪問者
　 　【ブレス浜松】
　　 代表理事　　　　　　　 森島　康之（もりしま　やすゆき）
　　 副代表　　　　　　　　　野⽥　滋丈（のだ　しげたけ）
　　 ゼネラルマネージャー　  大林　素子（おおばやし　もとこ）
　　 チームドクター　　　　 　中⼭　理（なかやま　さとる）

４　内　容
　(1) 訪問者紹介

　(2) 各種報告
        Vリーグ開幕への意気込み(10⽉28⽇開幕)
        特別国体への意気込み(10⽉8⽇〜10⽉11⽇)
        ふじのくにパラスポーツコンソーシアムへの参画

　(3) 歓談

　(4) 記念撮影

　　～スポーツを感じるまち～



提 供 日 2023/09/27

タイトル 「子どもの性暴力被害支援者研修会」（全２日間）を
開催します。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3715

　　　　　　　　　　　　　　「子どもの性暴力被害支援者研修会」（全２日間）

　　　　　　　　　　　　　　　を開催します。

本年７月、刑法の性犯罪に関する規定が見直され、政府による「こども・若者の性被害防止のための緊急対策パッケージ」がとりまとめられる

等、子どもに対する性暴力被害の防止や支援に関心が高まっています。

県では、子どもの性暴力被害の支援にかかわる、市町や学校、福祉、警察、その他関係機関の職員を対象に、子どもの性暴力被害に対す

る基礎を学び、子どもに寄り添った対応ができる人材を育成するため、全２日間の研修会を開催します。

開催日時
１　令和５年１０月　３日（火）１３時３０分～１６時２０分

２　令和５年１１月２８日（火）１３時３０分～１６時４５分

会　　場
グランシップ　１００１－１会議室

（所在地：静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）

　【挨　拶】

　警察庁長官官房参事官(犯罪被害者等施策担当)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口　真美　氏

【行政説明】

静岡県性暴力被害者支援センターSORAについて（くらし交通安全課）

「幼少期の性暴力被害とその後～当事者が求める支援とは～」

おやこひろば桜梅桃李代表　　　　　　柳谷　和美　氏

１

　「子どもの性暴力被害に対する基礎知識

　　　　　　　　　　　　　　　 ～トラウマインフォームドケアの視点～」

　兵庫県こころのケアセンター副センター長兼研究部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀岡　智美　氏

「性をポジティブに学ぶこと・「からだの権利」を知ること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～包括的性教育の可能性～」

埼玉大学教育学部教授　田代　美江子氏

内　　容

２ 【グループワーク】

「子どもの性暴力被害を知ったとき～周囲の大人がどう対応するか～」

ウィメンズカウンセリング京都　フェミニストカウンセラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周藤　由美子　氏

参加者数 会場：約３０人　（録画オンデマンド配信申込：約１３０人）

＜取材に際してのお願い＞

・会場内の撮影の際、参加者の個人が特定できる顔等の撮影はしないでください。

　講師及び会場後方からの撮影は可能です。



提 供 日 2023/09/27

タイトル 外国人住民と地域住民の交流を後押し！外国料理教室
を開催します（取材案内）

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

外国人住民と地域住民との交流を後押し！外国料理教室を開催します
～「外国人材の第二の故郷」となる地域づくりの取組～（取材案内）

県では、少子高齢社会・人口減少により、今後、深刻化が懸念される経済規模の縮小や労働力不足などの課題に対応するため、県内で働

く外国人材の活力を取り込み、地域住民との共生、地域活性化に寄与する「外国人材のための第二の故郷」づくりを進めています。

９月～12月にかけて、県と川根本町、地元企業等が協働して、様々な外国人材と地域住民との交流イベントを実施しています。

外国料理教室では、外国人住民が地域住民に母国の料理を教え、一緒に食卓を囲んで交流を深めます。子どもからお年寄りま

で、幅広い年齢の方々が参加する人気企画ですので、ぜひ取材をお願いします！

１　外国料理教室　概要

日　時

○イタリア料理教室
10月１日（日）　10時00分～14時00分

○インドネシア料理教室
11月18日（土）　10時00分～14時00分

場　所 川根本町文化会館　栄養指導室（榛原郡川根本町東藤川909-１）

対象者 川根本町住民等　各20名程度

講　師
川根本町の外国人住民
イタリア料理教室（１名）・インドネシア料理教室（８名）

２　交流イベントの今後の予定（参考）

区分 時期等 内容
伝統文化

体験
10月２日（月）19時00分～ ・地元の和太鼓チームの練習会に、外国人

住民が参加。
スポーツ

交流
10～11月【練習】平日夜４回
12月【試合】土日１回

・地域住民を対象に、インド人住民がインドで
大人気のスポーツ「クリケット」講習を実施。

料理交流 12月【川根本町郷土料理】 ・地域住民が外国人住民に川根本町の郷土
料理を教え、相互理解を図る。

３　問合せ先

　取材いただける場合は、下記担当まで御連絡ください。

　地域外交課　太田（平日：054-221-2309／当日：090-5620-1932）



提 供 日 2023/09/27

タイトル 【取材依頼】インドネシア西ジャワ州職員等向けにオ
ンラインセミナーを実施します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3325

【取材依頼】
インドネシア西ジャワ州職員等向けに

オンラインセミナーを実施します

　2017年11月に「人材育成及び経済分野での協力推進に係る覚書」を調印したインドネシア・西ジャワ州の職員等向けに、オンラインセミ
ナーを実施します。
　本セミナーでは、「静岡県で働く」をテーマに、日本の在留資格や労働法制を学ぶとともに、県内企業がインドネシア人材に求めることや
インドネシア人からみた本県での生活について理解を深めます。是非ご取材ください！

●概要
（１）日時　令和５年10月３日（火）及び27日（金）　９時45分～16時（うち４時間程度）※内容は両日とも同じ

（２）場所　静岡県地域外交課（県庁東館３階）

（３）研修テーマ　「静岡県で働く」

（４）言語　日本語（日・インドネシア語通訳あり）

（５）タイムスケジュール・講師

時間 内容 講師

9:45-10:00 開会あいさつ

10:00-12:00 研修（１）
日本の在留資格（種類、要件など）
日本の労働法制

フォースバレー・コンシェルジュ
株式会社
社会保険労務士法人　アスカ総合
事務所

12:00-13:00 （休憩）

13:00-14:00 研修（２）
静岡県の企業がインドネシア人材に求め
ること

海外合同面接会（本県と西ジャワ
州が共催で実施）で、インドネシ
ア人材を採用した県内企業

14:00-15:00 （休憩）

15:00-16:00 研修（３）
インドネシア人からみた静岡県での生活 県多文化共生課国際交流員

●取材いただける場合は、事前に地域外交課までご連絡ください。



提 供 日 2023/09/28

タイトル 障害者スポーツ応援隊事業「パラ陸上選手と一緒に走
ろう！」

担　　当 教育委員会 清水特別支援学校

連 絡 先 教頭　松浦

TEL 054-368-6800

障害者スポーツ応援隊事業
「パラ陸上選手と一緒に走ろう！」

　清水特別支援学校では、障害者スポーツ応援隊事業として、静岡県ゆかりのパラリンピアン、陸上の佐藤圭太選手との交流活動
を行います。
　交流をとおして、児童生徒が視野を広げ、今後の生活に夢や希望がもち、いきいきと活動することを期待しています。
　当日は佐藤選手からの講話をはじめ、メダルや義足を見せていただいたり、一緒に体育館で走ったりする活動を計画していま
す。

１　開催日
　　令和５年10月５日（木）午前10時30分～午前11時30分

２　会　場
　　静岡県立清水特別支援学校
　　（静岡市清水区八坂東一丁目16-1）

３　内　容
　　佐藤選手の講話、児童生徒からの質問、一緒に走る活動、記念撮影など

４　参加者
　　清水特別支援学校小学部４～６年　児童50人
　　　　　　　　　　中学部　生徒64人
　　　　　　　　　　高等部　生徒80人
　　　　　　　　　　職員
　　
５　その他
　　取材いただける場合には、前日10月４日（水）16時までに清水特別支援学校へ
　ご連絡ください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立清水特別支援学校
　　電　話：054-368-6800
　　担　当：教頭　松浦　雅子

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/09/28

タイトル 県こども未来課との協働による「ライフデザイン講
座」を開催します！

担　　当 教育委員会 駿河総合高等学校

連 絡 先 教諭　遠藤

TEL 054-260-6688

県こども未来課との協働による
「ライフデザイン講座」を開催します！

　駿河総合高校では、静岡県こども未来課との協働による「ライフデザイン講座」を開催します。
　少子化が進む現在、子育ての楽しさや家族の在り方を知ることで、高校生がこれからのライフデザインを考える機会とします。

１　開催日
　　令和５年10月５日（木）午前10時45分～午後０時35分
　　　　　　　　　　　　　（100分間＋休憩10分）

２　会　場
　　静岡県立駿河総合高等学校　生徒ホール
　　（静岡市駿河区有東3-4-17）

３　内　容
　　講義・ペアワーク

４　参加者
　　駿河総合高校　１年次生　235名
　　
５　講師等
　　派遣講師：国家資格キャリアコンサルタント　杉山　知子氏
　　派遣ロールモデル：子育て中の親御様　２名
　　静岡県こども未来課　２名

６　問い合わせ先
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　電　話：054-260-6688
　　担　当：教諭　遠藤　健

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/09/28

タイトル 静岡県図書館大会　第30回記念大会　～齋藤　孝　氏 
による特別講演～

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 静岡県立中央図書館企画振興課

TEL 054-262-1246

静岡県図書館大会　第30回記念大会
～齋藤　孝 氏による特別講演～

　静岡県図書館大会は、図書館や読書に興味を持つ方々が、研修・交流するイベントです。
　午前は明治大学文学部教授の齋藤孝氏による特別講演、午後は多彩な講師陣による６つの分科会を開催します。
　図書館関係者だけでなく一般の方もご参加いただけます。午前のみ、午後のみの参加も可能です。

１　日時　令和５年11月13日（月）
　　　　　10時25分から15時45分まで

２　会場　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　　　　（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１　ＪＲ東静岡駅隣接）

３　内容
　(1)特別講演（11:10～12:30）
　　「読書が生み出す力・導く力」
　　　講師：齋藤　孝　氏（明治大学文学部教授）
  
  (2)分科会（13:45～15:45）※各会場は当日に配布する資料に掲載
第１分科会 図書館サービス１ 「図書館のＳＯＳ　利用者と職員をまもるための心得」
第２分科会 図書館サービス２ 「館種を超えた図書館・情報環境を考える－デジタル、○○○、そし

て自治」
第３分科会 子どもの読書活動 「松岡享子さんが教えてくださったこと」
第４分科会 幼児・児童・ＹＡに対するサー

ビス
「絵本読みと読書が支える言葉力、思考力、学力」

第５分科会 学校図書館 「ＧＩＧＡスクール時代の学校図書館のアップデート」
第６分科会 大学図書館 「キャッシュレス決済による図書館サービス拡大の可能性」

４　参加料　無料

５　申込締切　10月20日（金）

６　問合せ先　静岡県立中央図書館企画振興課　電話：054-262-1246

※申込方法等詳細については、県内公立図書館（室）にあるチラシまたは静岡県立中央図書館ウェブサイトをご確認ください。

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/09/28

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第17報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月28日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第17報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第17報（９月27日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 幼稚園 沼津市 161 7 1 27 7 7 9月27日 ～ 9月2
2 小学校 富士市 568 21 1 31 10 10 9月26日 ～ 9月2

1 33 8 8 9月26日 ～ 9月2
3 中学校 掛川市 642 23

1 30 8 8 9月26日 ～ 9月2
4 高等学校 浜松市浜北区 1,070 27 9 361 51 51 9月26日 ～ 9月2

1 21 6 6 9月27日 ～ 9月2
5 幼稚園 浜松市西区 222 10

1 25 6 6 9月27日 ～ 9月2
本日合計 １高等学校、１中学校、１小学校、２幼稚園 15 528 96 96

１６１施設
本日までの累

計（実数） （ １７高等学校、　３９中学校、　９６小学校、　６幼稚園、
　０保育所、　３こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）

312 9,279 2,940 2,767

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月27日（31施設） 　



提 供 日 2023/09/28

タイトル 静岡県立病院機構第４期中期目標の策定に係る県民意
見提出手続（パブリックコメント）の実施

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

　県では、地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人静岡県立病院機構が達成すべき業務運営に関する目標となる
「第４期中期目標」（目標期間：令和６年度～10年度）を策定します。策定に当たり、当該目標（案）に対する県民の皆様からの
御意見を広く募集します。
　なお、県立病院機構では、中期目標に基づき、今年度内に中期計画を作成することとなります。

１　意見の募集期間　
　　令和５年９月28日（木）から令和５年10月16日（月）まで

２　閲覧方法
　　静岡県ホームページ上に掲載
    アドレス：http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

３　提出方法・提出先
　　持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で次の提出先に
　　意見書（様式自由）を提出してください。

 　（１）持参又は郵送の場合
 　　　　〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町９番６号
　　　　 静岡県健康福祉部医療局医療政策課医療企画班（県庁西館３階）
 　（２）ファクシミリの場合
　　　　 054-251-7188（静岡県健康福祉部医療局医療政策課医療企画班）
 　（３）電子メールの場合
         iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp

４　留意事項
　　・いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書に
　　　は、氏名、住所及び連絡先（電話番号）を明記してください。
　　・いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で
　　　県のホームページにおいてお示しします。個別の回答はいたしませんので、
　　　御了承ください。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/28

タイトル 静岡県摂食障害フォーラム2023を開催します！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 静岡県摂食障害支援拠点病院（浜松医科大学附属病院

精神科神経科内）

TEL 053-435-2295

（要旨）
摂食障害は、思春期に発病しやすく、心身ともに影響の大きな病気です。
このフォーラムでは、専門医が摂食障害の基本的な知識をわかりやすく解説し、子どもの摂食障害の治療や支援などについて話し
ます。

（概要）
１　日時　令和５年10月28日（土）　午後２時～午後３時50分

２　会場　静岡県産業経済会館３階特別会議室（静岡市葵区追手町44－１）

３　内容
　　・第１部（午後２時～午後２時50分）
　　　「子どもの摂食障害～神経性やせ症ではない多様な形～」

　　・第２部（午後３時～午後３時50分）
　　　（１）主に家族・支援者向け「こんな時どうする？～摂食障害当事者への声掛けと対応～」
　　　（２）主に当事者・家族向け「当事者の体験談と交流」
　　　※参加者は、（１）又は（２）どちらかに参加。

４　講師　静岡県立こども病院こころの診療部部長　大石聡医師　ほか

５　対象者　摂食障害当事者、家族、支援者、摂食障害に関心のある県民

６　参加費　無料

７　定員　140名（先着順）

８　申込み
　　静岡県摂食障害支援拠点病院ホームページ内申込みフォームから
　　URL：http://www.shizuoka-ed.jp/seminar/
　　※申込み期限：令和５年10月27日（金）午後５時

９　問合せ
　　静岡県摂食障害支援拠点病院（浜松医科大学附属病院精神科神経科内）
　　電話番号：053-435-2295（平日９時～午後３時30分）
　　※取材申込みは、事前に御連絡ください。

10　その他
　　静岡県では、平成27年度から、静岡県摂食障害支援拠点病院として浜松医科大学附属病院を指定し、摂食障害に関する事業を
進めています。

http://www.shizuoka-ed.jp/seminar/


提 供 日 2023/09/28

タイトル 富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延
長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野・大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延長

　富士山静岡空港において、国際線を運航する航空会社から次のとおり連絡がありましたので、お知らせします。

航空会社 路線 運航頻度 期間

寧波線

杭州線
中国東方

航空
南昌線

一時運休

【変更前】
 令和５年９月30日まで運休
【変更後】 
  令和 ５ 年10 月28 日 まで 運休

北京首都
航空

 杭州線  ２往復／週
 (木・日)

 【変更前】
  令和５年９月28日まで欠航
 【変更後】
   令和 ５ 年10 月26 日 まで 欠航

※欠航等の期間については、状況により変更する場合があります。  

（参考）  

航空会社 路線 運航頻度 期間

チャイナ
エアライン

台北線 ２往復／週
(火・金)

  令和５年10月27日まで欠航
 【欠航期間に変更なし】



提 供 日 2023/09/28

タイトル オーストラリアの人気インフルエンサーが静岡県の歴
史・文化資源の魅力を海外に発信！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3637

オーストラリアの人気インフルエンサーが静岡県の歴史・文化資源の魅力を海外に発信！

　インバウンドの主要市場の一つであるオーストラリアからの誘客促進を図るため、オーストラリア在住の人気インフルエンサーを本県に招請し
ます。

欧米豪市場では、日本の歴史・文化体験が人気の高いコンテンツであるため、本県の歴史・文化に係るリアルな体験を通して、外国人目線
でその魅力を発信します。

１　招請インフルエンサー
・ＮＯＭＡＤａｓａｕｒｕｓ（Ａｌｅｓｈａ Ｂｒａｄｆｏｒｄ氏とＪａｒｒｙｄ Ｓａｌｅｍ氏によるカップルインフルエンサー）
・２人のコンテンツは、ＢＢＣやＣＮＮなど大手メディアにも掲載され評価されている
・オーストラリアにおけるトップ30のインフルエンサーに選出されるなど影響力が高い

２ 実施内容
（１）内容

　　　　ＮＯＭＡＤａｓａｕｒｕｓが、県内の歴史・文化スポットの訪問や体験を通して、ＳＮＳやブログで情報発信を行います。なお、情報発信は、訪問
後随時実施されます。
（２）発信媒体等

媒体 フォロワー数等
ＳＮＳ（Instagram、Facebook、Ｘ（旧Twitter）） 合計20万フォロワー

ブログ 月間180万ページビュー
（３）日程、訪問先

日程 10月４日（水） 10月５日（木） 10月６日（金） 10月７日（土）
訪問
エリア

西部 中部 中部、伊豆 伊豆、東部

主な
訪問先

・二橋染工場
　（注染そめ体験）
・目の霊山　油山寺

・岡部宿大旅籠柏屋
・日本平夢テラス
・久能山東照宮

・駿河湾フェリー
・土肥金山
・黄金崎

・わさびの里
　サイクリング
・来宮神社

３　取材について　
　　下記スポットにおいて現地での取材が可能です。取材を希望される場合は、10月３日（火）15時までに観光振興課（054-221-3637）に御
連絡ください。

取材可能スポット 訪問予定日時

二橋染工場　　　（住所：浜松市中区常磐町138－14）
※注染染め体験実施予定 10月４日（水）９時00分頃

目の霊山　油山寺（住所：袋井市村松１） 10月４日（水）13時30分頃

日本平夢テラス　（住所：静岡市清水区草薙600－１） 10月５日（木）13時30分頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「地域や世界とつながる“ふじのくに”」



提 供 日 2023/09/28

タイトル 「ふじのくに芸術祭2023書道展」と「第25回静岡県障
害者芸術祭（西部会場）」を同時開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

　

「ふじのくに芸術祭2023書道展」と

「第25回静岡県障害者芸術祭（西部会場）」を浜松にて同時開催します！

＜要旨＞　
　静岡県では、県内最大の総合芸術祭である「ふじのくに芸術祭2023（第63回静岡県芸術祭）」の書道展と障害のある方の文化芸
術作品を展示する「第25回障害者芸術祭（西部会場）」を浜松にて同時開催します。
　また、会期の初日に、両芸術祭の合同開会式を実施します。
　
＜概要＞
　１　会　期　令和５年９月30日（土）～10月５日（木）

　２　会　場　 クリエート浜松（浜松市中区早馬町2-1）

　３　時　間　午前10時～午後５時
　　　　　　　　（最終日の10月５日(木)は午後２時まで）

　４　入場料　無料

　５　合同開会式
　　　日　時　　令和５年９月30日（土）午前10時から
　　　会　場　　クリエート浜松　３階ロビー　
　　　内　容　　芸術祭賞受賞者の挨拶や障害者芸術祭出品者による作品紹介等　

　６　見どころ　　

ふじのくに芸術祭書道展 審査で選ばれた芸術祭賞受賞作品のほか、入選作品を約400点展示します。
障害者芸術祭
（西部会場）

70点を超える公募作品や全国的にも有名な「工房集（しゅう）」の特別展示、誰でも参加可能なワー
クショップを開催します！

　７　書道展受賞作品
芸術祭賞 後援者賞(K-MIX賞)

種　別 漢　字 か　な
題　名 李　白　詩 氏　真　の　歌
氏　名 西島　春華 星野　晃範
作　品

審査評 　李白の詩一節を横形式に展開した秀
作。自己の心情赴くまま、滔々と流れる川
のごとく緩急をつけた筆致は観る者を圧倒
し魅了してやまない。潤渇効果も巧みに
処理され、行間には爽やかな風が吹いて
いる。
（評：日賀野　琢氏）

　力強い。仮名作品でありながら深い線が
見る者に伝わってくる。そして明るい。
シャープな筆運びで無駄のない構成だから
である。中央部、「神」と「来」の縦画で方向
を変えながらの表現は、作者の技量を感じ
させる。
（評：倉橋　奇艸氏）

※入賞、入選に関する情報は静岡県ホームページで公開中です。
 https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1053512/1057010.html

８　問合せ先　ふじのくに芸術祭事務局（静岡県文化政策課）
　　　　　　　　　　TEL：054-221-３１０９

　 　　                      
【障害者芸術祭展示作品】                                 「世界に認められた日本の文化」

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1053512/1057010.html


提 供 日 2023/09/28

タイトル 富士川水系の河川水に係る調査結果（８月実施分）に
ついて

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

山梨県と静岡県が協働し、国土交通省も連携協力して富士川水系の河川水に係る第11回目の調査を令和５年８月２日（水）に実
施しました。その調査結果をお知らせします。

また、これまで実施した調査結果を取りまとめましたので、合わせてお知らせします。

　　　　１　結果概要　

　　　（１）アクリルアミド
  　　　　　　　県内富士川本支川４地点の河川水で検出されましたが、人や水生生物への影響を考慮した各種指標（別添３　指標等）を下回って

いました。

　　　　　　　　　(２）浮遊物質量（ＳＳ）
　環境基準が適用されている富士川では、全ての地点で環境基準値を上回っていました（雨畑川と早川は環境基準が設定されていま

せん）。

　　・　結果一覧：別添１参照
　　・　調査地点：別添２参照
　　・　指標等：別添３参照

　　　　２　これまでの調査結果の報告：別添４参照
　　令和３年７月以降、山梨県・静岡県・甲府河川国道事務所で実施した富士川水系の河川水等に係る調査につきまして、これまでの結

果を取りまとめました。

　　 　３　今後の調査計画
　　　・本県では、引き続き富士川水系の河川水に係る調査を実施します。
　　　・調査の日程等につきましては、生活環境課ホームページにてお知らせしています。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002637/1046471.html

0928betten01.pdf0928betten01.pdf

0928betten02.pdf0928betten02.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/taikisuishitsu/1002637/1046471.html


提 供 日 2023/09/28

タイトル 【9/30開催】親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産「森
里川海のつながり学習会（海の回）」を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班（秋元）

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産～

「森・里・川・海のつながり学習会～安倍川編～」を開催します

【9/30開催　第１回　海のフィールド】

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、「森」「里」「川」「海」の各フィールドが海を豊かに
する関係を実験や観察を通じて体感し、その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催します。
この度、第１回目となる「海」のフィールドでは、駿河湾のプランクトンの観察やそれを捕食するサクラエビの生態などを学びます。

１　日時
　　　令和5年9月30日（土曜日）午後１時～4時
　　　※荒天等の場合：10月15日（日曜日）に延期

２　会場
　　　静岡大学農学部　地域フィールド科学教育研究センター「用宗フィールド」（静岡市駿河区用宗2-28）

３　参加者
　　　安倍川流域の小学校４から６年生とその保護者（９組20人【定員20人】）
　　　※募集は、学区に安倍川含む小学校にチラシを配布して行いました。

４　学習会「海のフィールド」の主な内容
　　　・駿河湾のプランクトンを顕微鏡で観察
　　　・サクラエビの生態の講義　【講師】静岡大学農学部応用生命科学科　笹浪知宏 教授
　　　・駿河湾の恵み（海産物）の試食
　　　・アマモの種採取体験（藻場再生の手法の体験）

５　その他
　　・本学習会は、「森」「里」「川」「海」各フィールドで１回づつ（計４回）開催します。海のフィールド以外の開催概要は、添付のチラシにてご

確認ください。
　　・昨年度、狩野川流域で開催した学習会では 、 参加者 アンケートの 結果 、 ９ 割以上 の 方 から 「 とても 満足 」 又 は 「 満足 」 との 回答 をいただき

 ました 。

【お問合せ先等】
　　・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597
　　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）



提 供 日 2023/09/28

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第151報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果につい
て、前回の速報（令和５年８月31日）から９月末までに結果がまとまったものを報告します。
　今回採取した試料の測定値は、すべて過去の変動幅の範囲内でした。
　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) すいか〔１〕
御前崎市１か所
採取日:7/4

0.0078 ND～0.015 Bq/kg 生

 (2) 浮遊塵〔10〕 御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間:7/3～
31、8/1～31

ND ND mBq/m
3

 (3) 上水〔２〕 御前崎市２か所
採取日:7/4

ND ND mBq/L

 (4) 原乳〔１〕
菊川市１か所
採取日:7/4

ND ND Bq/kg 生

 (5) かき〔１〕
発電所周辺海域
採取日:7/25 ND ND Bq/kg 生

（注）
・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2023/09/28

タイトル 令和5年静岡県の自動車保有台数調査結果

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2245

令和５年４月１日現在の静岡県の自動車保有台数を取りまとめた。

１　自動車保有台数は3,132,842台で２年ぶりに増加

県内の自動車保有台数は、3,132,842台で、前年と比べ795台増となり、２年ぶりに増加となった。

２　乗用車は減少、軽自動車は増加

(１)　車種別の内訳をみると、「乗用車」が全体の41.8％（1,309,910台）を占め、次いで「軽自動車」37.5％（1,173,649台）、「二輪・原付」
11.3％（353,410台）、「トラック等」4.3％（136,093台）、「準乗用車（貨客兼用小型自動車等）」2.5％（78,341台）となってい

る。（第２図）

　　　　　　　　(2)　対前年増減台数をみると、「乗用車」は10,203台減少、「軽自動車」は12,322台増加した。（第３図）

(3)　乗用車は６年連続の減少となった。軽自動車は昭和53年から46年連続の増加となり、昭和44年調査開始以降最高の台数となった。

３　電気自動車等の乗用車に占める割合は30.9％
電気自動車等（※）は県全体でみると408,356台、全車種に占める割合は13.1％(対前年比1.0ポイント上昇)となり、乗用車のみでは

404,665台、30.9％(同2.4ポイント上昇)となっている。
市町別に電気自動車等の乗用車保有台数をみると、浜松市（95,012台）と静岡市（83,303台）の上位２市の合計台数が県全体

（404,665台）の44.1％となっている。
　※　電気自動車等：電気自動車、ハイブリッド車及びプラグインハイブリッド車

※詳細については、統計センターしずおか（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）をご覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2023/09/28

タイトル 定期給与７か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年７月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2246

令和５年７月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
　（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金
　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は262,871円、名目賃金指数（定期給与）は104.1で、前年同月比2.1％増と７か月連
続で前年同月を上回った。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は10.8時間、所定外労働時間指数は116.1で、前年同月比3.8％増と20か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は13.7時間、所定外労働時間指数は120.2で、前年同月比3.0％増と４か月連続で
前年同月を上回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,439,259人、常用雇用指数は102.3で、前年同月比0.8％増と14か月連続で前年同月を上回った。
なお、パートタイム労働者比率は30.6％で、前年同月差0.2ポイント減と２か月連続で前年同月を下回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は287,024円で、前年同月比0.7％増と４か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.2時間で、前年同月比2.5％増と20か月連続で前年同月を上回った。
(3)常用労働者数は863,363人で、前年同月比0.7％増と35か月連続で前年同月を上回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は「令和２年平均＝100」とする。
(3)対前年（前月）比等の増減率は、原則として指数により行っているため、実数から算定した場合とは必ずしも一致しない。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2023/09/28

タイトル 対前月比で生産は低下、出荷は上昇
静岡県鉱工業指数（令和５年７月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和５年７月の鉱工業生産指数（季節調整済：平成27年=100）は90.8となり、前月比は2.5％減と2か月連続して低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.7％減と2か月連続して前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、汎用・生産用・業務用機械、食料品・たばこ、窯業・土石製品等が上昇する一方、電気機械、輸送
機械、ゴム製品等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和５年７月の鉱工業出荷指数（季節調整済：平成27年=100）は90.9となり、前月比は0.3％増と2か月ぶりに上昇した。
また、前年同月比（原指数）は0.3％増と2か月ぶりに前年を上回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、汎用・生産用・業務用機械、食料品・たばこ、金属製品等が上昇する一方、電気機械、輸送機械、
印刷等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和５年７月の鉱工業在庫指数（季節調整済：平成27年=100）は104.7となり、前月比は4.0％減と2か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.3％減と4か月ぶりに前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、その他製品、汎用・生産用・業務用機械、非鉄金属等が上昇する一方、輸送機械、化学、食料品・
たばこ等が低下した。

＜参考１＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図



提 供 日 2023/09/28

タイトル ３度目開催！審査員も刷新！
「第３回山の洲(やまのくに)ビジュアルアワード」作
品募集

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先

TEL 054-221-2976

静岡県は新たな広域経済圏の創出を目的に「山の洲(やまのくに)」４県(静岡県、山梨県、長野県、新潟県)の魅力を発信するオリジナル動

画・写真作品を、令和６年１月８日(月)まで募集しています。

第一線で活躍する有識者による審査を経て、３月に表彰式を開催し、受賞作品を発表します。

本年度は、新たに３人の審査員を招きます。

【山の洲ビジュアルアワード特設サイト】

https://yamanokuni-visual.jp

　　 　

【コンテストのポイント】
(1) 誰でも応募可能！

(2) 賞金総額50万円

(3) 第一線級のクリエイターによる作品審査

１．山の洲(やまのくに)とは

本州の中央部にある静岡、山梨、長野、新潟の４県は、古くから多くの人や物が交流する交通の要衝として発展してきました。静岡県は４県

を、地形的・景観的特徴から「山の洲（やまのくに）」と称しています。４県を合わせた経済規模は、オーストリアやノルウェーの１国に匹

敵します。

２．コンテスト概要

コンテスト名：第3回山の洲ビジュアルアワード

テーマ：「わたしがうつす山の洲」

テーマ説明：「わたしがうつす」をキーワードに「山の洲(やまのくに)」

(静岡県・山梨県・長野県・新潟県)の県産品やスポットを「うつした」

(映した/ 写した)動画、写真を全国から募集します。

【募集部門】

○ 総合部門：31秒以上５分以内の動画

YouTubeに作品をアップロード後、特設サイトの応募フォームから応募。

○ 一般部門：30秒以内の動画または写真1枚

山の洲ビジュアルアワード公式Instagram(@yamanokuni_visual)を

フォローして「＃やまのくに」をつけてInstagramで投稿

https://yamanokuni-visual.jp


３．審査員

・映像ディレクター　原田陽介
静岡県焼津市出身。
サン・アドを経て株式会社THE OCTOPUS 設立に参加。
数々のCMやミュージックビデオをはじめNetflixでは、Netflix オリジナルドキュメンタリー「 ʼARASHI s Diary Voyage」を監督。
「嵐」が活動休止に至るまでの２年間を追い、28カ国語、全世界190カ国に配信されている。

・動画プロデューサー　明石ガクト
ワンメディア株式会社　代表取締役CEO。
静岡県静岡市出身。
2014年６月に新しい動画表現を追求するべくONE MEDIAを創業。
これまで1,000人以上のクリエイターと共に、YouTubeやTikTokなどSNSプラットフォーム向けのコンテンツをプロデュース。
2018年、自身初となる著書『動画2.0 VISUAL STORYTELLING』（幻冬舎）を上梓。
YouTube Works Awards 2022においてはクリエイターコラボレーション部門代表審査員を務める。
最新の著書『動画大全』（SBクリエイティブ）も話題に。

・映像ディレクター　大石健弘
静岡県浜松市出身。
高校時代より映画制作を始める。横浜国立大学卒業後、AOI Pro.に制作部として入社。
多くのTVCMに関わったのち、映像ディレクターとして独立。
ドキュメンタリーやサプライズを中心とした広告映像を手掛ける。
監督作にAmazon「日本ストア」、Panasonic「街のでんきやさん」シリーズなど。

・絶景プロデューサー　詩歩
「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」プロデューサー。静岡県出身。
累計63万部を突破した書籍「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」著者で、SNSのフォロワー数は100万人以上。 
昨今の”絶景”ブームを牽引し、流行語大賞にもノミネートされた。
現在はフリーランスで活動し、旅行商品のプロデュースや自治体等の地域振興のアドバイザーなどを行っている。
静岡県ふじのくに観光公使・浜松市やらまいか大使。

・フォトグラファー　Ayane
ウユニ塩湖に行くためにカメラを買ったことがきっかけで写真にハマり、子どもの頃からの夢だった研究職を2年で捨て、オーストラリアでフリーランス
フォトグラファーとなる。
帰国後もクライアントワークを行う傍ら、各SNSで写真や映像についての発信も行い、総フォロワー数は100万以上。
2022年には会社を設立し、写真・映像やPhotoshopを使ったアート作品など幅広く手がけている。

４．賞品

賞金総額50万円

総合部門：大賞10 万円、優秀賞5作品×３万円

一般部門：（動画）大賞５万円、優秀賞５作品×２万円

　　　　　（写真）特別賞10作品×1万円相当の静岡県産品

【メディアのみなさまへ】

新たな経済圏域「山の洲(静岡県・山梨県・長野県・新潟県)」をPRする事業です。
ぜひ皆様に応援いただければ幸いです。取材いただける際には、
関係者のインタビュー対応や写真素材などのご提供も可能です。

【事業主体】静岡県 知事直轄組織知事戦略局 広聴広報課

【企画制作】ロントラ株式会社



提 供 日 2023/09/29

タイトル 生徒の個人情報漏洩について

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3114

（趣　旨）
  県立浜松城北工業高等学校において、貸出用iPad４台が、教員個人のデータ保存領域(Googleドライブ)にアクセスできる状態のまま、生徒
に貸し出されていた。この内、2台のiPadからアクセスできるGoogleドライブ上に、生徒の個人情報（テスト素点及び評定）が保存された
ファイル等を閲覧できる状況になっていた。

（概　要）
　１　発覚日時
　　　令和５年９月25日（月）午後９時44分
　　　学校ホームページの連絡フォームを介して、個人情報漏洩に関する匿名の通報が
     あった。
　２　閲覧が可能となっていた個人情報の内容
      教員２人が担当している授業集団について、平成30年度から令和５年度における、
     のべ1,168人分の氏名、テスト素点及び評定
  ３　事実確認
      学校が、９月26日（火）、貸出用タブレット(iPad84台、クロムブック60台)を調査
     した結果、４台のiPadが教員個人のデータ保存領域(Googleドライブ)にアクセス
     できる状態であった。該当する４人の教諭から聞き取りをした結果、２人から、
     Googleドライブに担当授業の生徒名簿、テスト素点及び評定を保存していたと報告
     があった。

（対　応）
  １　学校の対応
　　  ９月26日（火）
      ・貸出用タブレット（iPad84台、クロムブック60台）を調査
　　  ・校長は県教委に、第一報を入れた。
    　９月28日（木）
      ・４人以外で、貸出用iPadを使用したことのある教員全員について、Googleドラ
        イブに生徒の成績に関するデータを残したことがあるか、聞き取りを行った
        結果、２人以外に該当者はいなかった。
      ・全校生徒にアンケートを行った結果、貸出用iPadで生徒のテスト素点や評定を
　　　　見たことがあると回答した生徒はいなかった。また、テスト素点や評定
        を見たという噂を聞いたことがある生徒もいなかった。
　２　再発防止
      ・全県立高校に対し、貸出用端末の使用について、管理徹底とともに、使用状況調
　　　　査をしている。
      ・貸出用端末は、教員用と生徒用との区別を徹底する。



提 供 日 2023/09/29

タイトル 静岡市葵区で発生した地すべり災害の応急対策工事を
実施します。

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 傾斜地保全班

TEL 054-221-3043

 静岡市葵区諸子沢地区 で 発生 した 地 すべり 災害 の 応急対策工事 を 実施 します 。

１　要旨

　令和５年８月21日に静岡市葵区諸子沢地区で発生した大規模な地すべりに対し、緊急的に地すべり対策を実施するため、農林水産省林野庁

に申請していた災害関連緊急地すべり防止事業が9月29日付けで事業採択された。

　
　　　　　　（地すべり発生部）　　　　　　　　　　（大久保沢下流部）

　災害関連緊急地すべり防止事業：１件

箇所 被害状況 保全対象 内容
静岡市葵区諸子沢　（大久保沢）
（おおくぼさわ）

市道諸子沢線、林道樫木峠線 人家７戸、一級河川諸子沢川、市
道諸子沢線、林道樫木峠線

流木捕捉工、排土工、調査・設計

３　今後の対応

　直ちに応急対策工事に着手するとともに、詳細な測量・設計を行い、恒久的な対策に必要な工法を選定し、国へ災害関連緊急地すべり防止

事業の本申請を行います。

（※）災害関連緊急地すべり防止事業

　当事業は、当該年発生の風水害、震災等により新たに地すべり等が生じ又は地すべり現象が活発となり、危険度を増し、経済上、民生安定

上放置し難い場合に緊急的に地すべり防止工事を県が実施する。



提 供 日 2023/09/29

タイトル 洪水浸水想定区域図の公表

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

　　　　　　 洪水浸水想定区域図の公表
　　　　～県内河川の水害リスク情報を順次公表しています～

　静岡県では、豪雨時における水害リスク情報として、洪水浸水想定区域の指定対象である506河川※の洪水浸水想定区域図の
作成及び公表を進めております。
　令和５年８月までに公表した307河川に続き、新たに５河川の洪水浸水想定区域図を作成しましたので公表します。

　※県が管理する520河川のうち、沿川に人家等がない14河川以外の河川

１．今回公表する河川

瀬戸川水系朝比奈川など５河川　※別紙参照

２．公表する資料

洪水浸水想定区域図
（想定しうる最大規模の降雨に伴う洪水により浸水が想定される範囲及び水深を明示）

※県のホームページで閲覧できます。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/river/1003561/1049500/index.html

※静岡県GISに順次掲載予定です。

３．公表状況

　対象河川 　公表済 　今回公表 　今後公表
洪水予報河川、水位周知河川 　　59 　　59 　　― 　　―
上記以外の河川 　　447 　　248 　　５ 　　194
合計 　　506 　　307 　　５ 　　194

残る194河川においても、引き続き洪水浸水想定区域図の作成・公表を進めていきます。

４．その他（水防法に基づく洪水浸水想定区域の指定）

「洪水予報河川、水位周知河川」に該当する59河川については、令和４年10月までに洪水浸水想定区域図を公表するととも
に、洪水浸水想定区域を指定しました。
令和３年７月の水防法改正により、洪水浸水想定区域の指定対象が「洪水予報河川、水位周知河川」から「河川の周辺地域
に人家が存在しない河川を除く全ての河川、かつ、市町の避難判断に必要な雨量や水位等の情報が入手できる河川」に拡大
されました。
上記に該当する447河川については、洪水浸水想定区域図を順次作成・公表するとともに、令和６年度を目途に洪水浸水想
定区域の指定を進めます。

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/river/1003561/1049500/index.html


提 供 日 2023/09/29

タイトル かんきつ、落葉果樹で果樹カメムシ類の多発が予想さ
れるため注意が必要です。

担　　当 経済産業部 農林技術研究所

連 絡 先 病害虫防除所

TEL 0538-36-1543

かんきつ、落葉果樹で果樹カメムシ類の多発が予想されるため注意が必要です。

（要旨）
　令和５年９月以降、果樹カメムシ類の発生が多く、かんきつ及び落葉果樹（かき、キウイフルーツ等）の果実への被害が予想さ
れる。このため、令和５年度病害虫発生予察注意報第１号を発表し、生産者に対して注意喚起を行う。

（概要）
病害虫名：果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカメムシ）
対象作物：かんきつ、落葉果樹（かき、キウイフルーツ等）

１　注意報の内容
（１）発生が予想される地域　：　県内全域
（２）発生が予想される時期　：　９～10月
（３）発　　生　　程　　度　：　多い
（４）防　　除　　時　　期　：　９～10月

２　注意報発表の根拠
（１）県内４か所の予察灯において、９月の果樹カメムシ類の誘殺が平年より多かった。
（２）県内６か所のフェロモントラップにおいて、９月の本虫の誘殺が平年よりやや多かった。
（３）本虫の好適な餌であるヒノキ球果（種子）における本虫吸汁痕の調査結果によると、本虫がヒノキから離脱している可能性
もあり、果樹園への飛来が予想される。
（４）本年は、本虫の餌となるヒノキ・スギ球果の着果量が少なかったことから、本虫が餌を求めて果樹園へ飛来し、果実を加害
する恐れがある。
（５）果樹関係の病害虫防除員から、本虫多発の報告が複数寄せられている。

３　防除方法
（１）本虫の飛来に注意し、ほ場で発生を確認したら直ちに薬剤防除を行う。成虫の移動範囲は広いため、地域での一斉防除が効
果的である。ヒノキ・スギ林の隣接地域（特に中山間地）や台風通過後の園地では、急激に発生が増加する場合があるため注意す
る。
（２）薬剤防除については、「静岡県農薬安全使用指針・農作物病害虫防除基準」（https://www.s-boujo.jp/）を参照する。な
お、薬剤の選択に際しては収穫前日数に注意する。
（３）今後の発生状況については、病害虫防除所ホームページ（https://www.agri-exp.pref.shizuoka.jp/boujo/boujo.html）で
提供している「害虫誘殺グラフ（果樹カメムシ類）」を参考にする。
（４）本虫の発生は例年10月末で終息するが、最高気温が20℃を超える場合は11月でも発生することがあるため注意する。
（５）不明な点については病害虫防除所、農林技術研究所果樹研究センター、農林事務所等の指導機関に問い合わせる。

４　注意報の提供先
　農協等の指導機関に提供すると共に、病害虫防除所ホームページで情報を公開する。
　
５　情報の問合せ先
　病害虫防除所　TEL：0538-36-1543

https://www.s-boujo.jp/
https://www.agri-exp.pref.shizuoka.jp/boujo/boujo.html


提 供 日 2023/09/29

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（9/22～9/28）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第509報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（9/22～9/28）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の138頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は112番目（554例目）です。

平成30年９月以降、12,219頭（死亡376頭、捕獲11,843頭）の検査を実施し、554頭の陽性（死亡165頭、捕獲389頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/09/29

タイトル ＡＯＩプロジェクト「オープンイノベーション型事業
化促進事業費補助金（ＳＤＧｓ貢献型）」の追加採択

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進室

TEL 055-955-9111

オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金（SDGs貢献型）の追加採択について
（要旨）
　静岡県が取り組む「ＡＯＩプロジェクト」において、民間事業者が行う事業化への取組を公募し、審査の結果、３件を追加採択
しました。
　本事業を通じて、農業関連分野におけるＳＤＧｓへの貢献に向け、科学技術を活用した環境負荷軽減と生産性・収益性の向上を両立する
事業化を支援していきます。

○採択事業の概要

代表機関 事業計画の名称 事業計画の内容

金子コード株式会
社

脱炭素社会に向けた施設栽培における
PHF®による地中加温及び環境配慮型ス
イッチ式土壌消毒システム

暖房を重油から電気式面状発熱体(以下「PHF®」)に代替することで大
幅な省エネルギーとCO2排出量の削減及び農薬での土壌消毒を
PHF®を用いた熱消毒に代替することで環境負荷低減を目指す。

静岡県温室農業
協同組合クラウン
メロン支所

高級温室メロンの品質維持・安定生産を実
現する次世代栽培技術の開発

化石燃料を使用して蒸気土壌消毒を行う隔離ベッド栽培に替わる少量
培地栽培システム(ポット栽培)を開発し、燃油使用量の削減による環境
負荷低減と大幅な省人化を目指す。

株式会社アルガ
ファーム

土壌酸化還元電位のライブモニタリングを可
能にする「Eh scouter」の開発による新しい
農業体系の確立

土壌中の酸化還元電位をリアルタイムで測定できる機器を開発し、病
害の抑制や生育の促進、施肥量の削減を達成し、生産性の向上と環
境負荷の低減の両立を目指す。

【参考】オープンイノベーション型事業化促進事業（SDGs貢献型）の概要

項　目 内　　　容

補助対象事業
コンソーシアムがオープンイノベーションで取り組みながら行う、科学技術を活用した環境負荷軽減と生産性・収
益性向上を両立させる革新的な農業生産技術、作業機器等の開発を通じた農業関連分野におけるSDGs（環境
負荷軽減）への貢献に向けた事業化のための取組

補助対象者
民間事業者等二者以上で構成された「コンソーシアム」
※民間事業者等のうち半数以上は、静岡県内に事務所又は事業所を有する者
※代表機関は県内民間事業者

補助率 事業の実施に要する経費の２分の１以内

補助期間 ３年以内（事業化目標５年以内）

限度額 1,000万円／年　※3,000万円／３年

 ● ＡＯＩプロジェクト（アグリオープンイノベーションプロジェクト）
    先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性向上を図るとともに、産学官金の参画を得て、農業
を軸とした関連産業のビジネス展開を促進するプロジェクト



提 供 日 2023/09/29

タイトル 令和５年度薬物乱用防止ポスター標語コンテスト審査
結果の発表及び展示会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

薬物乱用防止ポスター・標語コンテストの
入賞作品を決定しました

１　要旨
　覚醒剤、大麻、麻薬等の薬物乱用は、依然として後を絶たず、特に近年は10代、20代の青少年を中心とした大麻の乱用者が著し
く増加しており、非常に憂慮すべき状況にあります。薬物乱用の入口を閉ざすには、青少年に対する重点的な啓発を継続して行っ
ていくことが大変重要です。このため、静岡県及び静岡県教育委員会では、啓発事業の一環として、県内の中学生及び高校生を対
象に「薬物乱用防止ポスター・標語コンテスト」を実施しています。本コンテストは、昭和58年から実施しており、今年で41回目
となります。
　今年度は、ポスター部門で270点、標語部門で240点、合計510点（延べ63校）の応募があり、中学生、高校生の薬物乱用防止へ
の意識や関心の高まりが見受けられました。
　審査会の結果、次のとおり入賞作品を決定しました。

２　応募状況
中学生 高校生 合計

応募作品数 応募校数 応募作品数 応募校数 応募作品数 応募校数
ポスター 237点 41校 33点 4校 270点 45校

標語 94点 8校 146点 10校 240点 18校
合計 331点 49校 179点 14校 510点 63校

※　同一校からポスター、標語の応募があったため、実際の応募校数は62校となります。

３　審査結果
　入賞作品数及び入賞者は以下のとおりです。

○入賞作品数
部門 ポスターの部 標語の部

中学校
最優秀　１点
優　秀　２点
佳　作　３点

最優秀　１点
優　秀　２点
佳　作　３点

高等学校
最優秀　１点
優　秀　２点
佳　作　３点

最優秀　１点
優　秀　２点
佳　作　３点

○入賞者
＜ポスター部門＞
（１）中学生の部

賞名 氏名 学校名
最優秀 稲穂さん 富士市内中学校

杉本さん 磐田市内中学校優秀
松本さん 富士市内中学校
森元さん 富士市内中学校
鈴木さん 浜松市内中学校

佳作

石野さん 富士市内中学校

（２）高校生の部
賞名 氏名 学校名

最優秀 石島さん 伊東市内高等学校
中村さん 伊東市内高等学校優秀
古屋さん 伊東市内高等学校
佐口さん 浜松市内高等学校
稲葉さん 伊東市内高等学校

佳作

池田さん 藤枝市内高等学校

＜標語の部門＞
（１）中学生の部

賞名 氏名 学校名
最優秀 磯部さん 静岡市内中学校

酒匂さん 浜松市内中学校優秀
永野さん 藤枝市内中学校
古牧さん 静岡市内中学校
内田さん 浜松市内中学校

佳作

木下さん 浜松市内中学校

（２）高校生の部
賞名 氏名 学校名

最優秀 速水さん 磐田市内高等学校
金刺さん 富士市内高等学校優秀
海瀬さん 沼津市内高等学校
松尾さん 磐田市内高等学校佳作



藤原さん 掛川市内高等学校
松井さん 富士市内高等学校

４　入賞作品の展示等
（１）入賞作品展示会

地　区 開催期間 開催場所
東部地区 令和５年11月２日（木）～11月９日（木）

午前９時～午後９時
（11月２日：正午～午後９時30分）
（11月９日：午前９時～午後３時）

ぬまづ健康福祉プラザ
サンウェルぬまづ
１階展示ギャラリー
（沼津市日の出町１－15）

中部地区 令和５年10月２日（月）～10月11日（水）
平日：午前８時30分～午後６時
休日：午前10時～午後６時
（10月２日：午前10時～午後６時）

静岡県庁別館
21階展望ロビー
（静岡市葵区追手町９－６）

西部地区 令和５年12月20日（水）～12月24日（日）
水曜日～金曜日：午前９時～午後６時
土曜日、日曜日：午前９時～午後５時

磐田市立中央図書館
１階展示室
（磐田市見付3599－５）

（２）入賞作品の活用
　　入賞作品は、啓発資材（薬物乱用防止パンフレット、ポケットティッシュ等）のデザインとして活用します。



提 供 日 2023/09/29

タイトル 新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報の解除

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報を解除します

１　概要
　　直近の第38週（９月18日～24日）における定点医療機関当たりの新型コロナウイルス感染症の患者数が県独自の感染拡大警報
の発令基準（16人/週）を下回ったため、本日「感染拡大警報」を解除し、感染拡大注意報に移行します。
　　なお、患者数は３週続けての減少となり、３週連続の減少は５類移行後初となります。

２　定点医療機関当たり患者数（単位：人/週）

３　これまでの経過
　７月14日（金）　感染拡大注意報発令（発令基準：８人/週～16人/週未満）
　７月28日（金）　医療状況の評価レベルを「医療ひっ迫注意レベル（レベル２）」
　　　　　　　　　に引き上げ
　８月４日（金）　感染拡大警報発令（発令基準：16人/週）
　８月18日（金）　感染拡大警報解除、感染拡大注意報へ
　８月25日（金）　感染拡大警報発令　
　９月29日（金）　 感染拡大警報解除、感染拡大注意報へ

４　県民の皆様へ
　　感染者数は減少傾向ですが、一定規模の新規感染者は発生している状況です。
　改めて、以下の点に御留意ください。

　○医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用
　○症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、学校や仕事を休んで療養を
　○人が集まる所では、十分な換気・できるだけマスク着用・手洗い励行
　○重症化や後遺症のリスクを下げるため、ワクチン接種を検討
　　なお、近くに人がいないときや屋外では、マスクは不要です。
　
　　また、インフルエンザも流行中ですが、上記の感染対策はインフルエンザにも有効です。インフルエンザのワクチン接種は
10月から始まりますので、検討をお願いします。



提 供 日 2023/09/29

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第18報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年９月29日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第18報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第18報（９月28日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 沼津市 386 14 1 31 11 5 9月28日 ～ 9月2
2 高等学校 御殿場市 806 25 1 35 9 9 9月28日 ～ 9月2

1 29 6 6 9月28日 ～ 9月2
3 小学校 富士市 913 31

1 30 8 4 9月28日 ～ 9月2
4 小学校 静岡市葵区 409 16 1 29 5 5 9月28日 ～ 9月2
5 高等学校 湖西市 426 13 4 156 25 12 9月27日 ～ 9月2
6 小学校 掛川市 566 23 1 98 12 11 9月26日 ～ 9月2
7 高等学校 浜松市東区 883 23 1 38 13 13 9月27日 ～ 9月2
8 中学校 浜松市中区 507 18 1 34 8 8 9月29日
9 中学校 浜松市東区 636 22 1 33 13 13 9月29日
10 中学校 浜松市北区 493 19 1 34 8 7 9月29日
11 小学校 浜松市南区 589 24 1 25 7 7 9月29日
12 小学校 浜松市北区 757 30 1 28 7 6 9月29日 ～ 10月
13 小学校 浜松市浜北区 1,245 46 1 35 7 2 9月29日
14 幼稚園 浜松市西区 222 10 2 37 11 11 9月28日 ～ 9月2

本日合計 ３高等学校、４中学校、６小学校、１幼稚園 19 672 150 119
１７０施設

本日までの累
計（実数） （ ２０高等学校、　４１中学校、　１００小学校、　６幼稚園、

　０保育所、　３こども園、　０特別支援学校、　０高等専門学校）
331 9,951 3,090 2,886

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年９月28日（５施設） 　



提 供 日 2023/09/29

タイトル 令和５年度医学修学研修資金の四次募集を開始しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

　静岡県では、将来、医師として本県の地域医療に貢献するこころざしを持つ医学部生等を支援するため、「医学修学研修資金」
貸与事業を実施しています。
　これまでに1,615人の方が貸与を受け、671人の医師が県内で活躍中です。
　三次募集後、募集定員まで若干名の余裕があることから、四次募集を開始します。

＜募集概要＞

区分 内容

募集期間 令和５年９月29日（金）から令和５年11月24日（金）まで

募集人数 若干名

貸与金額 月額20万円（６年間貸与の場合：総額1,440万円）

応募資格

将来、医師として県が個別に指定する静岡県内の公的医療機関等に勤務す
る意思のある以下の方
・医学部生（原則１年生）
・大学院在学中の医師（原則１年生）
・産科、小児科、麻酔科の専攻医　
※出身地は県内外を問いません。
【医学部又は大学院在学中の医師】
卒業までの正規の修業年限
（医学部生６年間、大学院在学中の医師４年間）
※途中学年での継続辞退不可貸与期間

【専攻医（産科、小児科、麻酔科）】
３年間

返還免除
県が個別に指定する公的医療機関等で、修学研修資金の貸与期間の１.５倍
の期間を医師として勤務することなどにより、貸与した資金全額の返還を
免除

選考方法 書類審査及び面接

 ↓ 詳細 は 、 ふじのくに 地域医療支援 センターHP へ ↓
https://fujinokuni-doctor.jp/igakuse/shogakukin.html

https://fujinokuni-doctor.jp/igakuse/shogakukin.html


提 供 日 2023/09/29

タイトル １０月は里親月間です

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-2922

１０月は里親月間です
～県内各地で里親制度の広報啓発活動を実施します～

１ 概要　

「里親」とは、様々な事情によって実親との生活が困難な状況にある子ども達を家庭に迎え入れ、子どもが実親の元に帰ることができるようになったり、

自立するまでの間、育ててくださる方のことです。

　毎年10月は「里親月間」として、里親制度の普及啓発を目的とした広報活動や、里親制度の説明会等による新規里親の開拓など、里親委託の推進

に向けた取り組みが全国的に展開されています。

　県内では、里親月間における広報啓発活動として、10月21日（土）に静岡市内で里親月間記念講演会を開催するほか、各地区での街頭キャンペー

ンや市町広報紙への掲載、里親希望者への相談会などを予定しています。

２ 静岡県内の広報啓発行事予定
　　別紙のとおり。また、静岡県こども家庭課HPにも掲載しています。
　＜こども家庭課HP＞

http://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomohogo/1040713/1022320.html
　＜各行事の問い合わせ先＞

里親月間記念講演会についてはNPO法人静岡市里親家庭支援センター（054-275-2252）。
　　それ以外の各地区行事においては、各児童相談所。

３ 里親制度啓発用DVD(平成25年３月作成）の貸し出し
　　県で制作した里親制度啓発用DVDについて、各地区での行事等で活用するほか、御希望の方に貸し出しをしています。
　 岩崎恭子さんと細田阿也さん（県内で活動するリポーター）がナビゲーターとなり、里親へのインタビュー等により、里親制度についてわかりやすく紹介
します。
　 通年で貸し出しを行っていますので、御希望の方はこども家庭課（054-221-2922）までお問い合わせください。

４ 里親制度についての相談先

　「里親になりたい」「里親制度について詳しく知りたい」という方は、お住まいの地域の児童相談所または児童家庭支援センターへお問い合わせくださ
い。

児童相談所（電話番号） 児童家庭支援センター（電話番号） お住まいの地域

賀茂児童相談所（0558-24-2038）
下田市、東伊豆町、河津町、
南伊豆町、松崎町、西伊豆
町

東部児童相談所（055-920-2085）

静岡恵明学園児童家庭支援セン
ター　スマイル（055-983-0555） 沼津市、熱海市、三島市、伊

東市、御殿場市、裾野市、伊
豆市、伊豆の国市、函南町、
清水町、長泉町、小山町

富士児童相談所（0545-65-2141） 誠信会児童家庭支援センター
パラソル（0545-32-8125）

富士宮市、富士市

中央児童相談所（054-646-3570） 児童家庭支援センター
はるかぜ（054-656-3456）

島田市、焼津市、藤枝市、牧
之原市、吉田町、川根本町

西部児童相談所（0538-37-2852） －
磐田市、掛川市、袋井市、湖
西市、御前崎市、菊川市、森
町

静岡市児童相談所
（054-275-2873） － 静岡市

浜松市児童相談所
（053-457-2703） － 浜松市

http://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/kodomokosodate/kodomohogo/1040713/1022320.html


提 供 日 2023/09/29

タイトル ～しずマリ２周年キャンペーン～女性先着300名限定登
録料半額！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2608

～　しずマリ２周年キャンペーン　～
女性先着300名限定登録料半額！

県と市町が運営する公的な結婚支援拠点「ふじのくに出会いサポートセンター（通称：しずおかマリッジ）」は、令和６年１月にサービス
開始から２周年を迎えます。

それを記念し、先着300名限定で、女性の登録料を半額にします。この機会に、婚活をはじめる女性の入会を後押しすることで、更なる出
会いの機会創出につなげます。

１　キャンペーン概要

　・名称：しずマリ２周年キャンペーン　
　　　　　女性先着300名限定登録料半額！

　・期間：令和５年10月１日（日）
　　　　　　～令和６年１月31日（水）
　　　　　（※先着順・300名達成時点で終了）

　・対象：新規入会 または 更新する 女性300名

　・内容：１年会員　
　　　　　　登録料10,000円　⇒　半額の5,000円
　　　　　２年会員　
　　　　　　登録料16,000円　⇒　半額の8,000円

　　▶キャンペーンの対象条件
　　　（1）ふじのくに出会いサポートセンター会員登録の要件を満たしている女性
　　　（2）10月１日以降に申し込み、１月31日までに利用登録料の支払を完了した女性

２　報道に係るお願い
　　　上記「キャンペーンの対象条件」のとおり、 本 キャンペーンの 割引適用 は 、
　　10 月 １ 日 （ 日 ） 以降 に 申 し 込 んだ 方 のみが 対象となります。
　　　期間前の申込によるトラブルを防ぐため、10月１日（日）以降の報道に御協力
　　ください。

３　ふじのくに出会いサポートセンター概要
　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。
　　※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚

4,058件 1,313件 214件 24件

（※開設からの累計・令和５年８月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2023/09/29

タイトル 企画展「富士を介して信（よしみ）を通じる－平川義
浩絵葉書コレクションに見る富士山の姿－」を開催し
ます!

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産センター

企画総務課

連 絡 先 静岡県富士山世界遺産センター企画総務課

TEL 0544-21-3776

企画展「富士を介して信（よしみ）を通じる－平川義浩絵葉書コレ
クションに見る富士山の姿－」を開催します!

１　要旨
静岡県富士山世界遺産センターでは、企画展「富士を介して信（よしみ）を通じる－平川義浩絵葉書コレクションに見る富士山
の姿－」を開催します。

　　明治時代中期から昭和初期にかけて、人々にとって重要な情報伝達手段のひとつであった絵葉書。その中には、様々な形で富士
山が登場するものが見られます。

　　 本企画展 では 、 日本屈指 の 絵葉書 コレクターである 平川義浩氏 より 御寄贈 いただいた 富士山絵葉書 のコレクション （1,834 点 ）
 の 中 から 、 選 りすぐりの 逸品 をご 紹介 し 、 当時 の 人々 が 富士山 に 込 めた 願 いの 姿 を 探 ります 。

　　
　　会期中には、企画展で展示する富士山絵葉書のコレクションをご寄贈くださった平川義浩氏をお招きした講座や、担当研究員に
よるギャラリートークも開催いたします。

２　企画展概要
主催 　静岡県富士山世界遺産センター

会期
令和５年10月７日(土)～令和５年12月３日(日)　9:00～17:00※最

終入場は閉館30分前まで
開催中の休館日：10月17日(火)、11月21日（火）

会場
　静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室(静岡県富士宮市宮
町5-12)

観覧料
　常設展観覧料で御覧いただけます。
　※常設展観覧料：一般300円、団体(有料観覧者20名以上)200円、
15歳未満・70歳以上・学生・障がい者等 無料(要証明書)

関連
イベント

【公開講座】「絵葉書で愛でる富士山」(定員30名、公式ＨＰから要
事前申込み)
日時：令和５年10月15日(日)14:00～15:00
会場：静岡県富士山世界遺産センター研修室(静岡県富士宮市宮町

5-12)
講師：平川　義浩(日本絵葉書会）

 　　※公開講座当日、寄贈に対する知事感謝状を授与します。

【展示解説】担当研究員によるギャラリートーク（事前申込不要）
　 日時：10月７日（土）、10月28日（土）、11月11日（土）、11月
        25日（土）各回14時～
 会場：静岡県富士山世界遺産センター２階企画展示室

その他
本企画展で展示する絵葉書の全点画像と解説などを掲載した展示

解説図録を、当センター１階ミュージアムショップで販売予定で
す。

３　報道機関向け内覧会
　報道機関向けに、令和５年10月６日(金)に内覧会を開催します。(事前申込不要)
　当日、10：00～11：30の時間内に、センター２階企画展示室前にお越しください。御入館の際に、受付スタッフに企画展内覧の
旨、お申し出ください。

＜静岡県富士山世界遺産センター公式HP＞https://mtfuji-whc.jp

    
「世界に認められた　日本の文化」

  

https://mtfuji-whc.jp


提 供 日 2023/09/29

タイトル 交通事業者と連携した歴史・文化資源を巡るＷＥＢス
タンプラリーの開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3637

交通事業者と連携した歴史・文化資源を巡るＷＥＢスタンプラリーの開催

　徳川家康や源頼朝など日本を代表する武将が活躍した「ぶしのくに静岡県」を舞台に、歴史・文化スポット、ＳＮＳ映えスポットやグルメスポッ
トを巡るスタンプラリーを、令和５年10月６日（金）から開催します。
　獲得したスタンプ数に応じて、交通事業者の提供による乗り物グッズ（限定品）や宿泊券など豪華賞品が当たります。是非、「ぶしのくに静岡
県」で「推し」巡りをお楽しみください。
　

区　　分 内　　容

名　　称 推し武将ゆかりの地を巡る乗り物スタンプラリーinぶしのくに静岡県

実施期間 令和５年10月６日（金）～12月31日（日）

対象エリア 県内全域

主　　な
スポット

【全スポット数：48箇所】
＜西　部＞浜松城、遠江國一宮 小國神社、法多山 尊永寺、旧見付学校
＜中　部＞駿府城公園、久能山東照宮、史跡田中城下屋敷、能満寺
＜富　士＞富士山本宮浅間大社、須山浅間神社、駒門風穴、柿田川公園
＜伊　豆＞三嶋大社、伊豆山神社、土肥金山、修禅寺
＜その他＞交通事業者の駅等、グルメスポット

特　　徴
・各スポットを紹介する周遊動画を制作し、特設サイトで発信
・スタンプスポットには、武将ゆかりの地に加え、映えスポットやいちおしグル
メスポットも設定

賞　　品
（一部）

・コンプリート賞（スタンプ全部）・・「ばすてい
※
」宿泊券

・特別賞（スタンプ10個）  ・・・・・・乗り物グッズ（限定品）
・優秀賞（スタンプ５個）・・・・・・・・県内宿泊施設宿泊券
※今秋開業予定のバス案内所をリノベーションした宿泊施設

特設サイト
（9/29公開） https://bushinokuni-busho-shizuoka.jp

実施主体 主催：静岡県・（公社）静岡県観光協会　協力：静岡10線観光推進協議会

※「静岡10線観光推進協議会」
県内の交通事業者が相互連携し、県内への観光誘客の促進や利便性の向上を図ることなどを目的に組織された協議会（事務局：（公社）静
岡県観光協会））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「地域や世界とつながる“ふじのくに”」

https://bushinokuni-busho-shizuoka.jp


提 供 日 2023/09/29

タイトル 日中韓４つの「東アジア文化都市」の大学生が集結＆
世界遺産登録10周年の富士山と文化を語る！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

中国（成都市・梅州市）・韓国（全州市）の大学生が来静！

県内の日本人学生や留学生とともに、

相互の歴史・文化を語り、富士山の未来を考えます！！

　東アジア文化都市交流事業の一環として、中国及び韓国から大学生を招へいし、
「東アジア文化都市 学生フォーラム」を実施します。
　三国間の理解促進を図り、新たな大学・学生間の交流を創出します。

＜東アジア文化都市 学生フォーラム＞
　（１）実施時期　　令和５年10月７日（土）～９日（月・祝）
　（２）実施主体　　静岡県（協力：静岡県立大学グローバル地域センター）
　（３）会　　場　　グランシップ、静岡市内、富士宮市内　等
　（４）参 加 者
　　　・中国５人（成都市：学生２人、梅州市：学生２人・教員１人）
　　　・韓国４人（全州市：学生４人）
　　　・日本（静岡県内の日本人学生及び留学生）各日35人程度
　（５）実施内容　

日　程 内　容
フィールドワーク１ 歴史・文化施設見学(久能山東照宮等)10月７日

（土） オリエンテーション 各都市の紹介、意見交換
学生フォーラム１ 東アジアの文化に関するディスカッション１

シンポジウム 静岡県立大学グローバル地域センター主催
「東アジア地域における博物館・図書館の役割」

学生フォーラム２ 東アジアの文化に関するディスカッション２

10月８日
（日）

フィールドワーク２ 静岡市内をグループで散策
フィールドワーク３ 富士山五合目、静岡県富士山世界遺産センター見学10月９日

(月・祝) 学生セッション 富士山をテーマとした参加学生による意見交換
　　（６）その他
　　　　 取材いただける際には、10月６日（金）17時までに下記連絡先へ御連絡
　　　　ください（当日の詳細スケジュールや担当者連絡先をお伝えします）。
　　　　　　担　当：静岡県大学課　大学・学術班　
　　　　　　ＴＥＬ：054-221-3749
　　　　　　メール：daigaku@pref.shizuoka.lg.jp　　

　
                                            『地域を「学び」、
                                                   世界と「つながる」』

mailto:daigaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/09/29

タイトル ハヤテ２２３株式会社の杉原代表の知事表敬訪問につ
いて

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 前田、森

TEL 054-221-2504

ハヤテ２２３(株)杉原代表の知事表敬訪問
 
プロ野球ファームリーグ（二軍公式戦）への参入を申請している、ハヤテ２２３(株)の杉原代表が、ＮＰＢ（⽇本野球機構）による審査結果を
知事に報告するため、県庁を訪問します。

１　知事表敬
（１）⽇　時　令和５年10⽉２⽇（⽉）　15時45分 から 16時05分 まで（20分間）
（２）場　所　知事室（県庁東館５階）
（３）訪問者
　 　　　【ハヤテ223株式会社】
　　　　　　代表取締役社⻑　　　　　　杉原　⾏洋（すぎはら　ゆきひろ）
　　　　　　スポーツ事業アドバイザー　　池⽥　省吾（いけだ　しょうご）
（４）内　容
　　　　ア　挨拶
　　　　イ　写真撮影
　　　　ウ　意⾒交換（⾮公開）

　　※公開はア〜イまでとし、ウ意⾒交換は⾮公開とします。

２　囲み取材

（１）⽇　 時　令和５年10⽉２⽇（⽉）　16時05分 から 16時20分 まで（15分間）
（２）場　 所　特別会議室（県庁東館５階）
（３）対応者　川勝知事、ハヤテ223株式会社杉原代表



【知事コメント】

　本日、ハヤテ㈱のＮＰＢファームリーグへの参加が内定したとの報を受け、静岡県民３６０万人を代表して心より御祝いを申し上げます。

　このたびの参加内定は、本県が目指す地域資源を活かしたスポーツの聖地づくりへの大きな一歩であると感じております。

　県といたしましては、ＮＰＢファームリーグ参加の正式決定に向け、静岡市をはじめ、県内の野球関係者とも連携しながら、最大限の支援をして参ります。



提 供 日 2023/09/29

タイトル 関西領事団　静岡ツアーの実施

担　　当 知事直轄組織 大阪事務所

連 絡 先 松本

TEL 06-6263-6120

１　開催趣旨

　　　関西の外国総領事を静岡県に招待し、本県の産業、スポーツ・文化等を直接に見聞いただくとともに、知事表敬を行い、本県の魅力を

効果的に海外に情報発信する。

２　ツアーの概要

（１）開催日　令和５年10月３日（火）

（２）参加者　関西領事団の総領事、領事５か国５人（インド、韓国、タイ、モンゴル、カナダ）

 （３）スケジュール

時間（予定） 訪問先 内容

11:00～11:55 河合楽器製作所 竜洋工場 工場視察

12:35～13:30 エコパスタジアム 県施設視察、昼食

14:15～15:10 エスエスケイフ－ズ　藤枝工場 工場視察

16:00～16:30 県庁知事表敬（知事室） 知事表敬
　
【視察先所在地】
　・河合楽器製作所　竜洋工場　　　 磐田市飛平松252
　・エコパスタジアム　　　　　　　　　　 袋井市愛野2300-1
　・エスエスケイフ－ズ　藤枝工場　　藤枝市高田957-1　

３　知事表敬

（１）日　時　令和５年10月３日（火）　16:00～16:30

（２）会　場　県庁東館５階　知事室

 （３）内　容　知事あいさつ

　　　　　　　　歓談

　　　　　　　　記念品贈呈、写真撮影

４　取材上のお願い

　　　視察先（訪問先）での取材を行う場合は、訪問先に連絡するため、事前に記者名の連絡をお願いします。　



提 供 日 2023/09/29

タイトル デジタルの日　イベント
令和５年度第１回オープンデータ東部地域ワーク
ショップの開催～三島市と共同開催～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

デジタルの日　イベント
令和５年度第１回オープンデータ東部地域ワークショップの開催
～デジタルで三島を楽しむ日「デジタルも活用して地域コミュニティを活性化するには」ワークショップと共同開催～

　県では、県民ニーズに合わせたオープンデータの公開拡充を図るため、東・中・西部、伊豆の４地域で、地元に根ざした金融機関と連携し、
企業・学生・行政により、一年を通じたアイデアの蓄積とニーズ把握を行うワークショップを実施しています。

　今回、10月１日のデジタルの日
＊
に合わせて、以下のとおり東部地域でワークショップを開催します。また、三島市が行う市民のためのデジタ

ルに触れる機会となるイベントのワークショップとの共同開催になります。

　*）「誰一人取り残されない、人に優しいデジタル化」を実現するため、社会全体でデジタルについて定期的に振り返り、体験し、見直す機会
として、2021年に国により「デジタルの日」が創設されました。（10月の第１日曜日・月曜日）

１　開催日・場所等
開催日時 開催場所 参加者

令和５年10月１日（日）
　11時から16時

三島市民生涯学習センター３階講義室
（三島市大宮町１－８－38）

15名程度
（企業・行政・市民）

２　内容
区分 内容

座学
　・オープンデータとは
　・オープンデータを活用した取組事例

ワークショップ
　・東部地域の課題に沿ったテーマ設定によるオープンデータを利用
   したアイデア創出
　・発表　

３　進行予定
（１）オープンデータの説明
（２）オープンデータを活用した取り組みの紹介
（３）ワークショップ１（テーマ選出、個人のアイデア出し）
（４）ワークショップ２（グループでアイデアのブラッシュアップ）
（５）発表（グループの議論発表）

４　その他　詳細は共同開催の三島市ホームページ

                （https://www.city.mishima.shizuoka.jp/ipn054899.html)を御覧ください。

５　連絡先　取材を希望される報道関係者の方は、県データ活用推進課（054-221-2298）

                まで、事前に御連絡ください。

https://www.city.mishima.shizuoka.jp/ipn054899.html


提 供 日 2023/09/29

タイトル 景気動向指数は５か月連続で足踏みを示す～静岡県景
気動向指数（令和５年７月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

　　　　　　　　　　景気動向指数は５か月連続で足踏みを示す

　　　　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和５年７月分）～



詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/

